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は じ め に 
 

大阪府では豊かな環境の保全と創造に向けて、「大阪府環境基本条例」を基本とする
各種の条例・規則等を制定し、関係法令と併せて適正に運用するとともに「大阪 21世
紀の環境総合計画」（以下「環境総合計画」という。）に示した基本方向等に基づき各
種の施策を総合的かつ計画的に推進しています。 
 この環境総合計画は次の図のように、PDCA（Plan－Do－Check－Action）サイク
ルによる進行管理・点検評価を行っています。 
本報告は、大阪府環境基本条例第 10条第２項の規定により、平成 19年度に豊かな

環境の保全及び創造に関して本府が講じようとする施策を、環境総合計画に規定する
「循環」、「健康」、「共生・魅力」、「参加」の４つの基本方向に沿ってとりまとめたも
のです。 
本報告の構成は、平成 19年度に特に重点的に取り組んでいく＜重点施策＞と、関係

するすべての施策・事業の概要及び予算額を記載した＜資料編＞に分け記載していま
す。 
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１ 基本方向１ 循環 
  

社会システム及び地球規模の環境を視野に入れ、 

「持続的発展が可能な循環を基調とする元気な社会の実現」 

 

【施策分野】 
◇廃棄物の減量化・リサイクルの推進 
◇水循環の再生 
◇環境に配慮したエネルギー利用の促進 
◇地球環境保全に資する取り組み 
◇ヒートアイランド対策 

 

 

（１）廃棄物の減量化・リサイクルの推進 

■アジア3Ｒ技術サポート事業（再生） 

アジア各国の大都市では、従来の大気汚

染・水質汚濁問題に加え、廃棄物処理が環境

面での課題として浮上しています。 

堺第７－３区をはじめ臨海部を中心に立地

している先進的な技術やシステムを有するリ

サイクル関連施設等、府内のシーズを活用し、

関係者との適切な役割分担のもと、アジア各

国へ３Ｒ（廃棄物の発生抑制（Ｒｅｄｕｃｅ）、

再使用（Ｒｅｕｓｅ）、再生利用（Ｒｅｃｙｃ

ｌｅ））技術の移転を行います。 

平成 19 年度は、平成 18 年度に実施した

海外ニーズ調査やパイロット研修の結果を踏

まえ、中国・江蘇省及びベトナム・ハノイ市

における 3Ｒ技術セミナーや海外からの研修

生に対する 3Ｒ技術研修を実施します。 

【循環型社会推進室 （内線：3817）】 

■大阪府分別収集促進計画の推進と次期計画

の策定 

容器包装リサイクル法に基づき、「第４期大

阪府分別収集促進計画（平成 18～22 年度）」

を円滑に推進するため、市町村の分別収集実

施状況やリサイクル施設の整備状況を把握し、

先進的な取組事例の情報提供等の技術支援を

引き続き行います。 

また、容器包装リサイクル法の一部改正に

伴い策定時期が前倒しされた、都道府県が策

定する分別収集促進計画について、平成 20

年度から平成 24 年度までの「第 5 期大阪府

分別収集促進計画」を策定します。 

【循環型社会推進室（内線：3815）】 

■リサイクル製品認定制度の運用 

廃棄物のリサイクルをより一層促進すると

ともに、循環型社会の形成に寄与するリサイ

クル関連産業を育成するため、府内で発生し

た廃棄物（循環資源）を利用し、府内の工場

で製造したリサイクル製品で一定の基準を満

たすものの認定を平成 16 年度から行ってお

ります。平成 18 年度末までに再生路盤材な

どの土木資材や再生プラスチック製品など

347 製品を大阪府認定リサイクル製品とし

て認定しています。今年度もそれらの普及に

努めるとともに、年２回の認定を実施します

（認定申請受付は 6 月、11 月を予定）。 

【循環型社会推進室 （内線：3819）】 

■家電リサイクルの推進 

平成 13 年 4 月に施行された特定家庭用機

器再商品化法（家電リサイクル法）について

は、リサイクル料金が一律で高いこと、法施

行前から家電メーカーに匹敵する技術力を有

し、安価にリサイクルに取組んできた府内の
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－環境総合計画の４つの基本方向－ 
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再生資源業者の活用がほとんど図られていな

いこと、不法投棄が多いこと等の問題が指摘

されています。このため、府は、廃棄物処理

法に基づき、再生資源業者がリサイクルを行

う「家電リサイクル大阪方式」を推進してお

り、この方式の推進に向けて、消費者や関係

者の理解を得るために周知・啓発を行う等、

効果的なＰＲを進めます。 

また、リサイクルされる製品の総重量とリ

サイクルにより回収される有価物の重量との

割合であるリサイクル率は、その向上が望ま

れることから、大阪方式の要件の一つである

リサイクル率の見直しを検討する基礎資料と

して活用するために、製品の大きさの違いに

よる有価物の回収量への影響などの実証調査

を実施します。 

【循環型社会推進室 （内線：3815）】 

 

（２）水循環の再生 

■雨水利用推進都市モデル事業（「おおさかレ

インボウぷろじぇくと！」）（新規） 

雨水を活用したまちづくりを推進するため、

雨水利用の導入効果が高いと考えられる府有

施設に雨水タンクの設置等を行うとともに、

雨水利用に係る技術セミナーの開催や啓発パ

ッケージの貸出などを実施し、普及促進のた

めの支援体制の強化を図ります。 

【環境管理室（内線：3859）】  

■企業との連携による冒険の森づくり事業

（新規・再生） 

「基本方向３ 共生・魅力 (2)自然環境の

保全・回復・創出」の項目に記載（11ペー

ジ参照） 

■魚庭（なにわ）の森づくり活動推進事業 

「基本方向３ 共生・魅力 (2)自然環境の

保全・回復・創出」の項目に記載（12ペー

ジ参照） 

 

（３）２つの温暖化対策（地球温暖化対策、ヒ

ートアイランド対策等） 

■温暖化の防止等に取り組む事業者の顕彰 

温暖化の防止等に関する条例に基づき、エ

ネルギーを多量に消費する事業者に対し、温

室効果ガスの排出や人工排熱の抑制について

の対策計画書や実績報告書の届出を義務付け

ています。平成 19 年度からは、実績報告書

を届け出た事業者の中から、特に優れ、他の

模範となる取組みを行った事業者を顕彰しま

す。 

また、自然環境保全条例に基づき、平成 18

年度から一定規模以上の敷地で建築物の新築、

増改築を行う建築主に対し、基準の割合以上

の緑化を義務付けています。平成 19 年度か

らは、前年度に同条例の規定等に基づき緑化

を実施した者のうち、特に優れたものの顕彰

を行います。 

これらにより、地球温暖化やヒートアイラ

ンド現象の防止に寄与するするとともに、府

民・事業者の意識啓発を図ります。 

【みどり･都市環境室（内：3849･2745）】 

■大阪サステナブル建築賞（新規） 

温暖化の防止等に関する条例（平成 18 年

4 月 1 日施行）に基づき、一定規模を超える

新築、増改築を行う建築主に対する建築物環

境配慮計画書の届出を義務付けるなど、「建築

物の環境配慮制度」を運用しています。 

平成 19 年度からは、同条例の規定に基づ

き、環境配慮の模範となる建築物を顕彰する

「大阪サステナブル建築賞」を設けます。 

これにより、環境品質・性能や環境負荷低

減性に優れた建築物の普及促進を図り、地球

温暖化やヒートアイランド現象の防止及び良

好な都市環境の形成に寄与するとともに、環

境にやさしい建築・まちづくりに対する府民

の意識啓発を図ります。 

【建築指導室（内線：3025）】 
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■E3導入パイロット事業（新規・再生） 

自動車の二酸化炭素排出削減策として有効

なバイオエタノール 3％混合ガソリン（E3）

の普及拡大に向け、堺第 7-3 区のプラントで

製造される建設廃木材を原料とするバイオエ

タノールを活用して、E3 の製造・供給・利用

における品質管理、設備管理の検証や社会的

な受容性、事業性を評価する大規模な実証事

業を行います。 

【みどり･都市環境室（内線：3822）】 

【E3】バイオエタノールを３％混合したガソ

リンの略。バイオエタノールは二酸化炭素を増

加させない再生可能な生物由来のエネルギー資

源であり、ガソリン代替燃料として注目されて

います。 

■バイオディーゼル燃料利用推進プロジェク

ト（新規・再生） 

農空間を保全するとともに、地球温暖化防

止に貢献するため、バイオディーゼル燃料（Ｂ

ＤＦ）利用社会実験を実施し、府民、企業等

との協働により、遊休農地等を活用した菜の

花栽培とＢＤＦ利用を推進します。 

平成 19 年度は、府内 22 地区、10.7ha

で栽培中の菜の花から菜種を収穫し、これを

原料にして BDF を製造し車の燃料として利

用します。また、秋には、菜の花栽培面積を

拡大する（目標：15ha）とともに、来夏に

採れる菜種油の食用利用・回収後のＢＤＦ利

用などの検討も行います。 

【農政室（内線：2777）】 

【ＢＤＦ】BioDieselFuel（バイオディーゼル

燃料）の略で、植物油や使用済み食用油を原料

として生まれる地球にやさしい軽油代替燃料。

燃焼時に放出される二酸化炭素は、植物が光合

成により大気中から吸収した二酸化炭素の再

放出であり、地球温暖化の原因となる二酸化炭

素を増加させません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ストップ地球温暖化府民運動の推進（新規） 

府では平成 18 年 2 月から、毎月 16 日を

「ストップ地球温暖化デー」と定め、地球温

暖化の防止につながる行動を促進しています。 

平成 19 年度は、毎月 16 日を中心に、コ

ンビニエンスストア事業者と、府が委嘱して

いる地球温暖化防止活動推進員とが連携、協

働して、店舗店頭で直接来店者等に温暖化防

止行動の実践について普及啓発を行うととも

に、ストップ地球温暖化デーの浸透、定着を

図ります。 【みどり･都市環境室（内線：3849）】 

■地球温暖化対策技術開発促進事業 

石油の安定確保を目的に設けられた特別会

計（石油及びエネルギー需給構造高度化対策

特別会計）における環境省の地球温暖化対策

事業を活用し、民間企業や研究機関と連携し

て二酸化炭素排出量削減に効果が期待できる

地球温暖化対策技術開発を行います。 

平成 19 年度は引き続き、家庭などの民生

部門や運輸部門における二酸化炭素排出量削

減を目的に、「現在未利用のセルロースのエタ

ノール化技術開発」、「白色ＬＥＤ照明機器の

低コスト化技術開発」及び「バイオエタノー

ル 10％混合ガソリンの実証研究」を実施しま

す。 

【環境農林水産総合研究所 

環境科学センター（6972-7662） 

 

＜種まきの様子＞ 
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■燃料電池自動車普及促進事業（再生） 

水素は、次世代のクリーンエネルギーとし

て注目されており、また、燃料電池は、水素

エネルギー活用のキーテクノロジーとして、

環境対策、さらには産業振興の面から普及が

期待されています。 

このため、府の公用車に燃料電池自動車を

率先導入し、各種イベントで試乗会を実施す

るとともに、在阪の官学民 12 団体で構成す

る「おおさかＦＣＶ推進会議」（事務局：大阪

府）では、国とともにセミナーを実施するな

ど、水素・燃料電池の普及啓発に努めていま

す。 

また、平成 18 年度から国のプロジェクト

「水素エネルギー社会実証事業」が始まり、

大阪府庁と関西国際空港の２か所に設置する

水素ステーションを拠点に、各種燃料電池機

器の実証試験を実施します。 

【みどり･都市環境室（内線：3822）】 

■おおさか環境にやさしい輝きのまちづくり

事業（新規・再生） 

省エネルギーや新エネルギーの効果的な普

及と、災害時の帰宅困難者の支援拠点として

の認知度を高めていくため、LED（発光ダイ

オード）を光源とする省エネ型屋外照明と、

非常電源として活用する太陽光発電等の自然

エネルギー設備を併せて導入するコンビニエ

ンスストア等の店舗に対して補助を行い、環

境にやさしい輝き拠点づくりを推進します。 

【みどり･都市環境室（内線：3822）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＥＳＣＯ事業のアジアへの展開（再生） 

「基本方向４ 参加 (5)国際協力の推進」

の項目に記載（17ページ参照） 

■ヒートアイランド対策導入促進事業（新

規・再生） 

熱環境マップにより、対策が必要な地域を

対象に、民間事業者から屋上緑化、壁面緑化、

高反射性塗装等のヒートアイランド対策を公

募し、助成します。併せて、効果を一層高め

るため、その周囲において市町村等による公

共事業や打ち水等の取組みを促進します。 

【みどり･都市環境室（内：3849）】 

【熱環境マップ】 

航空機から測定された地表面温度、冷暖房や

自動車などからの人工排熱、土地利用状況等の

各種データを用いて解析を行い、１ｋ㎡ごとに

熱負荷の程度の状況を類型化して示したもの 
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■北大阪涼しいみちから“まち”づくり事業

（再生） 

ヒートアイランド優先対策地域である北大

阪地域を中心に、７～８月に下水道高度処理

水を利用して市街地部の府管理道路の車道へ

の散水を実施します。 

また NPO 等や関係市町からなる「北大阪

打ち水ネット」による歩道等への打ち水の呼

びかけや、学校での出前学習等を通じて、ヒ

ートアイランド対策としての打ち水の効果を

紹介するとともに、雨水タンクを設置・活用

した打ち水を進めるなど、環境対策としての

打ち水が継続的な活動になるように努めます。 

【交通道路室（内線：2926）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■みどりのカーテン推進事業（新規） 

「基本方向３ 共生・魅力 (4)潤いとやす

らぎのある都市空間の形成・活用」の項目

に記載（13ページ参照） 

＜打ち水フォーラム＞ 

＜打ち水ビレッジ（緑のカーテン）＞ 

＜打ち水の様子＞ 

 

北大阪地域における 

ヒートアイランド対策優先地域 
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２ 基本方向２ 健康 
  

身近な大気・水・土壌など一人ひとりが生活する空間としての環境を視野に入れ、 

「環境への負荷が少ない健康的で安心なくらしの確保」 

 

＜施策分野＞ 
◇自動車公害の防止 
◇廃棄物の適正処理 
◇大気環境の保全 
◇水環境の保全 
◇地盤環境の保全 
◇騒音・振動の防止 
◇有害化学物質による環境リスクの低減 
◇環境保健対策及び公害紛争処理 

 

（１）自動車公害の防止 

■総量削減計画の推進 

大阪府自動車排出窒素酸化物及び自動車

排出粒子状物質総量削減計画（平成 15 年７

月策定）に基づき、低公害車・低排出ガス車

の普及促進、自動車走行量の抑制、交通流の

円滑化等の諸施策を関係機関等と連携して

計画的、総合的に推進します。 

【環境管理室（内線：3899））】 

■流入車対策の検討（新規） 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の環境基

準のより早期かつ確実な達成を図るため、車

種規制が適用されていない対策地域外から

の流入車対策について、大阪府環境審議会に

諮問（平成 19 年 3 月）し、荷主事業者へ

の対策など、必要な施策の具体化を検討しま

す。      【環境管理室（内線：3898）】 

■事業者の排出抑制対策の促進 

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法に基づき、府内の対

策地域（37 市町）を使用の本拠としている

自動車（軽自動車、特殊自動車、二輪を除く。）

を 30 台以上使用する事業者（自動車運送事

業者等を除く。）に対して、窒素酸化物等の

排出抑制に係る計画の提出や措置状況の報

告を求めます。 

また、排出ガスを抑制する取組みの一つと

して、おだやかなアクセル操作などの環境に

配慮したエコドライブの普及を推進します。 

【環境管理室（内線：3890）】 

■バスエコファミリーキャンペーン（新規・

再生） 

マイカーから公共交通機関への転換を目

的として、平成 17 年から、府内のバス事業

者等の無償協力により、期間限定で大人 1

人につき小学生以下の子ども二人のバス運

賃を無料とする事業を展開しています。この

取り組みをさらに拡大するため、平成 19 年

度は、ＮＰＯ、バス事業者からなる新たな組

織を設置・運営し、広域的な施策展開を図り

ます。    【交通道路室（内線：3992）】 

■関空・りんくうＣＮＧ車等普及促進モデル

事業等（新規） 

府内外への波及効果の高い関西国際空

港・りんくうタウン地域が、国の天然ガス自

動車（CNG 車：Compressed Natural Gas 

Vehicle）の普及促進のモデル地域に指定さ

れました（平成 18 年 8 月）。同地域を発着

する CNG 車の計画的な導入のため、国と協

調して通常車両価格との価格差の一部を助

成します。 

 

共生・魅力 

参  加 
 

健  康 

循  環 

－環境総合計画の４つの基本方向－ 
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また、CNG 車などの低公害車や京阪神七

府県市指定排出ガス車（ＬＥＶ－７）の普及

促進を図るため、公用車への率先導入を行う

ほか、低利融資や自動車税の軽減（グリーン

税制）などを実施します。 

【環境管理室（内線：3899）】 

■大阪グリーン配送推進運動の展開 

大阪自動車環境対策推進会議（事務局：大阪

府及び大阪市）において、物品の輸配送に低

公害な自動車を使用するグリーン配送に取

り組む事業者を広く募集し、その取組みをホ

ームページ等に掲載するなど、普及拡大を図

ります。   【環境管理室（内線：3890）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）廃棄物の適正処理 

■産業廃棄物の不適正処理の根絶 

産業廃棄物の野積みや野外焼却等の不適

正処理の根絶を図るため、排出業者や処理業

者に対し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）

の交付の徹底や適正処理の指導を強化する

とともに、土地所有者等への土地の適正管理

等の啓発・指導により不適正処理の未然防止

を図ります。 

また、廃棄物処理法と循環型社会形成推進

条例を効果的に運用し、不適正処理の迅速な

問題解決を図ります。 

【循環型社会推進室（内線：3827）】 

■ＰＣＢ廃棄物適正処理推進事業 

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の処

理については、日本環境安全事業㈱が、近畿

圏の処理拠点として大阪市此花区に脱塩素

化分解方式で、処理能力 2ｔ/日の施設を建

設し、平成18年10月から稼動しています。 

今後、「大阪府ＰＣＢ廃棄物処理計画」（平

成 16 年 3 月策定）に基づき、近畿ブロッ

ク関係府県市と協力して適正処理を推進す

るとともに、保管事業場約 2 千箇所への立

入検査等により、保管廃棄物の適正管理の徹

底を図ります。 

また、中小企業によるＰＣＢ廃棄物の処理

を支援するため、平成 13 年度から国・他都

道府県と同様に（独）環境再生保全機構に設

けられた基金に拠出しています。 

【環境管理室（内線：5201）】 

【脱塩素化分解方式】トランス・コンデンサ等

の処理対象物に含まれるＰＣＢを抜取、洗浄、

密閉・真空状態での加熱等の方法により分

離・回収した後、触媒の存在下にて 260℃、

常圧でＰＣＢを水素と反応させて、塩酸とビ

フェニルに分解し、無害化します。 

 

 

＜エコドライブ・ステッカー＞ 

＜指定 LEV-7 車証＞ 

＜大阪グリーン配送推進運動・ステッカー＞ 
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（３）大気環境の保全 

■アスベスト飛散防止対策等の推進（再生） 

中皮腫や肺がんなどの原因となるアスベ

ストから府民の健康を守るため、「大阪府ア

スベスト対策推進本部」を設置し、全庁的に

取組むとともに、建築物等の解体・改造・補

修に係るアスベストの飛散防止を目的とし

た大気汚染防止法及び生活環境の保全等に

関する条例に基づく立入検査を行い、徹底し

た規制指導を実施しています。 

また、府民の生活環境への不安を解消する

ためには、府内の一般環境におけるアスベス

トの状況を把握することが必要であること

から、府内 34 地点において大気中のアスベ

スト濃度の実態調査を行います。 

【環境管理室（内線：5201）】 

■府有施設におけるアスベスト対策の推進 

アスベストによる健康被害を防ぐため、府

有施設において、使用されている吹付けアス

ベストの除去等対策工事を吹付けアスベス

ト対策工事計画に基づき実施するとともに、

空気環境測定等の定期点検を実施します。 

【公共建築室（内線：4606）】 

■民間建築物アスベスト対策の促進 

吹付アスベストが使用されている建築物

について、順次、立入検査を実施し、劣化等

により、衛生上著しく有害となる恐れがある

と認められる場合には、建築基準法に基づき、

所有者等に対して、除去等必要な措置を講じ

るよう指導を行います。 

【建築指導室（内線：4329）】 

■揮発性有機化合物対策の推進 

光化学スモッグの原因物質の１つである

揮発性有機化合物（VOC）の排出抑制対策

を進めるため、平成 19 年 3 月に改正した

生活環境の保全等に関する条例の施行（平

成 20 年 4 月）に向けて、VOC 対策マニ

ュアルの作成や改正内容の周知等を行いま

す。     【環境管理室（内線：3854）】 

 

（４）水環境の保全 

■総量削減計画の策定及び推進 

閉鎖性の高い大阪湾の水質の改善を図る

ためには、流入する汚濁負荷を削減すること

が必要です。 

 このため、化学的酸素要求量（ＣＯＤ）、

窒素、りんの 3 項目について、汚濁負荷の

総量を一層削減するため、平成 21 年度を目

標年度とした第６次総量削減計画を策定し、

その推進を図ります。 

【環境管理室（内線：3859）】 

■大阪府生活排水処理実施計画の推進 

平成 15 年 3 月に策定した「大阪府生活

排水処理実施計画」に基づき、地域特性に応

じた効率的かつ効果的な処理施設整備を進

めるため、市町村による生活排水処理計画の

推進に対して技術的支援を行います。 

また、平成 18 年度に設定した「大阪府生

活排水対策推進月間」（２月）を中心に、家

庭における府民一人ひとりの負荷削減の取

組みの普及啓発を行います。 

【環境管理室（内線：3854）】 

 

 

■大阪湾再生行動計画のフォローアップ 

国の関係省庁や大阪府をはじめ、10 府県

市などで構成する「大阪湾再生推進会議」が、

＜街頭キャンペーンの様子＞ 
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平成 15 年度に策定した「大阪湾再生行動計

画」のフォローアップとして、釣り人も参加

する一斉水質調査などを実施します。 

また、閉鎖性海域の水環境改善に資する技

術の普及促進を図るため、環境省の環境技術

実証モデル事業に実証機関として参画し、高

石漁港及びその周辺海域において実証試験

を行います。    【環境管理室（内線：3854）】 

■大阪湾の海域環境の回復・創造 

大阪湾における海域環境の保全に資する

ため、平成 19 年度は、田尻町地先で魚介類

の産卵場、稚仔魚の育成場である増殖場（藻

場）の造成を行います。 【水産課(内線 2766)】 

■魚庭（なにわ）の海づくり大会 

漁船見学や森・川・海での環境活動紹介な

どの様々なイベントを通じて、美しく豊かな

大阪湾を府民一人ひとりの手で取り戻す活

動への取り組みを呼びかけます。大会は若手

漁業者が中心となって運営されており、漁業

者が大阪湾の環境改善の取り組みの先頭に

立つ決意を示す「豊かな海づくり宣言」を行

います。     【水産課（内線：2765）】 

■寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ 

国の都市再生プロジェクト（第３次決定都

市環境インフラの再生・水循環系の再生）に、

寝屋川流域がモデル流域に選定されたこと

を受け、平成 15 年 6 月に寝屋川流域協議

会（水環境部会）により「寝屋川流域水循環

系再生構想」が策定されました。この構想の

実現に向け、平成 23 年を目標年として、平

成 16 年 5 月に策定された寝屋川流域清流

ルネッサンスⅡ（第二期水環境改善緊急行動

計画）に基づき、河川事業や下水道事業、住

民協働による生活排水対策など、流域全体で

水質改善、流量確保、水辺環境の整備を図り

ます。      【河川室（内線：2952）】 

 

 

■ダイオキシン類により汚染された底質の

浄化対策 

平成 14 年度から実施している河川底質

のダイオキシン類の調査結果により、神崎川、

古川、木津川などで環境基準値を上回る数値

が確認されているため、その汚染範囲の特定

を実施、底質の浄化方法について検討し、速

やかな対策を講じます。 

【河川室（内線：2952）】 

 

＜神崎川ダイオキシン類浄化対策浚渫状況写真＞ 

■流域下水道事業の推進 

大阪湾や河川等の公共用水域の水質改善

のため、流域下水道の幹線管渠、ポンプ場、

水みらいセンターの整備を推進します。水み

らいセンターにおいては、富栄養化の原因で

ある窒素・りん等を除去する高度な水処理施

設の整備を推進します。 

【下水道課（内線：3959）】 

【流域下水道】複数の市町村の汚水をまとめて

処理する下水道 

 

【水みらいセンター】大阪府では、流域下水処

理場の名称を平成１８年４月１日から「水みら

いセンター」に変更しました。「下水処理場は、

良好な水環境の創造や高度処理水、バイオマス、

大きな施設空間などの有する資源の宝庫であ

り、循環型社会を創出する未来（みらい）へつ

ながる可能性を持っている」という理由で、公

募作品の中から選定されました。 
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（５）地盤環境の保全 

■地盤沈下対策の推進 

地盤沈下を未然に防止するため、地下水位

及び地盤沈下量の常時監視、並びに生活環境

の保全等に関する条例などに基づき、地下水

採取量の把握、地下水採取事業者に対する指

導等による対策を推進します。 

また、平成 20 年 1 月 1 日から地下水採

取量報告対象地域を府全域に拡大するなど

地下水採取量のより適確な把握に努めます。 

【環境管理室（内線：3809）】 

 

（６）有害化学物質による環境リスクの低減 

■化学物質対策の推進 

化学物質による環境リスクを低減するた

め、平成 19 年３月に改正した生活環境の保

全等に関する条例に基づき、「大阪府化学物

質適正管理指針」を作成し、化学物質排出量

の削減や有害性の低い物質への代替など事

業者の自主的管理を促進する対策を推進し

ます。 

また、特定化学物質の環境への排出量の把

握等及び管理の改善の促進に関する法律に

基づき、事業者から化学物質の排出量等の届

出を受付け、国に送付するとともに、国にお

いて集計されたデータを用いて、府域の実態

に即した集計や公表を行います。（ＰＲＴＲ

制度） 

さらに、府民に対して化学物質への関心を

深めてもらうため、ホームページ等を通じて

化学物質の有害性や市町村ごとの排出量等

の情報提供を行います。 

【環境管理室（内線：3808）】 

■大阪エコ農業総合推進対策事業 

農薬の使用回数と化学肥料の使用量を府

内の標準の半分以下にして栽培した農産物

を「大阪エコ農産物」として認証する制度の

推進などを通じて、農業による環境への負荷

軽減と府民が求める安心な農産物生産を基

本に、農業の持つ物質循環機能を活かしなが

ら、地域環境の保全に寄与していく大阪エコ

農業を推進します。 

【農政室（内線：2738）】 

 

（７）環境保健対策及び公害紛争処理 

■石綿健康被害救済促進事業（新規） 

アスベスト健康被害者の救済のため、平成

18 年２月に制定された「石綿による健康被

害の救済に関する法律」に基づき、（独）環

境再生保全機構に創設された石綿健康被害

救済基金に対し、国・他都道府県・事業者と

ともに拠出し、救済制度の円滑な運用を図り

ます。    【環境管理室（内線：5201）】 
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３ 基本方向３ 共生・魅力 
  

豊かさややすらぎを実感する環境を視野に入れ、 

「豊かな自然との共生や文化が実感できる魅力ある 

 地域の実現」 

 

＜施策分野＞ 
◇生物多様性の確保 
◇自然環境の保全・回復・創出 
◇自然とのふれあいの場の活用 
◇潤いとやすらぎのある都市空間の形成・活用 
◇美しい景観の形成 
◇歴史的文化的環境の形成 

 

（１）生物多様性の確保 

■関西国際空港周辺海域の採捕禁止区域普

及啓発の実施 

関西国際空港は緩傾斜護岸となっている

ことから、周辺海域ではワカメやホンダワラ

等の藻類が繁茂、190 種類あまりの魚介類

が確認されています。 

このため、大阪府漁業調整規則により、１

期空港島周辺を水産動植物の採捕禁止区域

としていましたが、平成 19 年 4 月 1 日か

ら、新たに２期空港島周辺にも採捕禁止区域

を設定したため、区域拡大について普及啓発

を行い、この海域の魚介類の保護を図ります。 

【水産課（内線：2763）】 

■河川氾濫原の生態学的機能研究（新規） 

「基本方向４ 参加 (3)環境監視及び調

査研究に記載（16ページ参照） 

■大阪府内における生物分布前線調査（新

規） 

「基本方向４ 参加 (3)環境監視及び調

査研究に記載（16ページ参照） 

 

 

 

 

（２）自然環境の保全・回復・創出 

■企業との連携による冒険の森づくり事業

（新規・再生） 

子どもたちのコミュニケーション能力を

高めるなど「こころの再生」を図り、また地

域の森林を自分たちで支えていくという意

識を高めてもらうため、企業や労働組合等と

地域が連携して、放置された森林を整備し、

子どもたちが森に触れあい、親しむ場となる

「冒険の森」を提供します。 

【みどり･都市環境室（内線：2753）】 

■放置森林に関する新たな森林管理システ

ム（新規） 

近年、手入れされずに放置される森林が

増加し、災害防止など公益的な機能の低下が

心配されることから、森林の手入れを所有者

だけにまかせるのではなく、府民みんなで守

り、育てるための新たな森林管理システムを

構築しました。 

 このシステムでは、災害防止などの機能が

特に高い森林について優先的に整備を進め

るため、｢地域指定｣を行います。また、ボラ

ンティア団体等が協力して森づくりを進め

る「フォレストセイバー」を養成します。さ

らに、「放置森林発生防止」のため、府内産

 

共生・魅力 

参  加 
 

健  康 

循  環 

－環境総合計画の４つの基本方向－ 
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木材の利用促進を図ることによって、“森を

育てる”、“その木を上手に使う”というサイ

クルをつくります。 

【みどり･都市環境室（内線：2753）】 

■間伐等実施林分モニタリング調査（新規） 

ボランティア参加で放置森林対策を進め

るためには、樹木の伐倒を伴わない安全で軽

易な間伐方法を確立する必要があります。 

 このため、樹木の形成層を表面から環状に

剥離させることで樹木を衰弱させて自然の

間引きを誘導する手法を検討するため、モデ

ル森林でのモニタリング調査を実施します。 

【環境農林水産総合研究所 

食とみどり技術センター（電話：072-958-6551）】 

■魚庭（なにわ）の森づくり活動推進事業 

豊かな海を育てるためには、健全な森林か

ら供給される河川水が重要な役割を果たし

ていることが認識されています。 

大阪湾を豊かな漁場として育むため、大阪

府漁業協同組合連合会が中心となり、森・

川・海を一体として捉え、漁業者自らが間伐

などを行うことにより豊かな森を育ててい

く「魚庭（なにわ）の森づくり」活動を支援

します。     【水産課（内線：2764）】 

■大阪湾の海域環境の回復・創造 

「基本方向２ 健康 (4)水環境の保全に

記載（9ページ参照） 

 

（３）自然とのふれあいの場の活用 

■陶器川環境再生事業（新規） 

長年にわたる不法耕作により、河川管理や

周辺景観との調和の観点から好ましくない

状態が続いている陶器川において、地元自治

会などと一体となったワークショップを平

成 17 年 10 月から継続して実施した結果、

不法耕作物の撤去や、新たな不法耕作の防止、

地域の声を取り入れたゆとりある水辺空間

の再生を進めていくことで合意し、地域住民

と協働により手作りの花壇などを整備して

います。この理念をさらに進め、地域に愛さ

れる水辺空間とするために遊歩道整備を行

います。     【河川室（内線：2952）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップの様子 

不法耕作撤去後 

花壇完成 

手作りによる花壇整備 
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■ふれあい漁港の整備 

漁業活動の拠点としての機能だけでなく、

一般府民も容易に近づき楽しむことのでき

るよう、多目的広場や親水護岸などを備えた

「ふれあい漁港」を岬町の深日漁港及び小島

漁港で整備します。 【水産課（内線：2767）】 

 

（４）潤いとやすらぎのある都市空間の形

成・活用 

■「みどりの大阪 21 推進プラン」の後継計

画策定（新規） 

現行の「みどりの大阪 21 推進プラン」

は、自然環境保全条例の規定に基づき、府

域のみどりの保全・創出に関する理念・基

本方針を示していますが、その目標期間の

満了に伴い、現状のみどりを取り巻く情勢

を踏まえつつ、今後 10 年を見通した後継

計画を策定します。 

【みどり･都市環境室（内線：2750）】 

■みどりのカーテン推進事業（新規） 

市街地の限られたスペースにおいて壁面

や屋上の緑化は、ヒートアイランド対策の

有効な手段の一つです。 

一定規模以上の敷地を有する施設におい

ては着実に前進していますが、市街地にお

いて大きな面積を占める住宅や小店舗等の

小規模な施設においては、整備費やメンテ

ナンス費用が高いことから普及が進んでい

ません。 

そのため、安価で手軽な壁面緑化手法の

確立を目指し、学校や事業所等で実施規模

や植栽時期、植物、潅水方法等を組み合わ

せ、様々なパターンの壁面緑化の実証調査

を行います 

また、みどりについて関心を高めてもら

うため、子ども達を対象として、植付けや

水やり、収穫等の緑化体験イベントを併せ

て実施することにより効果的な壁面緑化の

普及促進を図ります。 

【みどり･都市環境室（内線：2742）】 

■地域緑化プラン策定支援事業（新規） 

自治会や学校など地域が主体となって進

める「みどりの街づくり」を推進するため、

「みどりの街づくり」の手引書となる「地

域緑化プラン策定ガイドライン」及び先行

事例をまとめた「事例集」を作成します。 

また、完成した「地域緑化プラン策定ガ

イドライン」及び「事例集」を活用し、NPO

等の民間団体や市町村職員を対象に活動団

体の組織化や緑化プランの策定手法につい

ての説明会を開催し、みどりの街づくりに

向けた取り組みを支援します。 

【みどり･都市環境室（内線：2742）】 

■「水の都大阪」再生に向けた河川環境整備

（再生） 

平成 13 年に「水の都大阪の再生」が国の

都市再生プロジェクト（第３次決定 都市環

境インフラの再生・水循環系の再生）に選定

されたのを受けて、平成 15 年 3 月に公民協

働して取り組む指針として策定した、「水の

都大阪再生構想」に基づき、親水護岸や遊歩

道整備、船着場など、背後地のまちづくりと

一体となった魅力ある水辺空間の整備を行

います。 

「水の都大阪」の再生に向け、かつて淀川

舟運の港であり､熊野街道の起点でもあった

｢八軒家浜｣において、水陸交通の拠点となる

水上ターミナルの整備を進めるとともに、船

着場の管理運営機能・情報発信機能等を有す

る賑わい施設の詳細検討を進めます。また、

旧阪大病院跡地前の堂島川玉江橋上流にお

いて、隣接する民間開発と一体となった船着

場整備に着手します。 

   【河川室(内線:2952･2935)】 
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＜八軒家浜整備イメージ＞ 

 

 

■泉大津フェニックス大規模緑地整備（新

規） 

近畿圏から発生する廃棄物の最終処分場

である泉大津フェニックスにおいて、平成

19 年春に管理型区画（65ha）の一部が埋

立竣功します。 

この管理型区画において、府民が憩い、く

つろげる空間の確保と、港湾地域におけるに

ぎわい･交流空間の形成のため、大規模緑地

の整備を着手します。 

【港湾局（電話：0725-21-1411）】 

 

【管理型区画】 

安定型区画で処分できる産業廃棄物（廃プラ

スチック類，ゴムくず，金属くず，ガラスく

ず・ がれき類など 5 種類）以外の産業廃棄

物と一般廃棄物を埋め立て処分している区

画。 

 

 

■ロハスライフ支援事業 

健康や環境を重視した新しい価値観とラ

イフスタイル（「ロハス ライフ」）を府民に

提供するため、増加が懸念される遊休農地

等の低未利用地を美しく魅力ある空間へ再

生するとともに、「新たなコミュニティづく

り」と「コミュニティ相互（都市部と農村

部）の多様なつながり」の創造に向け、モ

デル的な取組みを進めます。 

【農政室（内線：2733、2773）】 
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４ 基本方向４ 参加 
  

目標の達成に向け、環境配慮を基本としたシステムや人づくり等を視野に入れ、 

「すべての主体が積極的に参加し行動する社会の実現」 

 

＜施策分野＞ 
◇パートナーシップによる環境保全活動の促進 
◇環境教育・環境学習の推進 
◇総合的な環境情報システムの整備・環境情報の提供 
◇環境監視及び調査研究 
◇事業活動における環境への配慮 
◇経済的手法による環境負荷の低減 
◇国際協力の推進 

 

（１）パートナーシップによる環境保全活動

の促進 

■環境情報プラザ管理運営事業 

環境情報センター内の環境情報プラザに

おいて、環境に関する様々な情報や研修室・

実験室等の活動の場を提供し、府民や環境Ｎ

ＰＯ等の環境活動を支援します。 

さらに、府内の環境ＮＰＯ等の活動の活性

化を図るため、環境ＮＰＯと自治体等が連携

して設置した｢大阪環境パートナーシップネ

ットワーク『かけはし』」において、ネット

上での情報交流や広報紙の発行、交流会、協

働事業等を実施しパートナーシップの構築

に努めます。 

【環境農林水産総合研究所 

 環境科学センター（電話:6972-7666）】 

■魚庭（なにわ）の海づくり大会【水産】 

「基本方向２ 健康 (4)水環境の保全」の

項目に記載（9ページ参照） 

 

（２）環境教育・環境学習の推進 

■環境教育推進モデル地域事業 

府内の公立小中学校における環境教育を

推進するため、学校･家庭･地域が一体となっ

た環境教育の実践に取り組む市町村（１０市

町村）をモデル地域として指定します。各モ

デル地域においては、環境教育推進実践校で

ある「Ｅスクール」（小中学校各１校）を指

定し、教材、カリキュラム、人材活用の方法

等を開発するなど、今後の環境教育のあり方

について検証します。 

【市町村教育室（内線：5485）】 

■環境情報プラザ管理運営事業 

「基本方向４ 参加 (1)パートナーシッ

プによる環境保全活動の促進」の項目に記載

（15ページ参照） 

 

（３）環境監視及び調査研究 

■技と知の出会い創出支援事業（新規） 

高い技術ポテンシャルを有した府立試験

研究機関が、府内のものづくり中小企業（「技

の集団」）の求めに応じ、環境・新エネルギ

ー等の大阪の成長有望分野の新技術を研究

開発し、広く府内企業に技術移転することに

より、府内のものづくり中小企業の全国への

事業展開を図ります。併せて府立試験研究機

関のさらなる技術の向上を図ります。 

また、全国の企業の研究所や大学等（「知

の集団」）のものづくりに対するニーズ調査

を実施するとともに、インターネット上に

 

共生・魅力 

参  加 
 

健  康 

循  環 

－環境総合計画の４つの基本方向－ 
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「技と知のバーチャル交流サロン（仮称）」

を開設し、大阪のものづくり中小企業の優れ

た技術ポテンシャルをデータベース化し、全

国の「知の集団」に発信します。 

【商工振興室（内線：2603）】 

■食品廃棄物からのバイオ燃料生産と発酵

残さを利用した機能性飼料生産に関する基

礎的技術の開発（新規） 

食品廃棄物である廃棄麺類からエタノー

ルを生産し、バイオエネルギーとして回収す

るとともに、精製工程で生じる残さから高タ

ンパク質飼料を製造し、稚魚の餌としての利

用性を検討するなど、資源循環型エネルギー

生産技術の基礎的研究を行います。 

本研究は、平成 19 年 4 月に統合された

環境農林水産総合研究所のポテンシャルを

活かし、環境保全と食の安全に向けた新たな

体制で取り組みます。 

【環境農林水産総合研究所 

食とみどり技術センター（電話：072-958-6551）】 

■大阪府内における生物分布前線調査（新

規） 

府内の環境の状況を把握するため、環境指

標となる昆虫を抽出し、過去及び現在の分布

の前線等を調査することにより、現在の状況

が、①分布拡大、②現状維持・もしくは分布

後退阻止（踏みとどまり）、③分布後退 の

いずれの状況にあるかを解析します。 

併せて環境条件や緑被データ等、自然環境

構成要素の既存デジタルデータを活用し、指

標昆虫の分布範囲における環境情報を抽

出・解析し、その結果をＧＩＳ（地図情報シ

ステム）を利用して、地図上のデータとして

整備します。 

【環境農林水産総合研究所 

食とみどり技術センター（電話：072-958-6551）】 

■河川氾濫原の生態学的機能研究（新規） 

砂州のような河川の氾濫原は、礫間による

水質浄化や増水時の水溜りが魚の産卵や稚

魚の保育場所になるなど、河川生態系の維持

に大きな役割を担っていますが、近年の河道

の直線化や流量調整等によって、砂洲が固定

化され植物が繁茂するなど、その機能の低下

が懸念されています。 

そこで、河川氾濫原の保全・再生に必要な

環境条件について検討するため、野外での植

生、魚類、水質等の調査を行い、その結果に

ついて水生生物センター内試験池で実証実

験を行います。 

【環境農林水産総合研究所 

水生生物センター（電話：072-833-2770）】 

■間伐等実施林分モニタリング調査（新規） 

「基本方向３ 共生・魅力 (2)自然環境の

保全・回復・創出」の項目に記載（12 ページ

参照） 

 

（４）経済的手法による環境負荷の低減 

■環境技術コーディネート事業 

循環型社会の構築や環境関連産業の振興

のため、大阪が抱える環境問題の克服に役立

つ環境技術を中心に、府の関係機関などと連

携して、研究開発の奨励、技術支援、特許情

報や技術情報の提供、府内中小企業が開発し

た環境技術の評価・普及などを行います。こ

の事業では、厨房・食堂、食品工場など小規

模事業場向けの有機性排水処理技術や閉鎖

性海域の水環境改善技術の実証など、環境省

の環境技術実証モデル事業も活用します。 

【環境農林水産総合研究所 

環境科学センター（電話：6972-7662）、 

水生生物センター（電話：072-833-2770）】 

■アジア環境貢献ビジネス育成・展開事業

（新規・再生） 

経済成長著しいアジア各国では環境対応

が急務となっており、優れた環境関連技術を

有する大阪の中小・ベンチャー企業にとって
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は、その保有技術が活かせる大きなビジネス

チャンスとなっています。 

そこで、商工労働部・にぎわい創造部・環

境農林水産部の３部局が連携して、アジア各

国で求められている環境関連技術を有する

府内中小・ベンチャー企業に対し、研究開発

支援・技術評価・普及、アジア事業展開まで

を一貫して実施し、大阪の環境関連産業のア

ジア・ビジネス展開に結びつけます。 

【産業労働企画室（内線：2654）】 

■環境金融の取り組みの促進 

「豊かな環境都市・大阪」の実現のために

は、経済活動の血液とも言える金融機能の役

割が重要であることから、金融機関に対する

アンケートを実施することなどにより環境配

慮を働きかけていきます。 

併せて、環境と経済の好循環をさらに加速

させるためには、金融に関する需要側にも環

境配慮を働きかけることが必要であることか

ら、省エネ住宅購入時の金利優遇ローンなど

の環境配慮型金融商品の一覧や、環境を中心

としたCSR（企業の社会的責任）活動に積極

的に取り組んでいる金融機関について、府民

や事業者に対して広くホームページで紹介し

ます。   【みどり･都市環境室（内線：3893）】 

■リサイクル製品認定制度の運用 

「基本方向１ 循環 (1)廃棄物の減量

化・リサイクルの推進」の項目に記載（1ペー

ジ参照） 

 

（５）国際協力の推進 

■アジア主要都市サミット開催事業（再生） 

大阪・関西が、アジアの都市、地域との間

で積み重ねてきた交流の実績を踏まえ、平成

19 年 10 月に、アジアの主要都市の首長を

招聘し、経済や環境など都市の課題等につい

て意見交換するとともに、都市間の連携によ

るアジア全体のさらなる発展のための仕組

みづくりについて検討します。 

【国際室（内線：2310）】 

■大阪－上海経済交流促進事業（再生） 

著しい経済発展を遂げる中国・上海との経

済交流を深めることにより、府内中小企業の

中国・上海におけるビジネス拡大を促進しま

す。 

平成 18 年度は、大阪と上海の企業間交流

を活発化させるためのウェブサイト「大阪－

上海ビジネス・ライン」の開設や、環境ビジ

ネス・環境技術交流の促進として上海市関係

者の大阪招聘及び大阪環境ミッション団を

派遣しました。平成 19 年度においては、

18 年度の取組みをさらに進めるため、「大

阪－上海ビジネス・ライン」を運用するとと

もに環境ビジネス・環境技術の交流を促進す

るミッション団の派遣・商談会を開催します。 

【観光交流局（内線：4688）】 

■ＥＳＣＯ事業のアジアへの展開（再生） 

ＥＳＣＯ事業をアジアへ普及拡大し、アジ

アの温暖化対策への貢献を通じ、アジアにお

ける大阪の存在感を高めるとともに、在阪Ｅ

ＳＣＯ事業者のビジネスチャンスを探ります。 

平成19 年度は、平成18 年度に実施した、

大阪府型の包括的なＥＳＣＯ事業モデルの導

入・展開の可能性調査の結果を見極めながら、

中国（上海市）における（独）新エネルギー・

産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の委託事

業を活用したモデル事業の計画を支援します。 

また、ＥＳＣＯ事業がアジア各国に普及する

よう、アジア地域の府駐在員事務所との連携

や、アジア５カ国６都市に設置する府のプロ

モーションデスクを活用した情報発信を実施

します。     【公共建築室（内線：4639）】 

■アジア 3Ｒ技術サポート事業（再生） 

「基本方向１ 循環 (1)廃棄物の減量

化・リサイクルの推進」の項目に記載（1ペー

ジ参照） 
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（６）事業活動における環境への配慮 

■大阪府庁における ISO14001 の推進 

環境マネジメントシステムを活用して、環

境配慮に取り組むため、平成 11 年 2 月に

本庁舎において認証取得した ISO14001

（＊）の認証範囲を、平成 17 年度から順次、

出先機関へ拡大してきました。（平成 17 年

度：環境農林水産部及び都市整備部の出先機

関、平成 18 年度：総務部及び健康福祉部の

出先機関） 

平成 19 年度は、商工労働部の出先機関等

にも認証範囲を拡大し、府庁全体（府警本部

及び府立学校等を除く）で環境マネジメント

システムを確実に実行し、事務事業活動によ

る環境への負荷を一層低減していきます。  

【みどり･都市環境室（内線：3893）】 

 

 

【ISO14001】環境配慮のために掲げた目標を

PDCA サイクルにより管理するシステム（環境

マネジメントシステム）の国際規格。 
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等
と

と
も

に
設

置
し
た

「
大

阪
府
リ

サ
イ

ク
ル
社

会
推

進
会
議

」
に

お
い

て
、

啓
発
活

動
、

調
査
・

研
究
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
56
6

2
,5
6
6

0

リ
サ
イ

ク
ル
製

品
認

定
制
度

の
運

営
リ

サ
イ

ク
ル

製
品
に

対
す

る
需
要

の
拡
大

を
通

じ
て
循

環
型

社
会
の

形
成

に
寄
与

す
る

事
業
者

を
育
成

す
る

た
め

、
リ

サ
イ
ク

ル
製

品
認
定

制
度
を

運
営

す
る
。

ま
た

、
認
定

製
品

の
普
及

・
紹

介
を
行

な
う
。

環
境

農
林

水
産

部
4
,
33
0

4
,4
8
7

△
 
15
7

家
電
リ

サ
イ

ク
ル
大

阪
方
式

推
進

事
業

「
家
電

リ
サ

イ
ク
ル

大
阪

方
式
」

の
推
進

に
向

け
て
、

消
費

者
や
小

売
店

等
の
関

係
者

の
理
解

を
得
る

た
め

に
、

周
知

・
啓
発

を
行

う
等
効

果
的
な

Ｐ
Ｒ

を
実
施

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

堺
第
7
-
3
区
護

岸
管
理

事
業

堺
７
－

３
区

の
護
岸

管
理

の
た
め

の
現
況

調
査

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
1
,
74
6

27
,
6
0
0

△
 5
,
8
5
4

ア
ジ
ア

３
Ｒ
技

術
サ

ポ
ー
ト

事
業

堺
第
７

－
３

区
な
ど

の
臨

海
部
を

中
心
に

立
地

し
て
い

る
リ

サ
イ
ク

ル
関

連
施
設

等
の

新
技
術

を
活
用

し
、
ア

ジ
ア

各
国
で

課
題

と
な
っ

て
い
る

廃
棄

物
問
題

の
克

服
を
サ

ポ
ー

ト
す
る

た
め

、
３
Ｒ

技
術
の

移
転

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
1
,
32
2

7
,8
2
3

3
,
49
9

資料編－1



堺
第
７

－
３
区

フ
ィ

ー
ル
ド

展
開
事

業
堺

第
７

－
３

区
を
フ

ィ
ー

ル
ド
と

し
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
共
同

で
リ

サ
イ
ク

ル
・

地
球
温

暖
化

対
策
に

関
す
る

新
技

術
の

公
開

実
証
展

開
を

行
う
と

と
も
に

、
同

区
内
の

既
存

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
と
合

わ
せ

フ
ィ
ー

ル
ド
型

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
70
0

2
,5
0
0

△
 
80
0

堺
第
７

－
３
区

産
業

廃
棄
物

最
終

処
分
場

管
理

事
業

産
業
廃

棄
物

処
分
場

で
あ

る
堺
第

７
－
３

区
（

２
次
処

分
地

)
に
つ

い
て
、

周
辺

環
境
等

に
影

響
を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

、
法
令

に
則

し
た
適

切
な
維

持
管

理
等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
0
2
,
34
3

1
22

,3
5
0

△
 
2
0
,
00
7

き
れ
い

な
環
境

都
市

創
造
推

進
事

業
大

阪
を

魅
力

あ
る
き

れ
い

な
環
境

都
市
と

す
る

た
め
、

循
環

型
社
会

形
成

に
向
け

て
の

施
策
や

規
制
を

内
容

と
す

る
条

例
を
制

定
。

廃
棄
物

の
減
量

化
・

リ
サ
イ

ク
ル

を
推
進

す
る

と
と
も

に
、

不
適
正

処
理
を

撲
滅

す
る

た
め

、
周
知

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

食
品
産

業
環
境

対
策

推
進
指

導
事

業
（

食
品

産
業

育
成
事

業
の
一

部
）

食
品
関

連
事

業
者
や

市
町

村
を
対

象
に
、

食
品

リ
サ
イ

ク
ル

法
の
普

及
啓

発
や
リ

サ
イ

ク
ル
等

の
優
良

事
例

の
紹

介
を

行
う
こ

と
に

よ
り
、

府
域
に

お
け

る
食
品

循
環

資
源
の

再
生

利
用
等

の
円

滑
な
推

進
を
図

る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
2
0

1
84

3
6

大
阪
府

中
央
卸

売
市

場
に
お

け
る

ご
み
減

量
化

の
推
進

市
場
内

で
発

生
す
る

生
ご

み
の
減

量
化

を
推
進

す
る
た

め
、

コ
ン
ポ

ス
ト

施
設
に

お
い

て
生
ご

み
を

減
量

化
し
、

減
量

化
し
た

生
ご

み
を
肥

料
と

し
て

リ
サ

イ
ク
ル

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
2
3
,
59
0

2
23

,8
9
6

△
 
30
6

廃
棄
物

処
理
対

策
整

備
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅱ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

建
設
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進

大
阪
府

に
お

け
る
建

設
リ

サ
イ
ク

ル
の
推

進
に

向
け
た

基
本

的
考
え

方
、

目
標
、

具
体

的
施
策

を
内
容

と
す

る
「

大
阪

府
建
設

リ
サ

イ
ク
ル

推
進
計

画
」

(
平
成

1
5
年
3
月

作
成

)
に
基

づ
き

、
建
設

副
産

物
の
排

出
抑

制
、

建
設

資
材
の

再
使

用
及
び

建
設
副

産
物

の
再
資

源
化

・
縮
減

の
促

進
と
い

う
観

点
を
も

っ
た
、

環
境

へ
の

負
荷

の
少
な

い
循

環
型
社

会
経
済

シ
ス

テ
ム
を

構
築

す
る
。

都
市

整
備

部
18
6

2
0
0

△
 1
4

流
域
下

水
道
維

持
操

作
事
務

補
助

金
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

流
域
下

水
道
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

流
域
下

水
汚
泥

処
理

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

建
設
リ

サ
イ

ク
ル
法

に
基
づ

く
事

業
の
実

施
建

設
リ

サ
イ

ク
ル
法

に
基

づ
き
、

対
象
建

設
工

事
の
届

出
制

、
解
体

工
事

業
の
登

録
制

度
を
実

施
す
る

と
と

も
に

、
建

設
リ
サ

イ
ク

ル
の
推

進
の
た

め
必

要
な
業

者
指

導
や
啓

発
・

普
及
を

実
施

す
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

2
,
43
0

3
,3
8
3

△
 
95
3

警
察
施

設
庁
舎

等
改

修
事
業

建
物
撤

去
に

伴
い
発

生
す

る
廃
材

の
リ
サ

イ
ク

ル
建

築
時

リ
サ

イ
ク
ル

製
品

の
使

用
促

進
警

察
本
部

〔
78
9
,
2
96
〕

〔
8
9
7
,
83
9
〕

〔
△

1
08
,
5
4
3〕

警
察
署

の
整
備

建
物
撤

去
に

伴
い
発

生
す

る
廃
材

の
リ
サ

イ
ク

ル
建

築
時

リ
サ

イ
ク
ル

製
品

の
使

用
促

進
警

察
本
部

〔
1
,
81
3
,
1
21
〕

〔
2
2
8
,
56
0
〕

〔
1
,
5
84
,
5
6
1〕

交
番
・

駐
在
所

の
整

備
建

物
撤

去
に

伴
い
発

生
す

る
廃
材

の
リ
サ

イ
ク

ル
建

築
時

リ
サ

イ
ク
ル

製
品

の
使

用
促

進
警

察
本
部

〔
36
6
,
5
90
〕

〔
3
6
4
,
48
1
〕

〔
2
,
1
0
9〕

寝
屋
川

待
機
宿

舎
整

備
事
業

建
物
撤

去
に

伴
い
発

生
す

る
廃
材

の
リ
サ

イ
ク

ル
建

築
時

リ
サ

イ
ク
ル

製
品

の
使

用
促

進
警

察
本
部

、
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

〔
2
21
〕

〔
3
0
3
〕

〔
△
8
2
〕

金
岡
単

身
寮
整

備
事

業
建

物
撤

去
に

伴
い
発

生
す

る
廃
材

の
リ
サ

イ
ク

ル
建

築
時

リ
サ

イ
ク
ル

製
品

の
使

用
促

進
警

察
本
部

、
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

〔
3
,
1
00
〕

〔
1
2,
9
3
8
〕

〔
△

9
,8
3
8
〕

水
道
残

渣
の
減

量
化

村
野
浄

水
場

及
び
大

庭
浄

水
場
に

お
い

て
、
高

効
率
型

天
然

ガ
ス
コ

ー
ジ

ェ
ネ
レ

ー
シ

ョ
ン
設

備
か
ら

供
給

さ
れ

る
熱

を
利
用

し
た

水
道
残

渣
の
乾

燥
、

減
量
化

を
実

施
水

道
部

4,
4
6
7
,3
9
9

5
,
3
9
4
,8
0
7

△
 9
2
7
,
40
8

水
道
残

渣
の
有

効
利

用
の
促

進
浄

水
場

内
で

発
生
す

る
水

道
残
渣

を
グ
ラ

ウ
ン

ド
資
材

や
セ

メ
ン
ト

原
料

と
し
て

有
効

利
用

水
道

部
2
2
5
,9
5
3

1
71
,
7
1
4

5
4,
2
3
9
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Ⅰ
－
２

　
水
循

環
の

再
生

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

雨
水
利

用
に
よ

る
地

域
環
境

活
動

推
進

モ
デ

ル
事

業
企

業
・

N
GO
等

の
協

力
を
得

て
、

地
域
創

出
し
た

体
験

型
の
雨

水
利

用
の
場

を
活

用
し
、

府
民
の

雨
水

利
用

を
促

進
す

る
と
と

も
に

N
P
O等

と
の
協

働
に
よ

り
、

環
境
学

習
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

実
施
し

た
。

（
休
廃

止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

1
,2
2
1

△
 
1
,
22
1

雨
水
と

地
下
湧

水
を

活
用
し

た
ヒ

ー
ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対

策
モ

デ
ル

事
業

雨
水
や

地
下

水
を
有

効
に

活
用
し

た
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン

ド
対

策
に
取

り
組

む
市
民

活
動

を
支
援

す
る
た

め
、
平

成
1
8
年

11
月

に
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
等

を
開

催
し
た

。
（

休
廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

1
,5
3
8

△
 
1
,
53
8

雨
水
利

用
推
進

都
市

モ
デ
ル

事
業

雨
水
を

活
用

し
た
ま

ち
づ

く
り
を

推
進
す

る
た

め
、
府

有
施

設
へ
の

モ
デ

ル
導
入

や
普

及
促
進

の
た
め

の
支

援
体

制
の

強
化
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
00
0

-
3
,
00
0

企
業
と

の
連
携

に
よ

る
冒
険

の
森

づ
く
り

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

漁
民
の

森
づ
く

り
活

動
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

Ⅰ
－
３

　
環
境

に
配

慮
し
た

エ
ネ

ル
ギ
ー

利
用

の
促
進

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

本
館
・

別
館
Ｅ

Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

の
実

施
大

阪
府

庁
舎

本
館
・

別
館

で
は
、

Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事

業
を
活

用
し

省
エ
ネ

サ
ー

ビ
ス
を

行
う

。
総

務
部

7
,7
0
0

4
39
,
8
0
5

△
 
4
3
2,
1
0
5

民
間
資

金
活
用

型
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業

の
実
施

民
間
資

金
活

用
型
Ｅ

Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

を
活
用

し
､
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

設
備

改
修
工

事
を

行
っ
た

４
府

民
セ
ン

タ
ー
ビ

ル
で

は
、
平

成
1
5
年

度
か

ら
本
格

的
に

省
エ
ネ

サ
ー

ビ
ス
を

開
始

し
、
池

田
･
府

市
合

同
庁
舎

（
豊
能

府
民

セ
ン
タ

ー
ビ

ル
)で

は
、
平

成
16
年

度
か

ら
省
エ

ネ
サ

ー
ビ
ス

を
開

始
し
て

い
る

。
総

務
部

1
0
,
99
9

10
,9
9
9

0

省
資
源

運
動
推

進
事

業
昨

年
ま

で
、

大
阪
府

省
資

源
運
動

推
進
会

議
と

連
携
し

、
省

資
源
・

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
府

民
運
動

を
推
進

し
た

。
（

休
廃

止
）

生
活

文
化

部
-

-
-

エ
コ
エ

ネ
ル
ギ

ー
都

市
・
大

阪
計

画
の
推

進
平

成
1
1
年
度

に
策
定

し
た

「
エ
コ

・
エ
ネ

ル
ギ

ー
都
市

・
大

阪
計
画

」
に

基
づ
き

導
入

の
促
進

及
び
進

捗
状

況
管

理
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

燃
料
電

池
自
動

車
普

及
促
進

事
業

府
内
に

お
け

る
水
素

エ
ネ

ル
ギ
ー

・
燃
料

電
池

自
動
車

（
F
C
V
）
の

普
及
促

進
を

図
る
た

め
、

庁
用
自

動
車

と
し

て
F
C
V
を
率

先
導
入

す
る
と

と
も

に
、
官

・
学

・
民
で

構
成

す
る
「

お
お

さ
か
F
C
V
推
進

会
議
」

の
事

務
局

と
し

て
運
営

を
支

援
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
5
,
99
3

17
,4
8
6

△
 
1
,
49
3

適
正
冷

房
の
徹

底
と

軽
装

勤
務

の
奨

励
夏

季
に

お
け

る
適
正

冷
房

の
徹
底

と
軽
装

勤
務

を
職
員

・
市

町
村
・

府
民

に
奨
励

し
、

一
層
の

定
着
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

新
エ
ネ

ル
ギ

ー
導
入

促
進
事

業
「

エ
コ

エ
ネ

ル
ギ
ー

都
市

・
大
阪

計
画
」

に
掲

げ
る
事

業
の

促
進
策

と
し

て
、
民

間
企

業
・
団

体
と
連

携
し

、
新

エ
ネ

ル
ギ
ー

セ
ミ

ナ
ー
を

開
催
す

る
と

と
も
に

、
「

府
民
共

同
発

電
推
進

事
業

」
と
し

て
、
共

同
出

資
者

募
集

等
事
前

調
査
費

及
び

付
帯
施

設
費

に
対
し

補
助

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
50
0

1
,5
0
0

0

環
境
に

や
さ

し
い
光

の
ま
ち

づ
く

り
事
業

～
お

お
さ
か

銀
河

都
市

大
作
戦

！
～

府
域
の

賑
わ

い
づ
く

り
と

省
エ
ネ

化
の
促

進
の

た
め
、

商
店

街
･地

区
協
議

会
な

ど
地
区

の
取

り
組
み

と
し

て
行

わ
れ

る
装
飾

イ
ル

ミ
ネ
ー

シ
ョ

ン
等
に

省
エ
ネ

照
明

･
自
然

エ
ネ
ル

ギ
ー

を
導
入

す
る
も

の
に

対
し

、
補

助
を

行
う
。

（
休

廃
止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

3
5
,0
0
0

△
 
3
5
,
00
0

バ
イ
オ

マ
ス
燃

料
導

入
パ
イ

ロ
ッ

ト
事
業

運
輸
部

門
の

地
球
温

暖
化

対
策
の

一
環
と

し
て

、
バ
イ

オ
マ

ス
燃
料

の
広

域
的
な

普
及

に
向
け

、
バ
イ

オ
エ

タ
ノ

ー
ル

３
％
混

合
ガ

ソ
リ
ン

(
E
3)
の

大
規

模
実
証

を
行

う
パ
イ

ロ
ッ

ト
事
業

を
展

開
す
る

と
と
も

に
、
バ

イ
オ

マ
ス
燃

料
地

域
導
入

シ
ナ
リ

オ
を

策
定
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,0
4
3
,
00
0

-
1,
0
4
3
,
00
0

お
お
さ

か
環
境

に
や

さ
し
い

輝
き

の
ま
ち

づ
く

り
事
業

“
お
お

さ
か

環
境
に

や
さ

し
い
輝

き
の
ま

ち
”

の
輝
き

拠
点

と
し
て

、
防

災
支
援

を
行

う
店
舗

（
24
時

間
営

業
等

）
の

屋
外
照

明
に

自
然
エ

ネ
ル

ギ
ー
を

利
用
し

た
L
E
D
光
源

を
用
い

て
、

省
エ
ネ

・
新

エ
ネ
の

普
及

啓
発

を
図

る
と
と

も
に

、
災
害

時
の
帰

宅
困

難
者
の

支
援

拠
点
と

し
て

の
認
知

度
を

高
め
て

い
く
。

環
境

農
林

水
産

部
3
0
,
00
0

-
3
0
,
00
0
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バ
イ
オ

マ
ス
利

活
用

推
進
事

業
平

成
１

８
年

３
月
に

策
定

し
た
「

大
阪
府

バ
イ

オ
マ
ス

利
活

用
推
進

マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン

」
に
基

づ
き
、

関
係

機
関

が
連

携
し
総

合
的

な
バ
イ

オ
マ
ス

利
活

用
推
進

事
業

を
進

め
る

。
（

休
廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

5
,5
6
9

△
 
5
,
56
9

B
D
F利

用
推
進

事
業

農
家
を

は
じ

め
と
す

る
府

民
、
企

業
、
行

政
等

が
協
働

し
て

、
多
く

の
主

体
が
と

も
に

、
Ｂ
Ｄ

Ｆ
（
B
i
o

D
i
es
e
l
　
F
u
e
l
　
バ

イ
オ

デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃

料
）

利
用
の

機
運

を
高
め

、
菜

種
の
栽

培
か

ら
Ｂ
Ｄ

Ｆ
利
用

推
進

の
た

め
の

社
会
実

験
の

実
施
に

向
け
て

の
検

討
会
を

設
置

、
運
営

す
る

。
（
休

廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

2
,7
0
0

△
 
2
,
70
0

防
災
安

全
み
ち

づ
く

り
事
業

大
規
模

地
震

や
、
都

市
災

害
に
備

え
る
た

め
の

都
市
基

盤
強

化
と
、

地
域

防
災
力

の
向

上
を
目

的
と
し

て
、
災

害
時

の
被
災

者
支

援
の
根

幹
と
な

る
防

災
的
道

路
整

備
を
行

う
。

整
備
に

当
っ

て
は
、

L
E
D照

明
を

使
用

す
る

な
ど
環

境
に

配
慮
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
利
用

す
る

。
都

市
整
備

部
1
2
5
,
71
5

-
1
2
5
,
71
5

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

に
よ

る
大
阪

府
施

設
の
省

エ
ネ

改
修
及

び
普

及
促

進
事
業

民
間
の

資
金

や
ノ
ウ

ハ
ウ

を
有
効

活
用
し

て
、

既
存
建

築
物

の
省
エ

ネ
改

修
を
行

う
「

民
間
資

金
活
用

型
Ｅ

Ｓ
Ｃ

Ｏ
事

業
」
を

府
有

建
築
物

に
導
入

し
、

省
エ
ネ

化
に

よ
る
光

熱
水

費
の
削

減
や

二
酸
化

炭
素
排

出
量

の
削

減
を

図
る
。

第
9
弾

と
な
る

府
立

女
性
総

合
セ

ン
タ
ー

で
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業

を
推
進

し
、

第
1
0弾

と
な

る
東

警
察

署
、
府

立
弥

生
文
化

博
物
館

・
府

立
近
つ

飛
鳥

博
物
館

で
提

案
公
募

を
実

施
す
る

。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

ほ
か

2
6
9
,
11
0

6
57
,
3
5
6

△
 
3
8
8,
2
4
6

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
法
に

基
づ
く

届
出

・
指
導

エ
ネ
ル

ギ
ー

の
使
用

の
合

理
化
に

関
す
る

法
律

に
基
づ

き
、

建
築
物

に
係

る
省
エ

ネ
ル

ギ
ー
措

置
の
届

出
、
受

理
及

び
指
導

、
助

言
を
実

施
す
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

彩
都
エ

コ
エ

ネ
ル
ギ

ー
推
進

事
業

環
境
共

生
を

テ
ー
マ

と
し

た
ま
ち

づ
く

り
を
進

め
る
彩

都
に

お
い
て

、
エ

コ
エ
ネ

ル
ギ

ー
の
普

及
促

進
を

図
る
た

め
、

昨
年
度

ま
で

に
太
陽

光
発
電

シ
ス

テ
ム
等

新
エ

ネ
ル
ギ

ー
の

導
入
を

検
討

す
る
と

と
も
に

、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
普
及

啓
発

活
動
を

お
こ

な
う
こ

と
に
よ

り
、

広
く
府

民
の

環
境
へ

の
意

識
の
向

上
を
図

っ
た

。
（

休
廃

止
）

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

-
2
,0
0
0

△
 
2
,
00
0

建
築
物

の
環
境

配
慮

制
度
推

進
事

業
地

球
温

暖
化

や
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン

ド
現
象

な
ど

を
防
止

し
、

良
好
な

都
市

環
境
の

形
成

を
図
る

た
め

、
府

温
暖
化

の
防

止
等
に

関
す

る
条
例

に
定
め

ら
れ

た
建
築

物
環

境
配
慮

制
度

に
基
づ

く
届

出
審
査

や
指
導

助
言

等
の

事
務

を
実
施

す
る

と
と
も

に
、
優

れ
た

取
組

に
対

す
る

顕
彰
や

制
度

の
周
知

を
実

施
す
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

6
,
06
4

5
,7
8
0

2
8
4

コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ

ー
シ

ョ
ン

事
業

の
推

進
村

野
浄

水
場

及
び
大

庭
浄

水
場
に

お
い

て
、
高

効
率
型

ガ
ス

コ
ー
ジ

ェ
ネ

レ
ー
シ

ョ
ン

設
備
か

ら
供
給

さ
れ

る
電

力
・

熱
を
活

用
し

、
環
境

負
荷
の

少
な

い
水
づ

く
り

を
推
進

水
道

部
-

1,
0
6
7
,3
8
6

△
 
1,
0
6
7
,
38
6

太
陽
光

発
電
設

備
の
設

置
村

野
浄

水
場

、
庭
窪

浄
水

場
及
び

三
島
浄

水
場

に
設
置

し
た

太
陽
光

発
電

設
備
で

発
電

し
た
電

力
を
施

設
で

利
用

水
道

部
-

2
1
,0
2
1

△
 
2
1
,
02
1

水
道
施

設
に
お

け
る

未
利
用

エ
ネ

ル
ギ
ー

の
活

用
受

水
圧

力
及

び
水
位

差
エ

ネ
ル
ギ

ー
を
有

効
利

用
し
た

発
電

を
実
施

水
道

部
-

-
-

人
と
環

境
に
や

さ
し

い
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対
策

の
導

入
平

成
1
0
年
度

か
ら
平

成
1
9
年

度
に

か
け

て
の
新

本
部
庁

舎
整

備
事
業

に
お

い
て
、

省
エ

ネ
ル
ギ

ー
機
器

（
コ
ー

ジ
ェ

ネ
レ
ー

シ
ョ

ン
、
エ

コ
ア

イ
ス

）
を

積
極
的

に
導

入
警

察
本
部

〔
9
,
90
5
,
2
83
〕

〔
1
1
,8
3
5
,
50
0
〕

〔
△

1
,
9
30
,
2
1
7〕

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

の
実

施
大

阪
府

警
察

門
真
運

転
免
許

試
験

場
で
は

、
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業

を
活
用

し
、

平
成
1
7
年
度

に
省
エ

ネ
改
修

工
事

を
実

施
、

平
成
1
8
年
度

か
ら
本

格
的

に
省
エ

ネ
サ
ー

ビ
ス

を
開
始

し
て

い
る
。

警
察

本
部

1
1
,6
8
5

1
1
6
8
5

0
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Ⅰ
－
４

　
地
球

環
境

保
全
に

資
す

る
取
組

み
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

関
西
広

域
連
携

協
議

会
負
担

金

地
球
温

暖
化

を
は
じ

め
と

す
る
環

境
問

題
の
解

決
に
向

け
た

関
西
の

各
主

体
（
行

政
・

経
済
界

・
市
民

等
）
の

連
携

に
よ
る

実
効

性
の
あ

る
取
組

み
を

推
進
し

、
「

環
境
共

生
圏

・
関
西

」
の

実
現
に

む
け

て
事

業
を
展

開
す
る

。
具

体
的

取
組

み
と
し

て
は

、
関
西

エ
コ

オ
フ

ィ
ス

宣
言
運

動
　

等

政
策

企
画

部
〔
4
,
5
24
〕

〔
5
,
06
7
〕

〔
5
4
3〕

小
規
模

企
業
者

等
設

備
貸
与

資
金

貸
付
金

環
境
対

策
に

必
要
な

設
備

の
割
賦

販
売
・

リ
ー

ス
制
度

に
必

要
な
資

金
を

貸
し
付

け
る

。
商

工
労
働

部
〔

1
,
92
3
,
57
5
〕

〔
2
,
0
3
9,
4
8
8
〕

〔
△
1
1
5
,9
1
3
〕

中
小
企

業
チ
ャ

レ
ン

ジ
型
融

資
資

金
貸
付

金

・
中
小

企
業

者
の
公

害
、

環
境
対

策
、
緑

化
対

策
の
た

め
に

必
要
な

設
備

資
金
や

Ｉ
Ｓ

Ｏ
取
得

費
用
を

融
資

（
事

業
活

性
化
資

金
）

・
環
境

分
野

に
関
連

す
る

経
営
革

新
・
研

究
開

発
資
金

の
場

合
、
特

例
金

利
を
運

用
（

新
事
業

活
動
促

進
資

金
）

商
工

労
働

部
〔

8
,
62
4
,
0
00
〕

〔
6
,4
0
6
,
00
0
〕

〔
2
,
2
18
,
0
0
0〕

産
業
デ

ザ
イ

ン
セ
ン

タ
ー
運

営
費

（
大
阪

府
エ
コ

デ
ザ

イ
ン
研

究
会

）
中

小
企

業
や

デ
ザ
イ

ナ
ー

の
方
々

を
交
え

た
エ

コ
商
品

開
発

の
た
め

の
勉

強
会
、

交
流

会
を
開

催
し
、

環
境

に
配

慮
し

た
モ
ノ

づ
く

り
・
仕

組
づ
く

り
を

支
援
す

る
た

め
の
研

究
会

を
実
施

商
工

労
働

部
〔
1
4
,
4
87
〕

〔
1
5
,
76
1
〕

〔
△
1
,
2
7
4〕

地
球
温

暖
化
防

止
対

策
の
推

進
「

府
地

球
温

暖
化
対

策
地

域
推
進

計
画
」

に
基

づ
き
市

町
村

や
地
球

温
暖

化
防
止

活
動

推
進
員

等
と
の

連
携

に
よ

り
、

普
及
・

啓
発

な
ど
の

対
策
を

実
施

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
8
8

4
5

4
3

地
球
環

境
関
西

フ
ォ

ー
ラ
ム

へ
の
参

加
地

球
環

境
問

題
の
克

服
に

寄
与
す

る
こ

と
を
目

的
と
し

て
、

関
西
の

企
業

、
自
治

体
、

消
費
者

団
体
、

学
識

経
験

者
等

で
組
織

す
る

地
球
環

境
関
西

フ
ォ

ー
ラ
ム

に
参

画
し
、

よ
り

実
践
的

な
取

り
組
み

や
調
査

・
研

究
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
30
0

3
0
0

0

温
暖
化

防
止
条

例
に

基
づ
く

事
業

者
指
導

事
業

温
暖
化

防
止

条
例
に

基
づ

き
届
け

出
ら
れ

た
対

策
計
画

書
や

実
績
報

告
書

に
つ
い

て
事

業
者
に

指
導
・

助
言

を
行

う
と

と
も
に

、
届

出
情
報

を
集
計

し
、

届
出
概

要
の

公
表
を

行
う

。
ま

た
、

取
組

み
の
優

れ
た

事
業
者

に
対
し

て
は

顕
彰
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
55
3

3
,1
1
0

△
 
2
,
55
7

ス
ト
ッ

プ
地
球

温
暖

化
府
民

運
動

推
進
事

業
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス
ス

ト
ア
の

店
頭

等
で
、

府
が

委
嘱
し

て
い

る
地
球

温
暖

化
防
止

活
動

推
進
員

が
、
来

店
者

等
に

地
球

に
や
さ

し
い

行
動
の

実
践
を

呼
び

か
け
る

啓
発

活
動
を

行
い

、
「
府

民
の

日
常
生

活
レ
ベ

ル
で

の
温

暖
化

防
止
活

動
の

推
進
」

及
び
「

ス
ト

ッ
プ

地
球

温
暖

化
デ
ー

の
普

及
・
定

着
」

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
6
,
20
0

-
6
,
20
0

建
築
物

緑
化
促

進
事

業
「

建
築

物
の

敷
地
等

に
お

け
る
緑

化
を
促

進
す

る
制
度

」
の

運
用
に

あ
た

り
、
制

度
に

か
か
る

事
務
の

一
部

を
委

譲
し

て
い
る

市
町

村
に
事

務
に
か

か
る

交
付
金

を
交

付
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
3
,
38
3

22
,0
1
0

1
,
37
3

建
築
物

緑
化
促

進
顕

彰
事
業

「
建
築

物
の

敷
地
等

に
お

け
る
緑

化
を
促

進
す

る
制
度

」
の

運
用
に

あ
た

り
、
建

築
主

の
建
築

物
等
へ

の
緑

化
意

欲
を

高
め
る

と
と

も
に
、

施
設
緑

化
・

維
持
管

理
技

術
の
普

及
促

進
に
効

果
が

あ
る
こ

と
か
ら

、
緑

化
に

よ
る

府
内
の

都
市

環
境
の

改
善
や

魅
力

向
上
の

モ
デ

ル
と
な

る
優

れ
た
取

組
み

へ
の
顕

彰
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
5
9
7

-
59
7

緑
の
創

出
計

画
策
定

事
業

府
自
然

環
境

保
全
条

例
第
2
9
条
に

基
づ
く

、
現

行
の
計

画
「

み
ど
り

の
大

阪
21
推

進
プ

ラ
ン
」

は
、
策

定
後

10
年

を
経

過
し
、

こ
れ

ま
で
の

社
会
情

勢
の

変
化
を

ふ
ま

え
た
今

後
1
0
年

を
見

通
し

た
緑
の

創
出
に

関
す

る
計

画
を

新
た
に

策
定

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
3
8
5

-
38
5

木
材
需

要
拡
大

対
策

事
業
（

地
域

材
利
用

実
証

事
業
）

国
産
材

の
円

滑
な
流

通
対

策
を
図

る
た
め

、
木

材
関
連

業
界

、
学
識

経
験

者
、
関

係
行

政
機
関

等
で
構

成
す

る
協

議
会

を
運
営

し
、

流
通
に

関
す
る

基
礎
調

査
等
を

行
う

。
（
休

廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

地
域
林

業
振
興

対
策

事
業
（

森
林

組
合
経

営
基

盤
強
化

対
策

事
業

補
助
金

）
平

成
1
3
年
に

広
域
合

併
し

た
大
阪

府
森
林

組
合

の
森
林

管
理

体
制
の

整
備

や
役
職

員
の

事
務
能

力
向
上

の
た

め
の

研
修

等
へ
の

補
助

を
行
う

。
（
休

廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

2
3
7

△
 
23
7

木
材
需

要
拡
大

対
策

事
業
（

「
ふ

る
さ
と

の
木

で
住
宅

を
」
普

及
促

進
事
業

）

府
内
産

木
材

を
活
用

し
た

良
質
な

木
造
住

宅
の

建
設
促

進
に

資
す
る

た
め

、
モ
デ

ル
住

宅
を
常

設
展

示
し

、
「

ふ
る

さ
と
の

木
」

に
よ
る

家
づ
く

り
運

動
を
展

開
す

る
森
林

組
合

に
対
し

て
助

成
す
る

。
（
休

廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

3
,3
2
9

△
 
3
,
32
9

木
材
需

要
拡
大

対
策

事
業
（

大
阪

府
木
材

利
用

促
進
庁

内
連

絡
会

及
び
間

伐
材

利
用
促

進
庁

内
連
絡

会
の

運
営
）

庁
内
の

関
係

部
局
に

よ
る

情
報
交

換
な
ど

を
行

い
、
公

共
事

業
へ
の

木
材

利
用
を

促
進

す
る
た

め
、
大

阪
府

木
材

利
用

促
進
庁

内
連
絡

会
を

運
営
す

る
。

（
休
廃

止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

4
1

△
 4
1

資料編－5



木
材
流

通
対
策

事
業

(
木
材

利
用
推

進
地

方
活
動

事
業

)
府

内
産

木
材

の
利
用

促
進

を
図
る

た
め

、
木
材

利
用
に

関
す

る
セ
ミ

ナ
ー

や
木
材

利
用

普
及
啓

発
イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
団
体

に
対

し
て
補

助
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
72
2

1
,6
0
7

1
1
5

木
材
流

通
対
策

事
業

(
木
材

流
通
対

策
協

議
会
)

木
材
の

円
滑

な
流
通

対
策

を
図
る

た
め

、
木
材

関
連
業

界
、

学
識
経

験
者

、
関
係

行
政

機
関
等

で
構
成

す
る

協
議

会
を

運
営
し

、
流

通
に
関

す
る
基

礎
調

査
等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
5
2

2
6

2
6

流
域
林

業
活
性

化
推

進
事
業

大
阪
林

業
の

活
性
化

を
図

る
た
め

、
全
国

の
流

域
毎
に

設
置

さ
れ
て

い
る

流
域
林

業
活

性
化
セ

ン
タ

ー
の

活
動
に

対
し

て
補
助

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
19
7

1
9
7

0

林
業
改

良
普
及

指
導

事
業

林
業
普

及
指

導
員
を

設
置

し
、
林

業
技

術
及
び

林
業
経

営
の

合
理
化

に
関

す
る
普

及
指

導
を
行

い
、
林

業
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
8
,
52
0

8
,5
2
0

0

木
材
需

要
拡
大

対
策

事
業

安
全
安

心
な

木
材
の

利
用

促
進
、

供
給
体

制
の

確
立
の

た
め

、
公
共

事
業

で
の
木

材
利

用
の
促

進
や
お

お
さ

か
河

内
材

に
よ
る

健
康

的
な
家

づ
く
り

、
府

内
産
木

材
の

認
証
を

推
進

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
22
1

-
1
,
22
1

林
業
･
木

材
産

業
構
造

改
革

事
業
(
政

策
)

林
業
経

営
の

集
約
化

を
図

り
、
効

率
的

に
林
業

生
産
を

行
う

た
め
の

基
盤

を
整
備

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
2
,
79
9

-
2
2,
7
9
9

オ
ゾ
ン

層
保
護

対
策

の
推
進

関
係
業

者
･
行

政
等

か
ら
な

る
「

大
阪
府

フ
ロ
ン

対
策

協
議
会

」
を

通
じ
啓

発
等

を
行
い

、
適

正
な
フ

ロ
ン

の
回

収
･
破

壊
処

理
を
促

進
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

第
一
種

フ
ロ
ン

類
回

収
業
者

登
録

・
指
導

業
務

フ
ロ
ン

回
収

破
壊
法

に
基

づ
き
、

業
務
用

冷
凍

空
調
機

器
か

ら
フ
ロ

ン
類

の
回
収

を
業

と
し
て

行
う
者

に
対

す
る

登
録

業
務
を

行
う

と
と
も

に
、
フ

ロ
ン

類
の
回

収
が

確
実
に

行
わ

れ
る
よ

う
、

関
連
業

者
の
指

導
監

督
な

ど
必

要
な
措

置
を

実
施

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
55
0

8
8
6

6
6
4

バ
イ
オ

デ
ィ
ー

ゼ
ル

燃
料
利

用
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

農
空
間

を
保

全
す
る

と
と

も
に
、

地
球
温

暖
化

防
止
に

貢
献

す
る
た

め
、

府
民
、

企
業

等
と
の

協
働
に

よ
る

遊
休

農
地

等
を
活

用
し

た
菜
の

花
栽
培

と
Ｂ

Ｄ
Ｆ

利
用

の
推

進
体
制

の
構

築
に
向

け
て
、

バ
イ

オ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料
（

Ｂ
Ｄ

Ｆ
）
利

用
社

会
実
験

の
ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ

を
図

る
。
（

Ｂ
Ｄ

Ｆ
利
用

社
会
実

験
：
府

民
、

企
業
等

と
の

連
携
の

も
と

、
遊
休

農
地
等

に
お

け
る
菜

の
花

栽
培
か

ら
Ｂ

Ｄ
Ｆ
利

用
ま
で

の
社

会
実

験
。

平
成
1
8
年

度
か
ら

開
始

）

環
境

農
林

水
産

部
1
2
,
00
0

-
1
2
,
00
0

温
室
効

果
ガ
ス

等
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

調
査
の

実
施

フ
ロ
ン

及
び

代
替
フ

ロ
ン

に
つ
い

て
環
境

調
査

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
17
4

1
7
4

0

地
球
温

暖
化
対

策
技

術
開
発

促
進

事
業

現
在
未

利
用

の
セ
ル

ロ
ー

ス
の
エ

タ
ノ

ー
ル
化

技
術
開

発
、

白
色
Ｌ

Ｅ
Ｄ

照
明
機

器
の

低
コ
ス

ト
化
技

術
開

発
及

び
バ

イ
オ
エ

タ
ノ

ー
ル
1
0
％

混
合

ガ
ソ

リ
ン
の

実
証

研
究
を

実
施

し
、
省

エ
ネ

及
び
地

球
温

暖
化

防
止
対

策
技

術
の
開

発
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
4
2
5
,
00
0

2
68

,0
0
0

1
5
7
,
00
0

エ
コ
エ

ネ
ル
ギ

ー
都

市
・
大

阪
計

画
の
推

進
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

燃
料
電

池
自
動

車
普

及
促
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

適
正
冷

房
の
徹

底
と

軽
装
勤

務
の

奨
励
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

新
エ
ネ

ル
ギ

ー
導
入

促
進
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

バ
イ
オ

マ
ス
燃

料
導

入
パ
イ

ロ
ッ

ト
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

お
お
さ

か
環
境

に
や

さ
し
い

輝
き
の

ま
ち
づ

く
り

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

バ
イ
オ

マ
ス
利

活
用

推
進
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

B
D
F利

用
推
進

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

建
築
物

の
環
境

配
慮

制
度
推

進
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

の
ア

ジ
ア
展

開
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
７
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲
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Ⅰ
－
５

　
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン

ド
対

策
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ

ン
ド

対
策
推

進
事

業
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン
ド

現
象

を
緩
和

す
る
た

め
、

府
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン

ド
対

策
推
進

計
画

を
策
定

し
、
総

合
的

な
対

策
を

推
進
す

る
と

と
も
に

、
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン

ド
現

象
の
現

状
に

つ
い
て

、
積

極
的
か

つ
定
量

的
に

把
握

す
る

仕
組
み

づ
く

り
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ

ン
ド

対
策
技

術
普

及
促
進

活
動

支
援
事

業
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン
ド

対
策

推
進
計

画
に
基

づ
く

対
策
に

つ
い

て
、
着

実
か

つ
効
果

的
・

効
率
的

な
取
組

を
推

進
す

る
た

め
、
産

学
官

民
の
連

携
に
よ

る
組

織
（
コ

ン
ソ

ー
シ
ア

ム
）

を
設
立

し
、

対
策
の

推
進
を

図
る

。
コ

ン
ソ

ー
シ
ア

ム
の

事
務
局

機
能
を

担
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人

に
対
し

、
運

営
費
を

補
助

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
45
0

4
5
0

0

大
阪
ヒ

ー
ト

ア
イ
ラ

ン
ド

対
策

集
中

実
施
促

進
事

業
平

成
1
7
年
度

に
作
成

し
た

「
熱
環

境
マ
ッ

プ
」

を
も
と

に
、

地
域
特

性
ご

と
に
最

も
適

し
た
対

策
を
ま

と
め

た
「

対
策

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

作
成
し

た
。

（
休
廃

止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

8
,0
0
0

△
 
8
,
00
0

府
有
施

設
ク
ー

ル
ス

ポ
ッ
ト

モ
デ

ル
事
業

ヒ
ー
ト

ア
イ

ラ
ン
ド

現
象

の
顕
著

な
街
区

に
お

い
て
、

府
有

施
設
を

中
心

に
モ
デ

ル
的

対
策
に

取
組
む

こ
と

に
よ

り
、

ク
ー
ル

ス
ポ

ッ
ト
を

創
出
す

る
と

と
も
に

、
そ

の
技
術

を
広

く
普
及

す
る

こ
と
で

民
間
施

設
に

お
け

る
取

組
を
促

進
す

る
。
（

休
廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

1
2
,2
0
0

△
 
1
2
,
20
0

熱
環
境

管
理
推

進
事

業

「
熱
環

境
マ

ッ
プ
」

の
、

熱
の
発

生
状

況
の
多

い
地
域

の
な

か
で
、

超
高

層
ビ
ル

が
建

ち
並
び

か
つ

、
緑

化
に
対

す
る

補
助
を

実
施

し
た
街

区
を
対

象
に

、
大
阪

ヒ
ー

ト
ア
イ

ラ
ン

ド
対
策

技
術

コ
ン
ソ

ー
シ
ア

ム
と

連
携

し
効

果
を
把

握
す

る
と
と

も
に
、

対
策

技
術
に

つ
い

て
個
別

に
評

価
を
行

い
、

技
術
マ

ッ
プ

と
し

て
と
り

ま
と

め
る
。

環
境

農
林

水
産

部
5
,
00
0

-
5
,
00
0

ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ

ン
ド

対
策
導

入
促

進
事
業

ヒ
ー
ト

ア
イ

ラ
ン
ド

対
策

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

の
成

果
を
踏

ま
え

、
熱
環

境
マ

ッ
プ
の

熱
負

荷
の
大

き
い
地

域
を

対
象

に
民

間
事
業

者
（

新
築
建

築
物
ま

た
は

既
存
建

築
物

）
か
ら

ヒ
ー

ト
ア
イ

ラ
ン

ド
対
策

を
公
募

し
、
優

れ
た

提
案
に

対
し

補
助

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
1
,
80
0

-
5
1
,
80
0

エ
コ
エ

ネ
ル
ギ

ー
都

市
・
大

阪
計

画
の
推

進
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

燃
料
電

池
自
動

車
普

及
促
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

温
暖
化

防
止
条

例
に

基
づ
く

事
業

者
指
導

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

環
境
緑

化
推
進

事
業

（
公
共

緑
化

促
進
事

業
）

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
域
緑

化
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

み
ど
り

づ
く
り

推
進

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

花
と
み

ど
り

の
街
づ

く
り
モ

デ
ル

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

建
築
物

緑
化
促

進
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

建
築
物

緑
化
促

進
顕

彰
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

緑
の
創

出
計

画
策
定

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

み
ど
り

の
カ
ー

テ
ン

推
進
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
有
施

設
緑
化

支
援

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

雨
水
利

用
に
よ

る
地

域
環
境

活
動

推
進
モ

デ
ル

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

雨
水
と

地
下
湧

水
を

活
用
し

た
ヒ

ー
ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対

策
モ

デ
ル

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

雨
水
利

用
推
進

都
市

モ
デ
ル

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

資料編－7



北
大
阪

涼
し
い

み
ち

か
ら
“

ま
ち

”
づ
く

り
北

大
阪

地
域

の
市
街

地
部

に
お
い

て
、
7
月

か
ら

8
月
に

か
け

て
下
水

高
度

処
理
水

を
利

用
し
て

、
府
管

理
道

路
へ

の
散

水
を
実

施
す

る
と
共

に
、
府

民
等

に
「
打

ち
水

」
等
の

実
施

を
呼
び

か
け

る
。

都
市

整
備

部
〔
1
3
,
7
20
〕

〔
1
5
,
00
0
〕

〔
△
1
,
2
8
0〕

建
築
物

の
環
境

配
慮

制
度
推

進
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

総
合
設

計
制
度

の
活

用
に
よ

る
公

開
空
地

等
の

確
保
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

資料編－8



環
境
へ

の
負
荷

が
少

な
い
健

康
的

で
安
心

な
く

ら
し
の

確
保

（
健
康

）

Ⅱ
－
１

　
自
動

車
公

害
の
防

止
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

公
用
車

へ
の
率

先
導

入
府

公
用

車
に

低
公
害

な
車

を
率
先

導
入

総
務

部
1
9
,4
5
8

18
,
7
8
0

6
7
8

低
公
害

車
等
普

及
促

進
の
優

遇
税

制
自

動
車

税
・

自
動
車

取
得

税
の
優

遇
税

制
総

務
部

-
-

-

グ
リ
ー

ン
配
送

運
動

の
展
開

環
境
負

荷
の

少
な
い

車
両

の
使
用

に
よ
る

配
送

業
務
の

普
及

促
進
を

図
る

た
め
、

府
が

率
先
的

な
取
組

み
を

行
い

、
事

業
者
、

市
町

村
、
他

府
県

等
へ
取

り
組
み

の
要

請
を
行

う
等

そ
の
拡

大
を

図
る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

局
地
汚

染
対
策

の
推

進
幹

線
道

路
の

交
差
点

等
に

お
け
る

大
気
環

境
の

改
善
を

図
る

た
め
、

関
係

機
関
等

と
と

も
に
局

地
汚

染
対

策
手
法

に
関

す
る
検

討
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
83
7

2
,8
3
7

0

自
動
車

Ｎ
Ｏ
ｘ

・
Ｐ

Ｍ
法
に

基
づ

く
事
業

者
指

導

自
動
車

Ｎ
Ｏ

ｘ
・
Ｐ

Ｍ
法

に
基
づ

き
、
府

域
の

対
策
地

域
（

3
7
市
町

）
に

使
用
の

本
拠

を
有
す

る
自
動

車
（

軽
自

動
車

、
特
殊

自
動

車
及
び

二
輪
自

動
車

を
除
く

）
を

3
0
台
以

上
使

用
す
る

事
業

者
（
自

動
車

運
送

事
業
者

等
を

除
く
）

に
、

自
動
車

か
ら
排

出
さ

れ
る
Ｎ

Ｏ
ｘ

・
Ｐ
Ｍ

を
抑

制
す
る

た
め

の
計
画

書
や
実

績
報

告
書

の
提

出
を
求

め
、

指
導
を

行
っ
て

い
く

。

環
境

農
林

水
産

部
2
,6
0
9

4
,2
6
6

△
 
1
,
65
7

自
動
車

公
害
対

策
事

業
官

民
が

協
力

し
、
自

動
車

公
害
（

自
動
車

排
ガ

ス
、
自

動
車

騒
音
）

の
改

善
を
図

る
た

め
、
関

係
33
機

関
で

構
成

す
る

「
大
阪

自
動

車
環
境

対
策
推

進
会

議
」
や

「
京

阪
神
七

府
県

市
自
動

車
排

出
ガ
ス

対
策
協

議
会

」
の

活
動

等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
24
4

2
,5
9
4

△
 
35
0

自
動
車

窒
素
酸

化
物

排
出
量

実
態

調
査
事

業
大

阪
府

自
動

車
Ｎ
Ｏ

ｘ
・

Ｐ
Ｍ
総

量
削

減
計
画

の
進
捗

状
況

の
把
握

を
行

う
た
め

、
府

域
を
走

行
す
る

自
動

車
の

車
種

や
規
制

年
度

、
排
ガ

ス
原
単

位
等

を
調

査
し

、
窒

素
酸
化

物
排

出
量
の

推
計
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
7
,
36
5

7
,3
6
5

0

自
動
車

排
出
ガ

ス
総

量
削
減

計
画

の
進

行
管

理
事

業
大

阪
府

自
動

車
Ｎ
Ｏ

ｘ
・

Ｐ
Ｍ
総

量
削

減
計
画

の
進
行

管
理

を
行
う

と
と

も
に
、

デ
ィ

ー
ゼ
ル

車
に
重

点
を

置
い

た
自

動
車
排

出
ガ

ス
対
策

を
推
進

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
66
1

3
,2
7
6

3
8
5

低
公
害

車
普
及

促
進

事
業

ト
ラ
ッ

ク
や

バ
ス
な

ど
民

間
事
業

者
の
低

公
害

車
へ
の

代
替

に
向
け

て
、

中
小
企

業
者

を
対
象

に
低
利

融
資

の
あ

っ
せ

ん
と
利

子
補

給
を
行

う
と
と

も
に

、
「
関

西
国

際
空
港

・
り

ん
く
う

タ
ウ

ン
地
域

」
を
モ

デ
ル

地
域

と
し

て
地
域

内
を

発
着
す

る
Ｃ
Ｎ

Ｇ
ト

ラ
ッ
ク

の
計

画
的
な

導
入

に
対
す

る
支

援
を
行

う
な
ど

、
低

公
害

車
の

普
及
促

進
を

図
る
。

ま
た
、

府
民

、
事
業

者
を

対
象
と

す
る

啓
発
型

イ
ベ

ン
ト
を

関
係
機

関
や

民
間

と
の

連
携
に

よ
り

実
施

す
る

。

環
境

農
林

水
産

部
4
3
1
,
25
4

5
61

,6
0
8

△
 1
3
0
,
35
4

デ
ィ
ー

ゼ
ル
車

買
替

緊
急
融

資
事

業
自

動
車

Ｎ
Ｏ

ｘ
・
Ｐ

Ｍ
法

の
規
制

に
よ
る

デ
ィ

ー
ゼ
ル

車
等

の
買
い

替
え

を
促
進

す
る

た
め
、

民
間
金

融
機

関
等

と
共

同
で
行

な
う

中
小
企

業
向
け

の
融

資
制
度

に
お

い
て
、

大
阪

府
は
、

融
資

あ
っ
せ

ん
及
び

保
証

料
に

つ
い

て
の
補

助
を

行
う
。

（
休
廃

止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

2
8
0
,9
0
0

△
 2
8
0
,
90
0

整
備
不

良
デ
ィ

ー
ゼ

ル
車
府

民
通

報
事
業

使
用
過

程
に

あ
る
デ

ィ
ー

ゼ
ル
自

動
車

か
ら
排

出
さ
れ

る
粒

子
状
物

質
に

よ
る
大

気
環

境
の
改

善
を
図

る
た

め
、

整
備

不
良
デ

ィ
ー

ゼ
ル
車

の
府
民

モ
ニ

タ
ー

に
よ

る
通

報
制
度

を
実

施
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
28
3

3
1
1

△
 2
8

微
小
粒

子
状
物

質
対

策
検
討

業
務

近
年
、

健
康

へ
の
影

響
が

懸
念
さ

れ
て

い
る
微

小
粒
子

状
物

質
（
Ｐ

Ｍ
2
.
5
）
に

つ
い
て

、
測

定
方
法

の
検

討
、

発
生

源
の
究

明
及

び
自
動

車
排
ガ

ス
対

策
の

検
証

を
行

い
、
府

域
の

実
態
把

握
に

努
め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
20
0

3
,4
0
0

△
 
20
0

府
公
用

車
の
計

画
的

な
低
公

害
化

の
推
進

府
自
ら

が
自

動
車
の

使
用

を
抑
制

す
る
と

と
も

に
、
率

先
し

て
低
公

害
化

を
推
進

す
る

た
め
、

「
公
用

車
の

低
公

害
車

へ
の
代

替
方

針
」
に

基
づ
き

、
公
用

車
の
低

公
害

車
化
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
ほ

か
2
,
47
0

2
,
4
7
0

0

流
入
車

対
策

の
検

討
事

業

大
阪
府

自
動

車
Ｎ
Ｏ

ｘ
・

Ｐ
Ｍ
総

量
削

減
計
画

の
目
標

の
よ

り
早
期

か
つ

確
実
な

達
成

を
図
る

た
め

、
対

策
地
域

外
か

ら
の
流

入
車

対
策
の

あ
り

方
に
つ

い
て
、

平
成

1
9
年
3
月

に
府

の
環

境
審
議

会
に

諮
問
す

る
な

ど
、

必
要

な
施
策

の
具

体
化
を

検
討
す

る
と

と
も
に

、
そ

の
円
滑

な
実

施
の
た

め
に

事
業
者

等
へ
周

知
・
啓

発
を

行
う
。

ま
た

、
荷
主

等
事
業

者
に

対
す
る

効
果

的
な
指

導
を

行
う
た

め
、

府
に
提

出
さ
れ

る
計

画
書

や
報

告
書
を

集
計

す
る
た

め
の
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

を
構

築
す
る

。

環
境

農
林

水
産

部
4
,
58
7

-
4
,
58
7
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ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン

鉄
道

建
設
費

補
助

金
公

共
交

通
の

利
便
性

向
上

を
図
る

こ
と

で
、
自

動
車
か

ら
の

転
換
を

促
し

、
Ｃ
Ｏ

２
や
Ｎ

Ｏ
ｘ
の

排
出
抑

制
に
寄

与
す
る

。
都

市
整
備

部
[
9
,
16
7
]

[
1
3
,4
8
6
]

〔
△
4
,
3
1
9〕

パ
ー
ク

ア
ン
ド

ラ
イ

ド
事
業

交
通
渋

滞
の

緩
和
、

違
法

路
上
駐

車
の
削

減
を

図
る
た

め
、

駅
近
く

の
大

型
商
業

施
設

の
駐
車

場
や
公

共
駐

車
場

等
を

有
効
活

用
し

、
パ
ー

ク
ア
ン

ド
ラ

イ
ド
を

推
進

す
る
。

都
市

整
備

部
-

-
-

バ
ス
運

行
対

策
費
補

助
金

Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド

導
入
に

よ
り

シ
ー
ム

レ
ス
化

を
進

め
る
こ

と
で

、
バ
ス

と
鉄

道
の
乗

継
利

便
性
の

向
上
を

図
り

、
広

域
的

な
公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
充

実
さ
せ

る
こ

と
に
よ

り
、

マ
イ
カ

ー
か

ら
公
共

交
通
へ

の
利

用
転

換
を

促
す
こ

と
で

環
境
負

荷
の
軽

減
に

つ
な
げ

る
。

都
市

整
備

部
[
8
,
64
2
]

[
3
,0
0
3
]

〔
5
,
6
3
9〕

め
い
わ

く
駐
車

追
放

の
た
め

の
広

報
・
啓

発
違

法
駐

車
の

問
題
を

解
消

す
る
た

め
、
す

べ
て

の
府
民

に
「

め
い
わ

く
駐

車
を
し

な
い

、
さ
せ

な
い
」

意
識

の
高

揚
を

図
る
た

め
の

広
報
啓

発
・

府
民

運
動

を
展
開

す
る

。
都

市
整
備

部
1
,
47
3

1
,4
7
3

0

モ
ノ
レ

ー
ル

道
整

備
事

業
モ

ノ
レ

ー
ル

の
整
備

に
よ

り
、
公

共
交

通
の
利

便
性
が

向
上

す
る
。

こ
れ

に
よ
り

、
自

動
車
利

用
の
抑

制
を

図
り

、
大

気
汚
染

物
質

の
排
出

を
抑
制

す
る

。
都

市
整
備

部
1
,0
8
6
,
81
0

4
,
1
6
7
,8
0
0

△
 
3,
0
8
0
,
99
0

街
路
事

業
都

市
交

通
を

円
滑
に

し
、

府
民
生

活
の
安

全
性

、
快
適

性
の

向
上
を

図
り

，
都
市

活
動

の
活
性

化
に
寄

与
す

る
た

め
、

都
市
計

画
道

路
の
整

備
を
進

め
る

。
都

市
整
備

部
〔
1
6
,
25
5
,
2
80
〕

〔
1
8
,3
7
8
,
27
1
〕

〔
△

2
,
1
22
,
9
9
1〕

交
通
安

全
施
設

等
の
整

備
交

通
安

全
施

設
の
整

備
・

充
実
や

事
故
危

険
箇

所
等
に

お
け

る
交
差

点
改

良
事
業

等
の

推
進
、

大
規
模

自
転

車
道

の
整

備
等
を

推
進

す
る
こ

と
に
よ

り
、

大
気
汚

染
物

質
の
排

出
を

抑
制
す

る
と

と
も
に

、
美
し

い
都

市
空

間
を

形
成

す
る

。
都

市
整
備

部
5
,9
8
0
,
36
3

6
,
0
2
3
,4
4
4

△
 
4
3
,
08
1

阪
神
高

速
道
路

建
設

協
力

道
路
整

備
に

よ
り
、

渋
滞

が
緩
和

さ
れ
、

走
行

速
度
が

向
上

す
る
こ

と
に

よ
り
、

大
気

汚
染
物

質
の
排

出
量

が
低

減
さ

れ
、
大

気
環

境
の
改

善
が
期

待
さ

れ
る
。

ま
た

、
整
備

に
当

た
っ
て

は
、

地
下
化

な
ど
環

境
負

荷
の

少
な

い
構
造

で
行

う
。

都
市

整
備

部
2
,3
9
4
,
50
0

1
,
9
1
6
,0
0
0

4
7
8
,
50
0

大
阪
外

環
状
線

鉄
道

建
設
促

進
事

業
公

共
交

通
の

利
便
性

向
上

を
図
る

こ
と

で
、
自

動
車
か

ら
の

転
換
を

促
し

、
Ｃ
Ｏ

２
や
Ｎ

Ｏ
ｘ
の

排
出
抑

制
に
寄

与
す
る

。
都

市
整
備

部
[
1
,5
5
1
,
71
0
]

[
9
8
5
,1
7
0
]

〔
5
66
,
5
4
0〕

大
阪
市

地
下
鉄

建
設

費
補
助

金
公

共
交

通
の

利
便
性

向
上

を
図
る

こ
と

で
、
自

動
車
か

ら
の

転
換
を

促
し

、
Ｃ
Ｏ

２
や
Ｎ

Ｏ
ｘ
の

排
出
抑

制
に
寄

与
す
る

。
都

市
整
備

部
[1
9
1
,
82
0
]

[
2
0
5
,9
4
0
]

〔
△
1
4
,
1
2
0〕

第
二
名

神
高
速

道
路

等
の

広
域

幹
線

道
路
網

の
整

備
道

路
整

備
に

よ
り
、

渋
滞

が
緩
和

さ
れ
、

走
行

速
度
が

向
上

す
る
こ

と
に

よ
り
、

大
気

汚
染
物

質
の
排

出
量

が
低

減
さ

れ
、
大

気
環

境
の
改

善
が
期

待
さ

れ
る
。

ま
た

、
整
備

に
当

た
っ
て

は
、

地
下
化

な
ど
環

境
負

荷
の

少
な

い
構
造

で
行

う
。

都
市

整
備

部
69
0

6
9
0

0

沿
道
環

境
改
善

事
業

低
騒
音

舗
装

等
に
よ

る
沿

道
環
境

の
改
善

を
図

る
。

都
市

整
備

部
〔

95
4
,
0
00
〕

〔
1
,
2
4
4,
0
0
0
〕

〔
△
2
9
0
,0
0
0
〕

道
路
施

設
整
備

事
業

府
内
の

道
路

網
の
骨

格
を

形
成
す

る
、
幹

線
道

路
を
整

備
し

、
渋
滞

の
解

消
・
緩

和
を

推
進
し

、
大
気

汚
染

物
質

の
抑

制
に
寄

与
す

る
。

都
市

整
備

部
〔
1
8
,
64
1
,
7
78
〕

〔
1
9
,6
6
8
,
52
1
〕

〔
△

1
,
0
26
,
7
4
3〕

物
流
検

討
会
の

開
催

効
率
的

で
環

境
に
や

さ
し

い
都
市

物
流
シ

ス
テ

ム
の
構

築
を

実
現
す

る
た

め
、
Ｉ

Ｔ
Ｓ

（
高
度

道
路
情

報
シ

ス
テ

ム
）

の
活
用

等
、

新
た
な

対
策
な

ど
を

検
討
す

る
。

都
市

整
備

部
-

-
-

有
料
道

路
整
備

事
業

有
料
道

路
制

度
を
活

用
し

、
府
道

路
公
社

に
よ

る
道
路

整
備

を
行
な

い
、

渋
滞
の

解
消

・
緩
和

を
推
進

す
る

。
平

成
1
8
年

度
に

箕
面

有
料
道

路
が
完

成
。

（
休
廃

止
）

都
市

整
備

部
-

3,
9
7
5
,0
0
0

△
 
3,
9
7
5
,
00
0

連
続
立

体
交
差

事
業

鉄
道
を

連
続

し
て
高

架
化

又
は
地

下
化

し
、
一

挙
に
踏

切
を

な
く
す

こ
と

に
よ
り

、
自

動
車
交

通
渋
滞

を
解

消
し

、
大

気
汚
染

物
質

の
排
出

が
減
少

す
る

。
都

市
整
備

部
7
,2
6
7
,
63
2

1
2
,
8
2
5
,8
5
6

△
 
5,
5
5
8
,
22
4

西
大
阪

延
伸
線

整
備

促
進
事

業
公

共
交

通
の

利
便
性

向
上

を
図
る

こ
と

で
、
自

動
車
か

ら
の

転
換
を

促
し

、
Ｃ
Ｏ

２
や
Ｎ

Ｏ
ｘ
の

排
出
抑

制
に
寄

与
す
る

。
都

市
整
備

部
[
2
,4
4
3
,
75
8
]

[
1,
1
6
3
,9
9
4
]

〔
1
,
2
79
,
7
6
4〕

中
之
島

線
整
備

促
進

事
業

中
之
島

西
部

地
区
の

再
開

発
に
伴

い
発
生

す
る

輸
送
需

要
に

対
し
、

自
動

車
交
通

を
抑

制
す
る

こ
と
で

、
Ｃ

Ｏ
２
や

Ｎ
Ｏ

ｘ
の
排

出
抑

制
に

寄
与

す
る
。

都
市

整
備

部
[
3
,4
1
7
,
88
2
]

[
3,
3
2
7
,6
8
7
]

〔
9
0
,
1
9
5〕
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Ｔ
Ｄ
Ｍ

施
策
事

業
公

共
交

通
と

自
動
車

交
通

の
共
存

に
よ
る

環
境

に
や
さ

し
い

交
通
社

会
を

実
現
す

る
た

め
、
バ

ス
エ

コ
フ

ァ
ミ

リ
ー

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

事
業

を
は
じ

め
、

公
共
交

通
や

レ
ン
タ

サ
イ

ク
ル
の

利
用

促
進
な

ど
の

施
策

を
展
開

し
、

道
路
の

渋
滞

緩
和
を

図
る
。

都
市

整
備

部
8
,
84
0

1
,5
0
0

7
,
34
0

ノ
ー
マ

イ
カ
ー

デ
ー

の
推
進

事
業

毎
月
2
0
日
を

ノ
ー
マ

イ
カ

ー
デ
ー

と
し
て

、
自

動
車
利

用
の

抑
制
、

マ
イ

カ
ー
通

勤
か

ら
公
共

交
通
機

関
へ

の
転

換
を

図
る
た

め
、

交
通
安

全
運
動

等
の

広
報
啓

発
と

併
せ
て

府
民

へ
の
周

知
を

図
る

都
市

整
備

部
-

-
-

す
る
っ

と
交
差

点
対

策
朝

の
通

勤
時

間
帯
の

バ
ス

路
線
や

昼
間
の

業
務

交
通
集

中
す

る
渋
滞

交
差

点
に
着

目
し

て
、
右

折
レ
ー

ン
の

設
置

や
路

面
標
示

の
変

更
な
ど

の
ハ
ー

ド
整

備
と
交

通
管

理
者
の

信
号

表
示
時

間
の

調
整
な

ど
の

ソ
フ

ト
面
の

整
備

を
組
み

合
わ

せ
対
策

を
講
じ

る
こ

と
に
よ

り
、
大

気
汚
染

物
質

の
抑
制

に
寄

与
す
る

。
都

市
整
備

部
〔

2
,
09
7
,
1
00
〕

〔
1
,8
7
7
,
73
5
〕

〔
2
19
,
3
6
5〕

ク
リ
ア

ウ
ェ
イ

セ
ン

タ
ー
の

運
用

駐
車
取

締
専

従
の
警

察
官

を
2
4時

間
配

置
し
、

レ
ッ
カ

ー
移

動
車
両

の
保

管
・
返

還
業

務
等
の

駐
車
違

反
の

処
理

を
一

括
し
て

行
う

施
設
と

体
制
を

整
備

し
た
ク

リ
ア

ウ
ェ
イ

セ
ン

タ
ー
（

キ
タ

・
ミ
ナ

ミ
）
を

運
用

し
、

都
心

部
の
駐

車
実

態
に
即

応
し
た

強
力

か
つ

効
率

的
な

取
締
り

を
実

施
す
る

。
警

察
本
部

2
3
,5
9
5

28
,5
7
1

△
 
4
,
97
6

違
法
駐

車
取
締

り
の

推
進

危
険
性

・
迷

惑
性
の

高
い

駐
車
違

反
に
重

点
指

向
し
た

指
導

取
締
活

動
を

推
進
す

る
。

警
察

本
部

4
8
6
,9
1
9

5
71
,
6
3
8

△
 8

4,
7
1
9

適
正
な

駐
車
規

制
の
実

施
地

域
の

特
性

、
道
路

形
態

、
駐
車

が
他
の

交
通

に
及
ぼ

す
影

響
、
路

外
駐

車
場
の

整
備

状
況
な

ど
を

総
合

的
か
つ

多
角

的
に
勘

案
し

た
合
理

的
な

駐
車

規
制

を
実
施

す
る

。
警

察
本
部

9
4
6
,1
7
7

7
08

,4
1
9

2
3
7
,
75
8

高
度
道

路
交
通

シ
ス

テ
ム
（

I
TS
）

の
推

進
光

ビ
ー

コ
ン

の
整
備

拡
充

、
新
交

通
管
理

シ
ス

テ
ム
（

U
TM
S
）

の
整

備
推

進
、
中

央
処

理
装
置

の
高
度

化
等

に
よ

る
交

通
管
理

の
最

適
化
を

図
る
。

警
察

本
部

1
5
2
,6
5
9

89
,1
8
5

6
3
,
47
4

道
路
交

通
の
円

滑
化

対
策
の

推
進

幹
線
道

路
に

お
け
る

交
通

渋
滞
を

解
消
す

る
た

め
、
渋

滞
の

原
因
と

な
っ

て
い
る

交
差

点
に
お

い
て
進

行
方

向
別

通
行

区
分
規

制
等
交

通
規

制
の
見

直
し

、
信
号

機
の

改
良
及

び
運

用
改
善

等
を

図
り
、

交
通
処

理
能

力
を

高
め

、
交
通

流
量

の
適
切

な
分
散

・
誘

導
を
図

る
。

警
察

本
部

3
3
5
,3
0
0

6
77

,8
5
0

△
 3
4
2
,
55
0

信
号
機

等
の
高

度
化

・
更
新

対
策

の
推
進

交
通
の

安
全

と
円
滑

を
確

保
す
る

た
め
、

信
号

機
等
の

機
能

を
高
度

化
す

る
と
と

も
に

、
老
朽

化
し
た

信
号

機
等

の
更

新
を
推

進
す

る
。

警
察

本
部

2,
9
9
7
,5
7
4

3
,
0
0
7
,7
4
6

△
 
1
0
,
17
2

そ
の
他

交
通

安
全
施

設
等
整

備
事

業
の
推

進
道

路
に

お
け

る
危
険

を
防

止
し
、

交
通
の

安
全

と
円
滑

を
図

る
と
と

も
に

、
道
路

交
通

に
起
因

す
る
障

害
の

防
止

に
資

す
る
た

め
、

交
通
の

実
態
に

応
じ

た
効
果

的
な

交
通
規

制
・

管
制
を

実
施

す
る
。

警
察

本
部

8
3
0
,1
0
1

8
10

,2
8
9

1
9
,
81
2

駐
車
取

締
り
新

制
度

の
効

果
的

な
運

用
大

阪
市

域
内

2
7
警
察

署
に

駐
車
監

視
員
を

配
置

す
る
と

と
も

に
、
駐

車
管

理
セ
ン

タ
ー

に
お
い

て
放
置

違
反

金
関

係
事

務
を
一

括
管

理
し
、

駐
車
取

締
り

新
制
度

の
効

果
的
な

運
用

を
図
る

。
警

察
本
部

2,
0
5
7
,7
3
8

1
,
9
0
8
,9
7
4

1
4
8
,
76
4

Ⅱ
－
２

　
廃
棄

物
の

適
正
処

理
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

一
般
廃

棄
物
処

理
施

設
等
（

し
尿

処
理
施

設
・

浄
化
槽

）
の

維
持

管
理

指
導

「
廃
棄

物
の

処
理
及

び
清

掃
に
関

す
る
法

律
」

及
び
「

浄
化

槽
法
」

に
基

づ
き
、

し
尿

処
理
施

設
及
び

浄
化

槽
の

維
持

管
理
状

況
に

つ
い
て

、
立
入

検
査

、
水
質

検
査

を
実
施

し
、

適
正
な

管
理

を
指
導

す
る
。

健
康

福
祉

部
1
,
11
6

1
,1
7
5

△
 5
9

ウ
ェ
イ

ス
ト
デ

ー
タ

バ
ン
ク

整
備
事

業
廃

棄
物

に
関

す
る
各

種
情

報
を
適

切
に
管

理
し

、
廃
棄

物
の

減
量
化

・
適

正
処
理

を
推

進
す
る

た
め
、

ウ
ェ
イ

ス
ト

デ
ー
タ

バ
ン
ク

（
産

業
廃

棄
物
情

報
管
理

シ
ス

テ
ム
）

を
運

用
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
92
5

3
,9
2
5

0

産
業
廃

棄
物
処

理
団

体
育
成

事
業

産
業
廃

棄
物

の
適
正

処
理

に
関
す

る
正
し

い
知

識
の
普

及
啓

発
を
図

る
た

め
、
大

阪
市

、
堺
市

、
東
大

阪
市

、
高

槻
市

や
（
社

）
大

阪
府
産

業
廃
棄

物
協

会
と
協

力
し

て
、
排

出
事

業
者
や

処
理

業
者
、

府
民
を

対
象

に
し

た
研

修
・
啓

発
事

業
（
さ

ん
ぱ

い
フ

ォ
ー

ラ
ム
）

を
実

施
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
34
6

3
4
6

0

不
法
投

棄
防
止

事
業

産
業
廃

棄
物

の
不
法

投
棄

等
不
適

正
処
理

の
未

然
防
止

と
、

早
期
発

見
・

是
正
を

目
的

に
、
監

視
パ
ト

ロ
ー
ル

や
啓

発
な
ど

の
不

法
投
棄

防
止
事

業
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
0
,
03
9

9
,2
1
1

8
2
8
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放
置
自

動
車
対

策
推

進
事
業

「
府
放

置
自

動
車
の

適
正

な
処
理

に
関
す

る
条

例
」
に

基
づ

き
、
関

係
機

関
と
連

携
し

て
、
放

置
自

動
車

の
適
切

か
つ

迅
速
な

処
理

を
促
進

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
50
3

2
5
9

2
4
4

不
適
正

処
理
監

視
強

化
・
早

期
是

正
推
進

事
業

費
定

点
監

視
の

充
実
に

加
え

、
不
適

正
処
理

事
業

事
案
に

対
す

る
機
動

的
な

監
視
パ

ト
ロ

ー
ル
と

土
地
所

有
者

へ
の

個
別

啓
発
を

実
施

し
、
迅

速
な
対

応
を

図
る
。

（
休

廃
止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

3
,0
0
0

△
 
3
,
00
0

産
業
廃

棄
物
処

理
指

導
監
督

費
産

業
廃

棄
物

処
理
業

者
の

許
可
、

同
処
理

施
設

の
許
可

及
び

事
業
所

へ
の

立
入
検

査
を

実
施
し

、
指
導

監
督

を
行

う
。

ま
た
、

処
理

の
過
程

を
管
理

す
る

産
業
廃

棄
物

管
理
票

（
マ

ニ
フ
ェ

ス
ト

）
の
使

用
徹

底
に

よ
る
適

正
処

理
を
指

導
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
5
,
66
8

13
,9
3
4

1
,
73
4

広
域
廃

棄
物
処

分
場

整
備
促

進
費

「
広
域

臨
海

環
境
整

備
セ

ン
タ
ー

法
」
に

基
づ

く
大
阪

湾
圏

域
広
域

処
理

場
整
備

事
業
（

フ
ェ

ニ
ッ
ク

ス
計

画
）

を
進

め
る
た

め
、

関
係
地

方
公
共

団
体

と
協
力

し
、

そ
の
促

進
に

努
め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
57
0

3
7
0

3
,
20
0

廃
棄
物

処
理
対

策
整

備
推
進

事
業

魚
あ
ら

の
適

正
処
理

及
び

リ
サ
イ

ク
ル
を

推
進

す
る
た

め
、

府
・
市

町
村

で
構
成

す
る

「
大
阪

府
魚
腸

骨
処

理
対

策
協

議
会
」

を
通

じ
、
小

島
養

殖
漁
業

生
産
組

合
に

魚
あ
ら

の
処

理
を
委

託
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
7
,
99
9

28
,0
4
7

△
 
1
0
,
04
8

廃
棄
物

処
理
対

策
推

進
等
事

業
生

活
環

境
影

響
評
価

委
員
会

を
運

営
し
、

意
見

を
聴
取

す
る

こ
と
に

よ
り

、
処
理

施
設

設
置
に

か
か

る
環

境
影
響

調
査

を
実
施

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
81
7

8
1
7

0

Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物

適
正

処
理
推

進
事

業
P
C
B廃

棄
物
の

適
正

処
理
促

進
の

た
め
、

国
が
創

設
す

る
中
小

事
業

者
支
援

の
た

め
の
基

金
に

拠
出
す

る
と

と
も

に
、

府
保
有

の
P
C
B
廃

棄
物

の
集

中
管
理

を
進

め
る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
3
9
,
01
2

1
39

,0
1
2

0

広
域
廃

棄
物
受

入
監

視
事
業

埋
立
処

分
場

（
神
戸

沖
）

及
び
周

辺
の
環

境
保

全
の
た

め
、

搬
入
予

定
排

出
事
業

所
へ

の
立
入

、
検
体

採
取

・
分

析
を

行
い
、

適
正

受
入
協

議
会

に
お
い

て
審
査

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
69
1

2
,8
3
8

△
 
1
,
14
7

産
業
廃

棄
物
減

量
化

・
適
正

処
理

対
策
事

業
産

業
廃

棄
物

の
減
量

化
や

適
正
処

理
の
推

進
を

図
る
た

め
、

多
量
排

出
事

業
所
に

対
し

処
理
実

績
の
報

告
を

求
め

、
必

要
な
指

導
を

行
う
と

と
も
に

、
関

係
団
体

を
通

じ
て
法

律
の

周
知
な

ど
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
7
,
74
7

7
,5
7
5

1
7
2

大
気
汚

染
・
水

質
汚

濁
関
係

苦
情

相
談
処

理
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

廃
棄
物

処
理
計

画
策

定
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ご
み
ゼ

ロ
型
社

会
推

進
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ご
み
処

理
広

域
化
計

画
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

リ
サ
イ

ク
ル
製

品
認

定
制
度

の
運

営
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

き
れ
い

な
環
境

都
市

創
造
推

進
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

建
設
リ

サ
イ

ク
ル
の

推
進
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

子
供
の

安
全
及

び
良

好
な
生

活
環

境
等
を

確
保

す
る
た

め
の

諸
対

策
の

推
進

廃
棄
物

不
法

投
棄
事

犯
等
生

活
環

境
事
犯

に
対

す
る
取

締
り

の
推
進

警
察

本
部

4
,0
2
8

4
,
2
1
6

△
 
1
8
8

Ⅱ
－
３

　
大
気

環
境

の
保
全

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

中
小
企

業
サ
ポ

ー
ト

型
融
資

資
金

貸
付
金

ア
ス
ベ

ス
ト

を
使
用

し
た

建
築
物

の
解
体

や
ア

ス
ベ
ス

ト
の

除
去
等

ア
ス

ベ
ス
ト

対
策

を
行
う

の
に

必
要

な
資
金

を
融

資
す
る

。
商

工
労
働

部
(
3
7
7
,8
1
8
,
00
0
)

(
3
0
4,
8
5
2
,0
0
0
)

(
7
2
,9
6
6
,
0
00
)

大
気
汚

染
防
止

計
画

推
進
事

業

「
大
阪

府
自

動
車
Ｎ

Ｏ
ｘ

・
Ｐ
Ｍ

総
量
削

減
計

画
」
策

定
時

に
設
定

し
た

大
阪
府

全
域

の
目
標

を
め
ざ

し
て

、
大

気
汚

染
物
質

の
削

減
を
図

る
と
と

も
に

、
排
出

実
態

等
の
調

査
を

行
う
。

ま
た

、
府
生

活
環
境

の
保

全
等

に
関

す
る
条

例
の

改
正
（

揮
発
性

有
機

化
合
物

対
策

）
に
伴

い
、

規
則
等

の
整

備
や
対

策
マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
作

成
を
行

う
と

と
も
に

、
関
係

業
界

、
関
係

機
関

に
対
し

て
改

正
後
の

対
策

内
容
の

周
知
を

行
う

。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
55
6

3
,5
4
7

△
 
99
1
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悪
臭
防

止
規
制

指
導

事
業

悪
臭
防

止
法

の
円
滑

な
施

行
を
図

る
た
め

、
市

町
村
に

対
し

、
悪
臭

物
質

の
濃
度

の
測

定
方
法

、
排
出

防
止

技
術

等
の

指
導
、

助
言

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
35
6

3
5
6

0

大
気
汚

染
・
水

質
汚

濁
関
係

苦
情

相
談
処

理
事

業
大

気
汚

染
、

悪
臭
、

水
質

汚
濁
等

の
府
民

か
ら

の
苦
情

を
適

切
に
処

理
す

る
た
め

、
発

生
源
の

工
場
・

事
業

場
へ

の
立

入
指
導

等
を

行
う
と

と
も
に

、
市
町

村
に
対

し
助

言
・
指

導
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
73
8

7
3
8

0

大
気
汚

染
発
生

源
常

時
監
視

シ
ス

テ
ム
整

備
･
運

営
事

業
府

内
の

大
規

模
発
生

源
に

お
け
る

窒
素
酸

化
物

等
の
排

出
量

の
把
握

及
び

規
制
基

準
等

の
遵
守

徹
底
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
83
8

2
,8
3
8

0

大
気
汚

染
防
止

規
制

指
導
事

業
大

気
汚

染
防

止
法
及

び
府

生
活
環

境
の
保

全
等

に
関
す

る
条

例
に
基

づ
く

規
制
基

準
の

遵
守
徹

底
な
ど

の
指

導
を

図
る

た
め
、

対
象

工
場
・

事
業
場

に
対

し
、
立

入
検

査
や
改

善
指

導
等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
4
,
44
7

5
,1
6
9

△
 
72
2

ア
ス
ベ

ス
ト
飛

散
防

止
対
策

等
の
推

進
建

築
物

の
解

体
等
に

係
る

ア
ス
ベ

ス
ト
の

飛
散

防
止
を

図
る

た
め
、

大
気

汚
染
止

法
及

び
府
生

活
環
境

の
保

全
等

に
関

す
る
条

例
に

基
づ
き

、
規
制

指
導

す
る
。

又
、

府
域
の

一
般

環
境
測

定
を

行
い
、

府
民
の

生
活

環
境

へ
の

不
安
を

解
消

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
1
,
96
5

15
,7
0
7

△
 
3
,
74
2

関
西
国

際
空
港

周
辺

大
気
汚

染
状

況
解
析

（
財
）

関
西

空
港
調

査
会

か
ら
の

受
託
で

、
泉

州
地
域

の
大

気
汚
染

測
定

デ
ー
タ

を
収

集
、
処

理
し
、

高
濃

度
時

等
の

解
析
を

行
い

、
日
報

、
月
報

、
年
報

と
い
う

形
式

で
報
告

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
79
3

2
,9
4
0

△
 
14
7

国
設
四

條
畷
自

動
車

交
通
環

境
測

定
所
（

環
境

省
）
管

理
環

境
省

か
ら

の
委
託

を
受

け
て
、

国
設
四

條
畷

自
動
車

交
通

環
境
測

定
所

の
維
持

管
理

を
実
施

す
る
と

と
も

に
、

窒
素

酸
化
物

、
浮

遊
粒
子

状
物
質

等
の

測
定
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
08
8

5
,3
8
4

△
 
29
6

国
設
大

気
汚
染

測
定

網
（
環

境
省

）
管
理

環
境
省

か
ら

の
委
託

を
受

け
て
、

全
国
大

気
汚

染
測
定

網
大

阪
測
定

所
の

維
持
管

理
を

実
施
す

る
と

と
も

に
、
窒

素
酸

化
物
・

浮
遊

粒
子
状

物
質

等
及
び

発
ガ
ン

性
等

が
懸
念

さ
れ

、
大
気

汚
染

防
止
法

に
よ
り

規
定

さ
れ

て
い

る
「
有

害
大

気
汚
染

物
質
」

の
測

定
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
3
,
58
5

12
,5
9
9

9
8
6

大
気
汚

染
常
時

監
視

大
気
汚

染
防

止
法
及

び
府

生
活
環

境
の
保

全
等

に
関
す

る
条

例
に
基

づ
き

、
大
気

汚
染

の
常
時

監
視
を

行
い

、
環

境
基

準
の
達

成
状

況
を
把

握
す
る

と
と

も
に
、

光
化

学
ス
モ

ッ
グ

注
意
報

等
の

緊
急
時

措
置
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
5
2
,
95
9

1
52

,9
3
2

2
7

大
気
汚

染
測
定

局
整

備
大

気
汚

染
の

状
況
を

適
正

に
監
視

す
る
た

め
、

大
気
汚

染
測

定
機
器

等
の

設
置
や

更
新

を
し
て

整
備
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
6
,
43
6

29
,4
3
6

△
 
3
,
00
0

大
気
検

査
業
務

法
令
等

に
基

づ
く
規

制
指

導
及
び

苦
情
案

件
に

係
る
検

査
分

析
や
外

部
委

託
に
係

る
精

度
管
理

調
査
並

び
に

未
規

制
物

質
等
の

分
析

法
の
開

発
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
4
6
,
15
5

45
,3
4
8

8
0
7

浮
遊
粒

子
状
物

質
環

境
調
査

自
動
車

排
ガ

ス
中
の

微
小

粒
子
状

物
質

削
減
対

策
に
資

す
る

た
め
、

浮
遊

粒
子
状

物
質

（
Ｓ
Ｐ

Ｍ
）
の

成
分

分
析

を
行

い
、
府

内
の

汚
染
状

況
の
実

態
把

握
、
発

生
源

寄
与
率

の
解

析
及
び

対
策

の
効
果

確
認
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
7
,
45
5

7
,8
2
7

△
 
37
2

有
害
大

気
汚
染

物
質

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
事
業

長
期
曝

露
に

よ
り
人

へ
の

健
康
被

害
が
懸

念
さ

れ
る
有

害
大

気
汚
染

物
質

の
う
ち

、
環

境
基
準

が
設
定

さ
れ

て
い

る
ベ

ン
ゼ
ン

等
環

境
省
が

指
定
す

る
1
9
物

質
に

つ
い

て
、
府

内
7
地

点
に

お
い
て

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
1
,
54
3

21
,5
4
3

0

光
化
学

ス
モ
ッ

グ
対

策
事
業

光
化
学

ス
モ

ッ
グ
発

令
時

に
お
け

る
府
民

へ
の

周
知
、

緊
急

時
対
象

工
場

へ
の
ば

い
煙

量
等
削

減
要
請

や
各

種
調

査
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
42
4

-
42
4

道
路
施

設
整
備

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅱ

－
１
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

す
る
っ

と
交
差

点
対

策
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
１
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲
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Ⅱ
－
４

　
水
環

境
の

保
全

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

水
質
保

全
対
策

事
業

琵
琶
湖

・
淀

川
流
域

に
お

け
る
河

川
・
湖

沼
水

の
水
質

浄
化

技
術
及

び
こ

の
関
連

技
術

に
関
す

る
研
究

開
発

、
水

質
浄

化
事
業

の
支

援
の
た

め
、
府

県
の

境
界
を

越
え

流
域
一

体
と

な
っ
て

共
同

で
取
組

み
、
良

質
な

水
質

の
保

全
を

図
る

。
政

策
企
画

部
〔
1
0
,
8
45
〕

〔
1
0
,
90
5
〕

〔
△

6
0〕

検
査
研

究
用
備

品
整

備
費

近
年
頻

発
す

る
健
康

危
機

被
害
等

に
対
応

す
る

た
め
、

検
査

研
究
用

機
器

を
計
画

的
に

更
新
・

整
備
し

、
府

民
の

健
康

を
守
る

た
め

の
科
学

的
・

技
術

的
中

核
機
関

の
役

割
を
果

た
す

。
健

康
福
祉

部
4
,
10
8

6
,8
7
5

△
 
2
,
76
7

小
型
合

併
処
理

浄
化

槽
整
備

促
進

事
業

小
型
合

併
処

理
浄
化

槽
は

、
し
尿

及
び
生

活
雑

排
水
も

処
理

で
き
る

有
効

な
環
境

保
全

設
備
で

あ
る

こ
と

か
ら
、

そ
の

計
画
的

な
整

備
を
図

る
た
め

、
市

町
村
が

実
施

す
る
「

浄
化

槽
設
置

整
備

事
業
」

及
び
「

浄
化

槽
市

町
村

整
備
推

進
事
業

」
に

対
し
て

助
成

す
る
。

健
康

福
祉

部
1
0
3
,
64
4

1
16

,2
6
1

△
 
1
2
,
61
7

浄
化
槽

関
係
事

業
浄

化
槽

の
適

正
な
維

持
管

理
を
図

る
た
め

、
浄

化
槽
保

守
点

検
業
者

の
登

録
・
立

入
検

査
・
指

導
並

び
に

浄
化
槽

法
定

検
査
の

啓
発

を
行
う

。
健

康
福
祉

部
19
7

2
0
4

△
 
7

水
道
水

の
安
全

性
確

保
事
業

飲
料
水

の
安

全
で
安

定
し

た
供
給

を
確
保

す
る

た
め
、

上
水

道
、
簡

易
水

道
、
専

用
水

道
等
の

水
道
事

業
者

等
を

は
じ

め
、
簡

易
専

用
水
道

等
貯
水

槽
水

道
、
飲

用
井

戸
設
置

者
等

に
対
し

、
適

切
な
維

持
管

理
に

つ
い
て

指
導

・
監
督

を
行

う
と
と

も
に

、
水

道
水

源
等
の

水
質

監
視
を

行
う

。
健

康
福
祉

部
7
,
14
5

9
,1
2
5

△
 
1
,
98
0

指
定
地

域
特
定

施
設

の
維

持
管

理
指

導
府

域
（

政
令

委
任
市

を
除

く
）
の

指
定
地

域
特

定
施
設

（
2
0
1
人
槽

以
上
5
0
0
人
槽

以
下

の
浄
化

槽
）
に

つ
い

て
、

水
質

汚
濁
防

止
法

に
基
づ

く
届
出

及
び

審
査
･
指

導
を

行
う

。
健

康
福
祉

部
2
,
18
0

2
,3
5
2

△
 
17
2

温
泉
に

関
す
る

許
可

・
指
導

等
温

泉
法

に
基

づ
く
温

泉
掘

削
、
動

力
装

置
、
利

用
の
許

可
等

と
大
阪

府
環

境
審
議

会
温

泉
部
会

の
運
営

等
を

行
う

。
（

予
算
は

「
環

境
衛
生

関
係
営

業
施

設
の

開
設

許
可

等
」
に

含
む

）
健

康
福
祉

部
-

-
-

単
独
処

理
浄
化

槽
設

置
状
況

の
捕

捉
事
業

平
成
1
8
年
2
月

施
行

の
改
正

浄
化

槽
法
で

は
、
罰

則
規

定
の
あ

る
廃

止
届
や

法
定

検
査
未

受
検

者
へ
の

命
令

、
違

反
者

へ
の
罰

則
等

、
知
事

の
指
導

監
督

権
限
が

強
化

さ
れ
た

。
そ

の
た
め

、
設

置
状
況

に
関
す

る
把

握
情

報
が

不
確
実

と
な

っ
て
い

る
単
独

処
理

浄
化
槽

に
つ

い
て
、

廃
止

状
況
や

台
帳

記
載
事

項
を
整

理
し

、
今

後
の

指
導
対

象
を

正
確
に

把
握
す

る
こ

と
に
よ

り
、

改
正
法

に
対

応
し
た

体
制

を
整
備

す
る
。

ま
た

、
併

せ
て

、
法
定

検
査

の
受
検

等
、
適

正
管

理
の
徹

底
に

係
る
指

導
を

行
う
。

健
康

福
祉

部
2
0
,
74
4

20
,9
9
6

△
 
25
2

一
般
廃

棄
物
処

理
施

設
等
（

し
尿

処
理
施

設
・

浄
化
槽

）
の

維
持

管
理

指
導
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
２
参

照
健

康
福
祉

部
別
掲

別
掲

別
掲

生
活
排

水
対
策

推
進

事
業

効
率
的

か
つ

計
画
的

な
生

活
排
水

処
理
施

設
の

整
備
､
普

及
促

進
を

図
る
こ

と
に

よ
り
､
公

共
用

水
域
の

水
質

保
全

と
快

適
な
生

活
環

境
を
確

保
す
る

た
め

、
大
阪

府
生

活
排
水

対
策

推
進
会

議
を

運
営
し

、
「
平

成
2
2
年
度

に
生

活
排
水

1
00
％

適
正
処

理
」

の
目
標

達
成

に
向
け

て
、

市
町
村

の
生

活
排
水

処
理
計

画
の

策
定

・
見

直
し

へ
の
技

術
的

支
援
及

び
協
議

等
を

行
う

と
と

も
に

、
生
活

排
水

対
策
の

啓
発
を

行
う

。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

総
量
削

減
計
画

の
策

定
及

び
進

行
管

理
閉

鎖
性

水
域

で
あ
る

大
阪

湾
の
水

質
改

善
を
図

る
た
め

、
化

学
的
酸

素
要

求
量
（

Ｃ
Ｏ

Ｄ
）
､
窒

素
、

り
ん

を
削

減
対

象
と
す

る
第

6
次

総
量

削
減

計
画
を

策
定

し
、
こ

れ
を

推
進
す

る
と

と
も
に

、
本

計
画
の

進
行

管
理

と
し

て
、
負

荷
量

の
把
握

や
対
策

効
果

等
の
検

討
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
20
1

3
9
0

8
1
1

発
生
負

荷
量
管

理
等

調
査
事

業
水

質
総

量
削

減
計
画

の
進

捗
管
理

を
行
う

た
め

、
対
象

工
場

・
事
業

場
及

び
そ
の

他
の

発
生
源

の
調
査

及
び

集
計

等
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
3
,
87
0

4
,7
0
4

△
 
83
4

指
定
地

域
特
定

施
設

水
質
汚

濁
防

止
規
制

指
導

事
業

水
質
汚

濁
防

止
法
に

基
づ

く
排
水

基
準
等

の
遵

守
徹
底

を
図

る
た
め

、
指

定
地
域

特
定

施
設
（

2
0
1～

5
0
0

人
槽
)
に

対
し

立
入

検
査
や

届
出
審

査
及

び
改
善

指
導

等
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
35
2

2
,3
5
2

0
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水
質
汚

濁
常
時

監
視

事
業

総
量
規

制
基

準
の
遵

守
徹

底
の
た

め
、
大

規
模

発
生
源

の
Ｃ

Ｏ
Ｄ
排

出
量

を
常
時

監
視

し
、
改

善
指

導
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

水
質
汚

濁
防
止

規
制

指
導
事

業
水

質
汚

濁
防

止
法
や

条
例

等
に
基

づ
く
排

水
基

準
等
の

遵
守

徹
底
を

図
る

た
め
、

対
象

工
場
や

事
業
場

に
対

し
、

立
入

検
査
や

届
出

審
査
及

び
改
善

指
導

等
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
7
,
38
4

7
,5
8
2

△
 
19
8

水
質
総

量
規
制

推
進

事
業

水
質
汚

濁
防

止
法
に

基
づ

く
総
量

規
制
基

準
の

遵
守
徹

底
を

図
る
た

め
、

対
象
工

場
・

事
業
場

に
対
し

立
入

検
査

及
び

改
善
指

導
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
74
3

1
,7
8
5

△
 4
2

農
薬
に

係
る
水

質
監

視
事
業

府
ゴ
ル

フ
場

農
薬
適

正
使

用
等
指

導
要

綱
に
基

づ
き
、

ゴ
ル

フ
場
か

ら
の

農
薬
等

の
流

出
を
監

視
す
る

た
め

水
質

検
査

及
び
立

入
指

導
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
66
7

6
6
7

0

大
阪
エ

コ
農
業

総
合

推
進
対

策
事

業
環

境
へ

の
負

荷
軽
減

に
配

慮
し
た

農
法
の

普
及

を
図
り

、
府

民
が
求

め
る

安
心
な

農
産

物
を
生

産
す
る

こ
と

を
基

本
に

、
農
業

の
持

つ
物
質

循
環
機

能
を

活
か
し

な
が

ら
、
地

域
環

境
の
保

全
に

寄
与
し

て
い

く
大

阪
エ
コ

農
業

を
推
進

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
1
,
63
1

20
,9
5
9

6
7
2

増
殖
場

（
藻
場

）
造

成
事
業

の
実

施
魚

介
類

の
産

卵
場
、

稚
仔

魚
の
育

成
場

で
あ
る

増
殖
場

（
藻

場
）
を

造
成

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
2
0
,
00
0

12
,
0
0
0

1
0
8,
0
0
0

海
中
浮

遊
ゴ
ミ

の
回

収
、
除

去
魚

介
類

の
生

息
環
境

（
漁

場
）
の

保
全
等

を
図

る
た
め

、
海

中
浮
遊

ゴ
ミ

を
回
収

・
除

去
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
89
0

1
,
8
9
0

0

赤
潮
発

生
等
の

監
視

及
び
被

害
防

除
措
置

赤
潮
、

油
濁

等
に
よ

る
漁

業
被
害

を
防
止

す
る

た
め
、

漁
場

の
水
質

監
視

や
赤
潮

発
生

等
の
情

報
収

集
・

防
除
措

置
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
4
,
76
9

4
,1
6
4

6
0
5

海
底
堆

積
物
の

回
収

・
除
去

漁
場
生

産
力

の
回
復

等
を

図
る
た

め
、
海

底
堆

積
物
（

ゴ
ミ

等
）
を

回
収

・
除
去

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
1
,
00
0

21
,
0
00

0

漁
業
権

河
川
の

ク
リ

ー
ン
ア

ッ
プ

等
漁

業
権

河
川

の
ク
リ

ー
ン

ア
ッ
プ

、
河
川

利
用

者
に
対

す
る

マ
ナ
ー

等
の

巡
回
指

導
を

実
施
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
53
0

5
3
0

0

魚
庭
（

な
に
わ

）
の

海
づ
く

り
大

会
大

阪
湾

に
お

け
る
環

境
活

動
の
紹

介
や
海

底
ゴ

ミ
の
展

示
、

漁
船
見

学
等

の
様
々

な
イ

ベ
ン
ト

を
通
じ

て
、
美

し
く

豊
か
な

大
阪

湾
を
府

民
一

人
一
人

の
手
で

取
り

戻
す
活

動
へ

の
取
り

組
み

を
呼
び

か
け

る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

豊
か
な

海
づ
く

り
推

進
事
業

大
阪
湾

へ
の

関
心
と

環
境

改
善
意

識
を
高

め
る

た
め
、

府
民

参
加
に

よ
る

体
験
型

の
環

境
学
習

を
実
施

す
る

。
平

成
1
9
年

度
は

、
「

底
曳
き

網
で
大

阪
湾

の
海
底

を
の

ぞ
い
て

み
よ

う
観
察

会
」

の
他
、

事
業
内

容
を

提
案

公
募

し
て
実

施
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

公
共
用

水
域
常

時
監

視
法

に
基

づ
い

て
、
河

川
及

び
海
域

に
お
け

る
水

質
等
の

常
時

監
視
の

測
定

計
画
の

策
定

及
び
監

視
を
行

い
、
環

境
基

準
の
達

成
状

況
を
把

握
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
8
9
,
50
7

99
,7
9
3

△
 
1
0
,
28
6

広
域
総

合
水
質

調
査

国
庫
委

託
事

業
大

阪
湾

を
含

む
瀬
戸

内
海

に
お
け

る
水
質

汚
濁

、
富
栄

養
化

の
実
態

を
広

域
的
か

つ
統

一
的
に

把
握
す

る
た

め
の

調
査

の
う
ち

で
、

大
阪

湾
の

調
査
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
40
1

1
,3
3
0

7
1

水
質
検

査
業
務

法
令
等

に
基

づ
く
河

川
水

、
海
水

、
地
下

水
等

の
水
質

分
析

、
苦
情

、
事

故
等
緊

急
検

体
に
係

る
検
査

分
析

及
び

外
部

委
託
に

係
る

精
度
管

理
調
査

並
び

に
未
規

制
物

質
等
の

分
析

法
の
開

発
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
5
,
78
6

26
,1
2
9

△
 
34
3

農
薬
に

係
る
水

質
監

視
府

内
で

使
用

さ
れ
て

い
る

農
薬
に

よ
る

水
質
汚

濁
を
防

止
す

る
た
め

、
上

水
道
水

源
の

う
ち
代

表
的

な
河

川
の
農

薬
に

係
る
水

質
監

視
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
19
3

1
8
1

1
2

地
下
水

質
常
時

監
視

事
業

水
質
汚

濁
防

止
法
に

基
づ

き
、
地

下
水

質
の
常

時
監
視

を
行

う
た
め

、
府

域
の
地

下
水

質
の
概

況
調

査
、

汚
染
井

戸
周

辺
地
区

調
査
、

定
期

的
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調
査

を
実

施
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
7
,
73
0

8
,1
0
4

△
 
37
4

大
気
汚

染
・
水

質
汚

濁
関
係

苦
情

相
談
処

理
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

外
来
魚

の
実
態

調
査

及
び
密

放
流

防
止

に
向

け
た

啓
発
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

魚
庭
（

な
に
わ

）
の

海
府
民

講
座

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

大
阪
湾

に
お
け

る
漁

業
振
興

と
環

境
保
全

に
関

す
る
調

査
研

究
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲
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ふ
る
さ

と
の
川

整
備

事
業
の

推
進

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

河
川
環

境
整
備

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

流
域
下

水
道
維

持
操

作
事
務

補
助

金
流

域
下

水
道

の
維
持

操
作

事
務
処

理
の
適

正
化

を
図
る

た
め

、
一
部

事
務

組
合
等

に
対

し
て
補

助
金

を
交

付
す
る

。
都

市
整
備

部
2
,4
7
0
,
78
7

2
,
6
9
5
,2
4
1

△
 2
2
4
,
45
4

流
域
下

水
道
事

業
生

活
環

境
の

改
善
、

浸
水

の
防
除

、
公
共

用
水

域
の
水

質
保

全
を
効

率
的

に
行
う

た
め

、
市
町

村
で
管

理
す

る
公

共
下

水
道
に

よ
り

排
除
さ

れ
た

下
水
を

幹
線
に

集
め

、
水
み

ら
い

セ
ン
タ

ー
に

お
い
て

処
理
を

行
う

。
都

市
整
備

部
4
4
,6
5
7
,
47
0

4
6
,
0
1
3
,2
9
8

△
 
1,
3
5
5
,
82
8

流
域
下

水
汚
泥

処
理

事
業

流
域
下

水
道

と
公
共

下
水

道
と
が

一
体
と

な
っ

て
、
効

率
的

、
経
済

的
に

下
水
汚

泥
の

広
域
処

理
を
行

う
と

と
も

に
、

資
源
化

再
利

用
を
促

進
す
る

た
め

に
必
要

な
施

設
の
建

設
、

維
持
管

理
を

行
う
。

都
市

整
備

部
3
,2
0
7
,
42
8

3
,
4
4
1
,8
3
1

△
 2
3
4
,
40
3

環
境
整

備
事
業

海
域
に

お
け

る
快
適

な
環

境
を
保

全
す
る

た
め

、
港
湾

区
域

に
お
け

る
ゴ

ミ
や
油

の
回

収
を
行

う
。

都
市

整
備

部
2
1
0
,
01
2

2
11
,
1
9
8

△
 1
,
1
8
6

Ⅱ
－
５

　
地
盤

環
境

の
保
全

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

地
盤
沈

下
規
制

指
導

事
業

地
盤
沈

下
を

未
然
防

止
す

る
た
め

、
地
盤

沈
下

観
測
所

で
の

地
下
水

位
及

び
地
盤

沈
下

量
の
常

時
監

視
、

地
下
水

採
取

量
の
把

握
、

地
下
水

採
取
事

業
場

に
対
す

る
指

導
等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
86
4

6
,7
6
0

△
 
89
6

土
壌
・

地
下
水

汚
染

対
策
推

進
事

業

土
壌
・

地
下

水
汚
染

に
よ

る
府
民

の
健
康

影
響

の
防
止

を
図

る
た
め

、
水

質
汚
濁

防
止

法
に
基

づ
く
有

害
物

質
を

含
む

地
下
浸

透
水

の
浸
透

防
止
指

導
に

加
え
、

土
壌

汚
染
対

策
法

及
び
大

阪
府

生
活
環

境
の
保

全
等

に
関

す
る

条
例
に

基
づ

き
、
土

地
所

有
者
等

が
行
う

土
壌

汚
染
状

況
調

査
や
汚

染
の

除
去
等

の
措
置

に
対

す
る

指
導

を
行
う

。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
97
5

2
,0
4
4

△
 6
9

地
下
水

の
代
替

用
水

の
供
給

地
下
水

の
代

替
と
し

て
の

工
業
用

水
道
を

安
定

的
に
供

給
水

道
部

4,
8
9
7
,8
2
3

3
,
6
91
,
4
6
6

1
,
2
0
6,
3
5
7

Ⅱ
－
６

　
騒
音

・
振

動
の
防

止
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

関
西
国

際
空
港

に
お

け
る
環

境
保

全
対
策

の
推

進
関

西
国

際
空

港
の
運

用
等

に
か
か

る
航
空

機
騒

音
等
の

環
境

面
の
諸

課
題

に
関
し

て
、

関
係
部

局
等
と

協
議

を
進

め
、

総
合
的

な
調

整
を

図
る

。
に

ぎ
わ
い

創
造

部
-

-
-

関
西
国

際
空
港

環
境

監
視
機

構
運

営
事
業

府
と
泉

州
9
市

4
町
で

設
立

し
た
「

関
西
国

際
空

港
環
境

監
視

機
構
」

に
よ

り
、
関

西
国

際
空
港

の
建
設

工
事

及
び

運
用

と
関
連

事
業

の
実
施

に
よ
る

環
境

等
に
及

ぼ
す

影
響
に

つ
い

て
監
視

す
る

。
に

ぎ
わ
い

創
造

部
5
,
90
4

6
,2
1
5

△
 
31
1

空
港
周

辺
住
民

助
成

事
業

国
が
行

う
移

転
補
償

及
び

緑
地
整

備
事
業

に
よ

り
住
宅

等
を

移
転
す

る
者

に
対
し

、
移

転
資
金

の
利
子

補
給

を
行

う
。

ま
た
、

大
阪

国
際
空

港
周

辺
地
域

及
び
緑

地
地

域
か
ら

移
転

す
る
営

業
者

に
対
し

、
移
転

資
金

の
あ

っ
せ

ん
融
資

等
を

行
う
。

に
ぎ

わ
い

創
造

部
2
,
10
8

11
,7
7
9

△
 
9
,
67
1

空
港
周

辺
整
備

機
構

助
成
事

業
（

民
家
防

音
工

事
へ
の

助
成

等
）

航
空
機

騒
音

防
止
法

に
基

づ
き
設

立
し
た

「
空

港
周
辺

整
備

機
構
」

が
行

う
民
家

防
音

工
事
助

成
事
業

に
対

し
補

助
を

行
う
と

と
も

に
、
固

有
事

業
に
つ

い
て
資

金
の

一
部
を

貸
し

付
け
る

。
に

ぎ
わ
い

創
造

部
2
6
0
,
69
4

1
12

,8
6
2

1
4
7
,
83
2

空
港
周

辺
整
備

事
業

大
阪
国

際
空

港
周
辺

地
域
に

お
い

て
、
関

係
市

が
生
活

環
境

の
改
善

を
図

る
た
め

、
移

転
跡
地

等
を
利

用
し

て
行

う
周

辺
環
境

基
盤

施
設
の

整
備
に

対
し

、
国
と

共
同

し
て
補

助
を

行
う
と

と
も

に
、
法

定
受

託
事

務
と
し

て
指

導
・
監

督
を

行
う
。

に
ぎ

わ
い

創
造

部
-

-
-

空
港
周

辺
緑
地

整
備

事
業

大
阪
国

際
空

港
周
辺

の
騒

音
激
甚

地
域
に

お
け

る
住
環

境
の

向
上
を

図
る

た
め
、

国
と

協
力
し

て
同
地

域
の

緑
地

整
備

を
進

め
る

。
に

ぎ
わ
い

創
造

部
6
0
8
,
75
8

9
28

,3
6
9

△
 3
1
9
,
61
1

沿
道
環

境
対
策

の
推

進
大

阪
府

道
路

環
境
対

策
連
絡

会
議

が
平
成

9
年
3
月

に
策

定
し

た
「
大

阪
府

域
の
沿

道
環

境
対
策

に
つ
い

て
」
に

基
づ

き
、
関

係
諸

機
関
の

連
携
の

下
、

沿
道
に

お
け

る
環
境

対
策

の
推
進

を
図

る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-
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関
西
国

際
空
港

周
辺

に
お
け

る
航

空
機
騒

音
実

態
調
査

事
業

関
西
国

際
空

港
周
辺

に
お

い
て
、

航
空
機

騒
音

の
実
態

調
査

を
行
い

、
航

空
機
騒

音
に

係
る
環

境
基

準
の

達
成
状

況
を

把
握

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
38
5

2
,3
8
5

0

市
町
村

環
境
担

当
職

員
騒
音

・
振

動
研
修

会
の

開
催

市
町
村

の
騒

音
・
振

動
担

当
職
員

の
事
務

・
技

術
能
力

の
向

上
を
図

る
た

め
、
研

修
会

を
開
催

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
5
8

5
8

0

騒
音
振

動
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

交
通
騒

音
（

航
空
機

騒
音

を
除
く

）
の
常

時
監

視
を
行

う
と

と
も
に

、
騒

音
・
振

動
に

係
る
法

条
例

の
施

行
に
必

要
な

検
査
分

析
や

市
町
村

で
技
術

的
に

対
応
困

難
な

騒
音
、

振
動

、
低
周

波
音

の
検
査

分
析
等

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
1
,
41
5

12
,7
1
6

△
 
1
,
30
1

大
阪
国

際
空
港

周
辺

に
お
け

る
航

空
機
騒

音
の

常
時
監

視
等

大
阪
国

際
空

港
周
辺

に
お

け
る
航

空
機

騒
音
の

状
況
を

把
握

し
、
航

空
機

公
害
対

策
の

基
礎
資

料
を
得

る
た

め
、

常
時

監
視
を

行
な

う
と
と

も
に
、

関
係

市
と

連
携

し
航

空
機
騒

音
の

随
時
測

定
を

行
な
う

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
67
3

4
,8
6
0

8
1
3

低
周
波

音
問
題

に
関

す
る
技

術
指

導
「

低
周

波
音

問
題
対

応
の

手
引
書

」
（
平

成
1
6
年

度
環

境
省

策
定
）

に
基

づ
く
苦

情
対

応
に
お

い
て
、

市
町

村
で

技
術

的
に
対

応
困

難
な
問

題
に
関

し
、

技
術
指

導
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

鉄
軌
道

騒
音
・

振
動

の
実
態

把
握

及
び

対
策

の
促

進
鉄

軌
道

騒
音

・
振
動

問
題

へ
の
適

切
な
対

応
を

図
る
た

め
、

鉄
軌
道

騒
音

・
振
動

苦
情

の
発
生

源
・
伝

搬
経

路
・

苦
情

者
の
住

居
等

で
の
騒

音
・

振
動

測
定

調
査
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
50
9

3
,3
7
8

△
 
2
,
86
9

エ
コ
バ

リ
ア
（

環
境

に
配
慮

し
た

低
層
遮

音
壁

）
開
発

普
及

事
業

騒
音
対

策
、

排
ガ
ス

対
策

、
ヒ
ー

ト
ア
イ

ラ
ン

ド
対
策

及
び

リ
サ
イ

ク
ル

の
推
進

な
ど

、
多
面

的
な
環

境
配

慮
技

術
を

加
え
た

低
層

遮
音
壁

（
エ
コ

バ
リ

ア
）
の

開
発

を
図
る

た
め

、
エ
コ

バ
リ

ア
に
適

し
た
材

質
、
付

加
機

能
等
に

つ
い

て
検
討

を
行
う

。
（

休
廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

1
,6
0
6

△
 
1
,
60
6

Ⅱ
－
７

　
有
害

化
合

物
質
に

よ
る

環
境
リ

ス
ク

の
低
減

・
管

理
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

Ｐ
Ｒ
Ｔ

Ｒ
法
（

特
定

化
学
物

質
の

環
境
へ

の
排

出
量
の

把
握

等
及

び
管
理

の
改

善
の
促

進
に

関
す
る

法
律

）
推
進

事
業

法
に
基

づ
く

排
出
量

、
移

動
量
の

届
出
を

受
け

付
け
る

と
と

も
に
、

デ
ー

タ
の
集

計
・

公
表
や

事
業
者

に
対

す
る

技
術

的
助
言

等
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
33
6

4
9
0

△
 
15
4

化
学
物

質
対
策

推
進

事
業

化
学
物

質
に

関
す
る

情
報

提
供
に

努
め
て

い
く

と
と
も

に
、

有
害
化

学
物

質
の
管

理
を

促
進
す

る
た

め
の

体
系
的

な
施

策
戦
略

を
と

り
ま
と

め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

ダ
イ
オ

キ
シ
ン

類
対

策
事
業

（
発

生
源
対

策
）

ダ
イ
オ

キ
シ

ン
類
対

策
特

別
措
置

法
に
基

づ
く

規
制
基

準
の

遵
守
指

導
を

図
る
た

め
、

規
制
対

象
工
場

や
事

業
場

に
対

し
、
立

入
検

査
や
改

善
指

導
等
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
31
9

1
,5
2
2

△
 
20
3

有
害
化

学
物
質

排
出

抑
制
事

業
化

学
物

質
適

正
管
理

指
針
に

基
づ

き
、
工

場
等

に
使
用

量
の

報
告
を

求
め

る
こ
と

で
、

工
場
等

が
自
主

的
に

化
学

物
質

の
適
正

管
理

を
行
う

こ
と

を
促
進

さ
せ
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

有
害
大

気
汚
染

物
質

発
生
源

対
策

調
査
事

業
有

害
大

気
汚

染
物
質

の
削

減
を
推

進
す
る

た
め

、
工
場

・
事

業
場
に

お
け

る
排
出

実
態

等
調
査

に
つ
い

て
、
国

の
事

業
を
受

託
し

て
実
施

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
30
0

1
,3
0
0

0

ダ
イ
オ

キ
シ
ン

類
常

時
監
視

ダ
イ
オ

キ
シ

ン
類
対

策
特

別
措
置

法
に
基

づ
き

、
大
気

、
水

質
（
底

質
を

含
む
）

、
地

下
水
、

土
壌
の

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
の
常

時
監

視
を
行

い
、
府

域
の

汚
染
状

況
を

把
握
す

る
と

と
も
に

、
追

跡
調
査

や
精
度

管
理

、
排

出
規

制
に
係

る
測

定
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
0
4
,
17
9

1
08

,2
2
4

△
 
4
,
04
5

水
質
分

析
方
法

検
討

試
験
等

国
庫

委
託
事

業
環

境
省

の
委

託
を
受

け
、

水
中
、

大
気
中

、
底

質
及
び

生
物

内
の
微

量
化

学
物
質

の
分

析
法
の

開
発
、

環
境

調
査

、
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

、
特
に

毒
性
の

強
い

も
の
に

つ
い

て
の
特

別
調

査
等
を

行
い

、
有
害

化
学
物

質
対

策
の

基
礎

資
料
を

得
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
35
0

5
,0
8
4

2
6
6

有
害
化

学
物
質

管
理

推
進
事

業
環

境
ホ

ル
モ

ン
や
P
R
T
R法

の
対
象

化
学
物

質
に

つ
い
て

、
一

般
環
境

中
の

濃
度
状

況
な

ど
の
情

報
収

集
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

府
有
施

設
吹
付

ア
ス

ベ
ス
ト

対
策
事

業
ア

ス
ベ

ス
ト

に
よ
る

健
康

被
害
を

防
ぐ
た

め
、

府
有
施

設
に

お
い
て

、
使

用
さ
れ

て
い

る
吹
付

け
ア
ス

ベ
ス

ト
の

除
去

等
対
策

工
事

を
吹
付

け
ア
ス

ベ
ス

ト
対
策

工
事

計
画
に

基
づ

き
実
施

す
る

と
と
も

に
、
空

気
環

境
測

定
等

の
定
期

点
検

を
実
施

す
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

ほ
か

7
9
0
,
97
2

1
,
6
26
,
4
2
8

△
 
8
3
5,
4
5
6

民
間
建

築
物
ア

ス
ベ

ス
ト
対

策
事

業
ア

ス
ベ

ス
ト

に
よ
る

健
康

被
害
を

防
ぐ
た

め
、

民
間
建

築
物

に
使
用

さ
れ

て
い
る

吹
付

ア
ス
ベ

ス
ト
に

つ
い

て
、

劣
化

等
に
よ

り
衛

生
上
著

し
く
有

害
と

な
る
恐

れ
が

あ
る
場

合
に

は
、
建

築
基

準
法
に

基
づ
き

、
所

有
者

等
に

対
し
て

除
去

等
の
必

要
な
措

置
を

指
導
す

る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

9
,
65
8

1
,9
3
7

7
,
72
1

ア
ス
ベ

ス
ト
対

策
事

業
学

校
施

設
に

使
用
さ

れ
て

い
る
ア

ス
ベ

ス
ト
を

含
有
し

た
吹

き
付
け

剤
の

飛
散
防

止
対

策
工
事

を
行
う

。
教

育
委
員

会
3
0
,
73
8

6
93
,
6
9
9

△
 
6
6
2,
9
6
1
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Ⅱ
－
８

　
環
境

保
健

対
策
及

び
公

害
紛
争

処
理

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

環
境
保

健
サ
ー

ベ
イ

ラ
ン
ス

調
査

受
託
事

業
全

国
的

に
実

施
さ
れ

て
い

る
大
気

汚
染
濃

度
と

呼
吸
器

症
状

等
の
関

係
を

示
す
調

査
の

一
環
と

し
て

大
阪

府
の
現

状
を

把
握

す
る

。
健

康
福
祉

部
2
,
06
9

1
,9
8
7

8
2

微
小
粒

子
状
物

質
曝

露
影
響

調
査

受
託
事

業
環

境
基

準
設

定
の
基

礎
資

料
と
す

る
た
め

、
調

査
票
を

用
い

て
、
デ

ィ
ー

ゼ
ル
排

ガ
ス

由
来
の

微
小
粒

子
状

物
質

と
健

康
影
響

と
の

関
連
を

調
査
す

る
。

（
休
廃

止
）

健
康

福
祉

部
-

3
,3
5
2

△
 
3
,
35
2

輸
入
食

品
の
安

全
性

評
価
事

業
食

品
衛

生
法

に
よ
り

、
食

品
に
残

留
す
る

農
薬

の
許
容

限
度

が
定
め

ら
れ

て
お
り

、
国

内
産
の

み
な

ら
ず

輸
入
農

産
物

に
も
適

用
さ

れ
る
こ

と
か
ら

、
輸

入
農
作

物
の

残
留
農

薬
検

査
の
迅

速
化

、
省
力

化
を
検

討
し

、
食

品
の

安
全
性

の
向

上
に
寄

与
す
る

。
健

康
福
祉

部
1
1
,
66
4

12
,2
7
7

△
 
61
3

食
品
、

容
器
包

装
等

の
Ｐ
Ｃ

Ｂ
汚

染
調
査

魚
介
類

、
肉

卵
類
、

乳
・

乳
製
品

及
び
容

器
包

装
に
つ

い
て

、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
汚

染
の
実

態
調

査
を
実

施
健

康
福
祉

部
59
2

6
3
9

△
 
4
7

苦
情
の

処
理

公
害
紛

争
処

理
法
に

基
づ

き
、
府

及
び
府

内
市

町
村
へ

寄
せ

ら
れ
た

公
害

に
関
す

る
苦

情
の
処

理
状

況
を

調
査
し

、
と

り
ま
と

め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

公
害
に

係
る
健

康
被

害
救
済

制
度

等
の

円
滑

な
実

施
（

独
）

環
境

再
生
保

全
機

構
か
ら

の
助
成

を
受

け
、
大

阪
府

及
び
旧

指
定

7
市
が

行
う
健

康
被

害
予
防

事
業

が
円

滑
に

実
施
さ

れ
る

よ
う
調

整
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

公
害
健

康
被
害

対
策

事
業

公
害
病

の
認

定
患
者

が
死

亡
し
た

際
、
そ

の
遺

族
の
申

請
に

基
づ
き

見
舞

金
を
給

付
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
5
,
30
0

15
,
9
5
0

△
 
6
5
0

公
害
審

査
会
の

運
営

公
害
に

係
る

民
事
上

の
紛

争
が
発

生
し
た

場
合

に
、
あ

っ
せ

ん
、
調

停
、

仲
裁
に

よ
り

、
そ
の

迅
速
か

つ
適

正
な

解
決

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
29
3

2
9
3

0

大
阪
府

生
活
環

境
の

保
全
等

に
関

す
る
条

例
委

任
事
務

交
付

金
府

生
活

環
境

の
保
全

等
に

関
す
る

条
例
に

基
づ

く
公
害

防
止

に
係
る

事
務

の
適
正

な
執

行
を
図

る
た
め

、
同

条
例

の
規

定
に
よ

り
、

事
務
の

処
理
を

行
っ

た
市
町

村
長

に
対
し

、
交

付
金
を

交
付

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
7
4
,
56
7

74
,6
5
1

△
 8
4

有
線
テ

レ
ビ

放
送
施

設
に
係

る
手

続
き
の

円
滑

な
実
施

電
波
障

害
対

策
の
一

環
と

し
て
有

線
テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン
放

送
法

に
基
づ

く
有

線
テ
レ

ビ
ジ

ョ
ン
放

送
施

設
の

設
置
及

び
変

更
手
続

き
を

円
滑
に

実
施
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

石
綿
健

康
被
害

救
済

促
進
事

業
「

石
綿

に
よ

る
健
康

被
害

の
救
済

に
関
す

る
法

律
」
に

基
づ

く
石
綿

健
康

被
害
救

済
基

金
に
対

し
て
資

金
を

拠
出

す
る

こ
と
に

よ
り

、
救
済

制
度
の

円
滑

な
運
用

に
資

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
4
6
,
73
0

-
4
6
,
73
0

法
・
条

例
に
よ

る
日

影
の
規

制
建

築
基

準
法

及
び
府

建
築

基
準
施

行
条
例

に
基

づ
く
日

影
規

制
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-
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豊
か
な

自
然
と

の
共

生
や
文

化
が

実
感
で

き
る

魅
力
あ

る
地

域
の
実

現
（
共

生
・

魅
力
）

Ⅲ
－
１

　
生
物

多
様

性
の
確

保
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

ビ
オ
ト

ー
プ
（

野
生

生
物
の

生
息

空
間
）

の
普

及
啓
発

野
生
生

物
と

共
生
で

き
る

環
境
づ

く
り

の
推
進

に
資
す

る
た

め
、
生

き
も

の
の
生

息
空

間
を
確

保
す
る

ビ
オ

ト
ー

プ
の

考
え
方

の
普

及
促
進

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

希
少
野

生
動
植

物
種

保
護
増

殖
事

業
国

指
定

の
天

然
記
念

物
で

種
の
保

存
法

に
よ
る

国
内
希

少
野

生
動
植

物
種

に
指
定

さ
れ

て
い
る

イ
タ
セ

ン
パ

ラ
の

保
護

増
殖
を

図
る

た
め
、

密
猟
パ

ト
ロ

ー
ル
の

実
施

や
研
究

会
の

運
営
等

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
50
0

1
,5
0
0

0

関
西
国

際
空
港

周
辺

海
域
の

採
捕

禁
止
区

域
に

係
る
普

及
啓

発
海

藻
が

繁
茂

し
、
魚

介
類

の
成
育

場
と
な

っ
て

い
る
関

西
国

際
空
港

周
辺

海
域
の

保
護

を
図
る

た
め

、
採

捕
禁
止

区
域

の
普
及

啓
発

を
実
施

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
9
,
81
1

9
,8
1
1

0

外
来
魚

の
実
態

調
査

及
び
密

放
流

防
止
に

向
け

た
啓
発

ブ
ラ
ッ

ク
バ

ス
等
の

外
来

魚
の
生

息
域

拡
大
に

よ
り
、

漁
業

や
生
態

系
へ

の
影
響

が
生

じ
て
い

る
こ
と

か
ら

、
生

息
・

影
響
状

況
等

調
査
及

び
密
放

流
防

止
の

た
め

啓
発

活
動
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
55
8

2
,5
5
8

0

大
阪
府

民
牧
場

の
管

理
運
営

牧
場
が

持
つ

み
ど
り

豊
か

な
自
然

の
中
で

、
家

畜
と
の

ふ
れ

あ
い
等

を
通

じ
て
、

府
民

に
潤
い

を
提
供

す
る

府
民

牧
場

の
管
理

運
営

を
行

な
う

。
環

境
農
林

水
産

部
8
8
,
03
2

89
,4
9
8

△
 
1
,
46
6

狩
猟
の

適
正
化

事
業

野
生
鳥

獣
の

違
法
な

捕
獲

を
防
止

し
、
豊

か
な

自
然
環

境
を

創
造
す

る
た

め
、
狩

猟
免

許
更
新

者
等
に

対
す

る
講

習
や

啓
発
の

た
め

の
パ

ト
ロ

ー
ル
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
99
5

8
,2
2
2

△
 
4
,
22
7

動
物
愛

護
推
進

事
業

犬
、
猫

等
の

動
物
の

愛
護

と
適
正

な
飼
養

を
推

進
す
る

た
め

、
動
物

取
扱

業
者
へ

の
指

導
を
徹

底
し
、

府
民

の
動

物
に

対
す
る

愛
護

精
神
の

高
揚
、

府
民

の
安
全

の
確

保
及
び

公
衆

衛
生
の

向
上

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
6
,
86
7

60
,9
8
9

△
 
4
,
12
2

外
来
生

物
対
策

事
業

ア
ラ
イ

グ
マ

防
除
実

施
計

画
に
基

づ
き
、

市
町

村
と
連

携
し

た
ア
ラ

イ
グ

マ
対
策

を
実

施
し
、

生
態
系

の
保

全
に

努
め

る
。
ま

た
、

府
内
に

生
息
す

る
外

来
生
物

に
対

す
る
普

及
啓

発
や
早

期
対

応
の
基

礎
と
す

る
た

め
、

外
来

生
物
目

録
を

作
成

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
31
3

3
,5
0
0

△
 
18
7

人
と
動

物
の
共

生
す

る
ま
ち

づ
く

り
啓
発

事
業

生
態
系

等
に

被
害
を

及
ぼ

す
外
来

生
物
対

策
等

を
行
う

。
（

休
廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

1
,
5
0
0

△
 1
,
50
0

鳥
獣
保

護
管
理

事
業

野
生
鳥

獣
の

保
護
管

理
を

図
る
た

め
、
救

護
ド

ク
タ
ー

や
愛

鳥
モ
デ

ル
校

の
指
定

、
鳥

獣
保
護

区
や
特

定
猟

具
使

用
禁

止
区
域

の
設

定
、
鳥

獣
保

護
員

の
任

命
等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
8
,
81
1

23
,2
5
9

5
,
55
2

動
物
愛

護
の
拠

点
機

能
の
調

査
検

討
事
業

す
べ
て

の
人

が
「
動

物
は

命
あ
る

も
の
」

で
あ

る
こ
と

を
認

識
し
、

人
と

動
物
が

共
生

し
て
い

け
る
社

会
を

目
指

し
、

動
物
を

、
そ

の
習
性

を
理
解

し
た

上
で
適

正
に

取
り
扱

う
よ

う
に
す

る
た

め
、
動

物
愛

護
の

拠
点
機

能
の

調
査
検

討
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
00
0

1
,0
0
0

0

所
有
者

の
い
な

い
ね

こ
の
適

正
管

理
事
業

地
域
に

生
息

す
る
所

有
者

の
い
な

い
ね
こ

に
つ

い
て
、

地
域

住
民
と

え
さ

を
与
え

る
人

の
合
意

形
成
に

よ
り

、
え

さ
や

り
や
清

掃
等

の
ル
ー

ル
を
定

め
る

な
ど
し

、
生

活
環
境

被
害

の
軽
減

等
と

所
有
者

の
い
な

い
ね

こ
の

減
少

を
図
る

た
め

、
助
言

等
を
行

う
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

タ
ー
を

養
成

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
00
0

-
1
,
00
0

油
流
出

事
故
時

の
野

生
鳥
獣

救
護

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く

り
事

業

大
阪
湾

で
の

油
汚
染

事
故

発
生
時

の
危
機

管
理

意
識
の

普
及

と
自
然

環
境

保
護
の

意
識

啓
発
を

図
る
と

と
も

に
、

事
故

発
生
時

に
野

生
鳥
獣

の
救
護

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活

動
の
中

心
的

役
割
を

担
う

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

リ
ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
97
2

-
97
2

い
き
い

き
水
路

モ
デ

ル
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

オ
ア
シ

ス
構
想

推
進

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ま
ち
づ

く
り
水

路
整

備
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
域
総

合
オ
ア

シ
ス

整
備
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

大
阪
府

内
に
お

け
る

生
物
分

布
前

線
調
査

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅳ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

河
川
氾

濫
原
の

生
態

学
的
機

能
研

究
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲
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Ⅲ
－
２

　
自
然

環
境

の
保
全

・
回

復
・
創

出
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

府
立
青

少
年
海

洋
セ

ン
タ
ー

の
管

理
運
営

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
生

活
文
化

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
立
総

合
青
少

年
野

外
活
動

セ
ン

タ
ー
の

管
理

運
営
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
生

活
文
化

部
別
掲

別
掲

別
掲

ブ
ナ
林

保
全

整
備
管

理
事
業

国
の
天

然
記

念
物
で

あ
る

和
泉
葛

城
山
の

ブ
ナ

林
を
保

全
す

る
た
め

、
府

が
買
収

し
た

周
辺
森

林
約
5
4
h
a

で
、
ブ

ナ
の

森
づ
く

り
を

め
ざ
し

た
保
全

整
備

事
業
を

行
う

(
財
)
大

阪
み

ど
り
の

ト
ラ

ス
ト
協

会
に
対

し
て

助
成

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
62
1

3
,6
2
1

0

三
草
山

緑
地
環

境
保

全
事
業

府
自
然

環
境

保
全
条

例
に

基
づ
く

緑
地
環

境
保

全
地
域

に
指

定
し
た

三
草

山
の
保

全
管

理
事
業

を
行
う

(
財
)
大

阪
み

ど
り
の

ト
ラ

ス
ト
協

会
に
対

し
て

助
成
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
68
6

2
,6
8
6

0

自
然
環

境
保
全

地
域

等
保
全

事
業

府
内
に

残
さ

れ
た
貴

重
な

自
然
環

境
を
保

全
す

る
た
め

、
「

大
阪
府

自
然

環
境
保

全
審

議
会
」

（
現
環

境
審

議
会

）
の

審
議
を

経
て

、
指
定

さ
れ
た

自
然

環
境
保

全
地

域
等
で

(
財
)
大

阪
み

ど
り

の
ト
ラ

ス
ト
協

会
が

行
う

保
全

管
理
事

業
に

対
し
て

助
成
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
96
1

2
,9
6
1

0

自
然
保

護
指
導

事
業

良
好
な

自
然

環
境
を

保
全

す
る
た

め
、
自

然
環

境
保
全

指
導

員
を
任

命
し

、
国
定

公
園

区
域
や

自
然
環

境
保

全
地

域
等

の
巡
視

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
9
,
66
8

11
,3
6
0

△
 
1
,
69
2

府
立
自

然
公
園

構
想

推
進
事

業
（
泉

州
西
部

地
区

）
泉

州
西

部
地

区
の
景

観
の

保
全
と

活
用
を

図
る

た
め
、

府
立

自
然
公

園
の

指
定
に

向
け

て
、
自

然
景

観
、

動
植
物

、
歴

史
、
文

化
等

に
つ
い

て
基
礎

調
査

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
10
0

5
,2
5
0

△
 
3
,
15
0

共
生
の

森
づ
く

り
活

動
支
援

事
業

堺
第
7
-
3
区
産

業
廃

棄
物
最

終
処
分

場
跡

地
に
お

い
て

、
自
然

再
生

の
シ
ン

ボ
ル

と
な
る

共
生
の

森
を

整
備

し
、

府
民

・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・

企
業
等

多
様
な

主
体

と
の
協

働
に

よ
る
森

づ
く

り
活
動

を
支

援
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
00
0

5
,0
0
0

0

自
然
環

境
教
育

推
進

事
業

小
学
生

を
主

な
対
象

と
し

て
、
環

境
指

標
と
な

る
生
物

の
生

息
数
や

生
息

環
境
に

つ
い

て
学
習

す
る
環

境
学

習
を

主
眼

に
置
い

た
自

然
環
境

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
調
査

を
実

施
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
14
8

1
,
0
0
0

1
4
8

治
山
事

業
森

林
の

維
持

造
成
を

通
じ

て
、
山

地
に
起

因
す

る
災
害

か
ら

府
民
の

生
命

財
産
を

保
全

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
9
9
6
,
73
4

1
,
1
03
,
1
7
5

△
 
1
0
6,
4
4
1

自
然
環

境
の
保

全
と

回
復
に

関
す

る
協
定

の
締

結
に
係

る
事

務
開

発
と

自
然

環
境
の

調
和

を
図
る

と
と

も
に
、

積
極
的

な
自

然
回
復

を
行

わ
せ
る

た
め

、
開
発

者
と
協

定
を

締
結

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

自
然
公

園
特
別

地
域

（
特
別

保
護

地
区
）

内
許

可
、
同

普
通

地
域

内
届
出

及
び

近
郊
緑

地
保

全
区
域

内
届

出
に
係

る
事

務

自
然
公

園
区

域
内
及

び
近

郊
緑
地

保
全
区

域
内

の
各
種

行
為

に
つ
い

て
、

適
正
に

審
査

・
指
導

を
行
う

と
と

も
に

、
違

法
行
為

等
の

未
然
防

止
に
努

め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
7

43
1
4

種
苗
養

成
事
業

優
良
な

山
林

を
造
成

す
る

た
め
、

府
の
気

候
や

土
壌
等

の
条

件
に
あ

っ
た

生
育
の

良
好

な
母
樹

を
指
定

し
、
優

良
種

子
の
採

取
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
66
2

6
6
2

0

森
林
計

画
事
業

森
林
資

源
の

保
続
培

養
と

森
林
生

産
力
の

増
大

を
図
る

た
め

、
地
域

森
林

計
画
の

基
礎

資
料
と

し
て

森
林

区
域
の

現
況

調
査
、

資
料

整
理
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
4
,
87
4

4
,8
7
6

△
 
2

森
林
造

成
事
業

山
地
災

害
の

防
止
や

水
源

の
か
ん

養
を
図

る
た

め
、
荒

廃
森

林
を
整

備
す

る
森
林

所
有

者
や
森

林
組

合
に

対
し
て

補
助

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
8
7
,
82
3

1
01

,0
7
1

△
 
1
3
,
24
8

森
林
保

全
管
理

事
業

（
森

林
保

全
員

）
保

安
林

・
府

営
林
の

適
正

管
理
を

図
り
、

健
全

な
森
林

と
し

て
維
持

す
る

た
め
、

森
林

保
全
員

を
任
命

し
森

林
巡

視
活

動
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
1
,
59
2

1
1
4
21

1
7
1

府
営
林

整
備
事

業
民

有
地

に
地

上
権
を

設
定

し
た
「

府
営
林

」
に

お
い
て

、
森

林
の
保

育
管

理
を
行

う
こ

と
に
よ

り
多
様

な
公

益
的

機
能

を
高
度

に
発

揮
す
る

森
林
の

育
成

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
7
3
,
71
0

7
8
7
97

△
 
5
,
08
7

保
安
林

整
備
緊

急
対

策
事
業

規
模
が

零
細

な
荒
廃

保
安

林
の
整

備
を
行

い
、

保
安
林

の
持

つ
国
土

の
保

全
等
公

益
的

機
能
の

回
復
及

び
維

持
・

増
進

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
4
7
,
24
5

49
,5
0
6

△
 
2
,
26
1

保
安
林

整
備
推

進
事

業
森

林
法

に
基

づ
き
保

安
林

の
指
定

及
び
保

安
林

の
適
正

な
管

理
に
努

め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
8
,
63
0

8
,
9
2
2

△
 
2
9
2

林
地
開

発
許
可

及
び

保
安
林

（
保

安
施
設

地
区

）
内
作

業
許

可
に

係
る

事
務

地
域
森

林
計

画
対
象

民
有
林

に
お

け
る
開

発
行

為
及
び

保
安

林
等
に

お
け

る
各
種

行
為

を
適
正

に
審
査

・
指

導
す

る
と

と
も
に

、
当

該
地
域

に
お
け

る
違

法
行
為

等
の

未
然
防

止
に

努
め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
47
9

4
8
9

△
 1
0
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林
道
開

設
改
良

事
業

森
林
管

理
の

効
率
化

を
図

る
た
め

、
林
道

開
設

や
林
道

改
良

を
実
施

す
る

市
町
村

に
対

し
て
補

助
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
6
,
00
0

6
,
00

0
0

間
伐
促

進
強
化

対
策

事
業

健
全
な

森
林

の
育
成

と
森

林
の
公

益
的

機
能
の

維
持
増

進
を

図
る
た

め
、

間
伐
実

施
事

業
等
に

対
し
て

助
成

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
47
9

4
,9
9
7

4
8
2

企
業
参

加
の
森

づ
く

り
推
進

事
業

企
業
と

の
協

働
に
よ

る
森

づ
く
り

を
進
め

る
た

め
、
企

業
が

森
づ
く

り
に

協
力
す

る
た

め
の
仕

組
み
づ

く
り

や
、

企
業

と
と
も

に
府

民
に
森

づ
く
り

活
動

へ
の
参

加
を

促
す
た

め
の

取
組
み

を
行

う
。
（

休
廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

2
,3
0
0

△
 
2
,
30
0

企
業
と

の
連
携

に
よ

る
冒
険

の
森

づ
く
り

事
業

企
業
が

主
体

と
な
っ

て
実

施
す
る

、
森
林

を
利

用
し
て

子
ど

も
を
育

て
る

「
キ
ッ

ズ
レ

ン
ジ
ャ

ー
ズ
ス

ク
ー
ル

」
の

開
催
や

「
冒

険
の
森

づ
く
り

」
の

取
組
み

に
対

し
、
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

提
供

、
活
動

場
所
の

あ
っ
せ

ん
、

安
全
施

設
用

の
資
材

提
供
な

ど
の

支
援
を

モ
デ

ル
的
に

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
9
,
80
0

-
9
,
80
0

N
P
O等

に
よ
る

協
働
の

森
づ

く
り
活

動
推

進
事
業

N
P
O法

人
等
に

よ
る

府
民
参

加
の

森
づ
く

り
講
座

・
活

動
な
ど

を
募

集
し
、

森
林

整
備
を

通
じ

た
地
球

温
暖

化
対

策
と

し
て
評

価
で

き
る
活

動
に
か

か
る

経
費
の

一
部

を
補
助

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
00
0

-
1
,
00
0

放
置
森

林
対
策

事
業

費
防

災
上

の
観

点
等
か

ら
、

森
林
の

中
で
も

府
が

重
要
度

の
高

い
地
域

を
選

定
し
、

そ
の

地
域
内

で
森
林

の
管

理
度

が
低

く
放
置

さ
れ

た
森
林

を
対
象

に
、

優
先
的

に
森

林
管
理

対
策

を
推
進

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
50
0

-
2
,
50
0

自
然
海

浜
保
全

地
区

管
理
事

業
府

域
に

残
さ

れ
た
貴

重
な

自
然
海

浜
（
岬

町
）

を
保
全

す
る

た
め
、

岬
町

に
助
成

を
行

い
、
自

然
海

浜
保

全
地
区

内
の

ト
イ
レ

の
維

持
管
理

や
ご
み

の
回

収
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
96
3

2
,0
1
3

△
 5
0

農
作
物

鳥
獣
被

害
防

止
対
策

事
業

鳥
獣
に

よ
る

農
作
物

被
害

を
防
ぐ

た
め

、
市
町

村
や
農

業
者

団
体
が

設
置

す
る
防

護
柵

に
対
し

、
助
成

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
7
,
27
1

19
,1
3
0

△
 
1
,
85
9

い
き
い

き
水
路

モ
デ

ル
事
業

農
業
用

水
路

の
改
修

に
よ

り
農
業

用
水
の

確
保

、
雨
水

の
排

水
と
い

っ
た

基
本
的

な
機

能
の
保

全
を
図

る
と

と
も

に
、

安
全
な

ま
ち

づ
く
り

、
水
と

緑
豊

か
な
水

辺
づ

く
り
の

観
点

か
ら
、

多
面

的
な
整

備
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
2
3
6
,
25
0

2
62

,5
0
0

△
 
2
6
,
25
0

オ
ア
シ

ス
構
想

推
進

事
業

た
め
池

を
農

業
用
施

設
と

し
て
活

か
し
つ

つ
、

都
市
に

う
る

お
い
と

や
す

ら
ぎ
を

与
え

る
地
域

の
貴
重

な
環

境
資

源
と

し
て
総

合
的

に
整
備

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
9
9
,
07
5

1
64

,8
0
0

△
 
6
5
,
72
5

た
め
池

愛
護

月
間

の
実

施
5
月
を

「
た
め

池
愛

護
月
間

」
と

定
め
、

た
め
池

の
維

持
管
理

の
万

全
を
図

り
、

災
害
の

未
然
防

止
に

努
め

る
と

と
も

に
、
水

辺
空

間
を
保

全
活

用
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

ま
ち
づ

く
り
水

路
整

備
事
業

網
の
目

状
に

展
開
す

る
農

業
用
水

路
が
持

つ
多

面
的
な

機
能

を
有
効

に
活

用
し
、

安
全

で
快
適

な
ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
た
め

、
親

水
施
設

や
防

災
施

設
の

整
備
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
5
3
7
,
97
5

2
76

,1
1
4

2
6
1
,
86
1

水
質
保

全
対
策

事
業

都
市
化

の
進

展
に
伴

い
、

家
庭
雑

排
水
が

農
業

用
水
路

等
に

流
入
し

農
業

用
水
が

著
し

く
汚
濁

し
て
い

る
地

区
に

お
い

て
、
用

排
水

路
の
分

離
や
水

質
の

改
善
を

行
い

、
水
質

汚
濁

に
よ
る

被
害

を
除
去

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
4
2
,
69
6

42
,6
9
6

0

地
域
総

合
オ
ア

シ
ス

整
備
事

業
た

め
池

が
広

範
囲
に

点
在

し
て
い

る
地
域

に
お

い
て
、

た
め

池
を
群

と
し

て
と
ら

え
老

朽
た
め

池
の
改

修
、
関

連
水

路
の
整

備
の

ほ
か
、

オ
ア
シ

ス
整

備
等
の

多
面

的
機
能

を
活

か
し
た

総
合

整
備
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
3
6
,
75
0

1
36

,5
0
0

△
 
9
9
,
75
0

土
地
改

良
事
業

指
導

費
（
維

持
管

理
助
成

）
農

業
団

体
が

保
有
す

る
農

業
水
利

施
設
（

た
め

池
、
水

路
等

）
の
維

持
管

理
を
支

援
す

る
た
め

、
農
業

団
体

が
施

設
の

維
持
補

修
を

行
う
際

に
必
要

な
事

業
費
の

３
割

に
つ
い

て
大

阪
府
土

地
改

良
事
業

団
体

連
合

会
に
補

助
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
8
,
50
5

8
,5
0
5

0

農
空
間

づ
く
り

プ
ラ

ン
推
進

事
業

地
域
住

民
が

主
体
と

な
っ

て
、
地

域
ご
と

の
特

色
や
課

題
を

踏
ま
え

た
、

良
好
な

農
空

間
を
中

心
と
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
保
全

・
創

造
す
る

た
め
の

プ
ラ

ン
策
定

を
支

援
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
87
5

3
,7
1
5

1
6
0

大
阪
府

農
空
間

保
全

・
活
用

指
針

に
基
づ

く
施

策
の
進

行
管

理
大

阪
の

良
好

な
農
空

間
を

保
全
・

活
用
す

る
た

め
に
策

定
し

た
「
大

阪
府

農
空
間

保
全

・
活
用

指
針
」

に
基

づ
く

施
策

の
進
行

管
理

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

漁
民
の

森
づ
く

り
活

動
推
進

事
業

豊
か
な

海
を

育
て
る

た
め

に
は
、

健
全
な

森
林

か
ら
河

川
を

通
じ
て

供
給

さ
れ
る

栄
養

分
が
不

可
欠

な
こ

と
か
ら

、
漁

業
者
自

ら
が

植
樹
や

間
伐
な

ど
を

行
い
、

豊
か

な
森
を

育
て

て
い
く

活
動

を
支
援

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
41
8

2
,7
2
0

△
 
30
2
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栽
培
漁

業
セ
ン

タ
ー

の
活
用

栽
培
漁

業
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て
オ

ニ
オ

コ
ゼ
・

ヒ
ラ
メ

等
4
魚

種
の

種
苗
生

産
・

放
流
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
4
,
16
8

4
,
2
1
2

△
 
4
4

環
境
・

生
態
系

保
全

活
動
支

援
調

査
・
実

証
事

業
漁

業
者

と
地

域
住
民

、
N
P
O
等
が

連
携
し

て
藻
場

や
干

潟
の
保

全
を

進
め
る

上
で

必
要
な

活
動
内

容
、

体
制

、
経

費
等

を
検
証

す
る

た
め
、

試
行
的

な
保

全
活
動

を
阪
南

2
区
人

工
干
潟

で
実

施
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
00
0

-
3
,
00
0

間
伐
材

実
施
林

分
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

調
査

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
参
加

で
放

置
森
林

対
策
を

進
め

る
た
め

、
樹

木
の
形

成
層

を
表
面

か
ら

環
状
に

剥
離
さ

せ
る

こ
と

で
樹

木
を
衰

弱
さ

せ
て
自

然
の
間

引
き

を
誘
導

す
る

技
術
開

発
を

目
的
と

し
て

、
モ
デ

ル
森
林

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
調

査
を

実
施

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
7
7

-
17
7

バ
イ
オ

デ
ィ
ー

ゼ
ル

燃
料
利

用
推

進
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

増
殖
場

（
藻
場

）
造

成
事
業

の
実

施
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

生
駒
山

系
グ
リ

ー
ン

ベ
ル
ト

整
備

事
業
の

推
進

生
駒
山

系
に

お
い
て

緑
を

活
か
し

た
砂
防

施
設

等
を
整

備
都

市
整
備

部
〔

2
,
37
8
,
5
50
〕

〔
2
,
3
5
7,
8
0
0
〕

〔
2
0
,7
5
0
〕

海
岸
高

潮
対
策

事
業

（
港
湾

防
災

、
海
岸

高
潮

対
策
、

海
岸

調
査

）

堤
防
の

改
修

に
あ
た

っ
て

は
、
既

存
の
自

然
海

浜
及
び

動
植

物
を
保

全
・

保
護
す

る
た

め
過
年

度
に
住

民
参

加
型

の
ワ

ー
キ
ン

グ
を

実
施
し

、
そ
の

方
法

に
つ
い

て
意

見
交
換

を
行

い
、
自

然
に

配
慮
し

た
設
計

及
び

材
料

を
使

用
都

市
整
備

部
7
4
0
,
00
0

5
30

,0
0
0

2
1
0
,
00
0

港
湾
建

設
事
業

（
環
境

）
海

浜
や

緑
地

な
ど
港

湾
の

環
境
に

資
す
る

施
設

整
備
を

実
施

す
る
と

と
も

に
、
「

野
鳥

や
海
生

生
物
の

生
息

環
境

の
形

成
場
」

及
び

「
生
物

に
よ
る

水
質

浄
化
を

行
う

場
」
と

し
て

の
積
極

的
活

用
を
目

的
と
し

て
、
人

工
干

潟
を
整

備
す

る
。

都
市

整
備

部
5
5
1
,
78
0

5
25

,4
0
0

2
6
,
38
0

公
園
維

持
管
理

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

公
園
緑

地
整
備

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

箕
面
森

町
（
水

と
緑

の
健
康

都
市

）
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

Ⅲ
－
３

　
自
然

と
の

ふ
れ
あ

い
の

場
の
活

用
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

狭
山
池

・
水
の

文
化

園
構
想

の
推

進
水

の
文

化
園

構
想
に

係
る

大
阪
狭

山
市
及

び
庁

内
関
係

課
と

の
連
絡

調
整

政
策

企
画

部
-

-
-

大
阪
湾

ベ
イ
エ

リ
ア

整
備
推

進
事

業

自
然
環

境
の

保
全
と

持
続

可
能
な

開
発
を

基
本

に
、
社

会
経

済
基
盤

の
整

備
を
進

め
な

が
ら
、

人
と
海

と
が

豊
か

に
触

れ
合
う

こ
と

を
目
指

す
「
な

ぎ
さ

海
道
」

推
進

事
業
を

実
施

、
具

体
的

取
組

み
と
し

て
は

、
「
な

ぎ
さ

海
道
」

資
源
登

録
、

「
な
ぎ

さ
海

道
」
ウ

ォ
ー

ク
や
「

な
ぎ
さ

海
道

」
フ

ォ
ー

ラ
ム
　

等

政
策

企
画

部
〔
1
3
,
1
77
〕

〔
1
3
,
08
6
〕

〔
9
1〕

府
立
青

少
年
海

洋
セ

ン
タ
ー

の
管

理
運
営

青
少
年

に
海

洋
活
動

体
験

を
通
じ

海
辺
の

安
全

や
環
境

を
理

解
す
る

場
を

提
供
す

る
。

生
活

文
化

部
〔

18
5
,
3
06
〕

〔
2
0
2,
4
1
4
〕

〔
△

1
7
,1
0
8
〕

府
立
総

合
青
少

年
野

外
活
動

セ
ン

タ
ー
の

管
理

運
営

青
少
年

が
野

外
活
動

体
験

を
通
じ

自
然
環

境
に

触
れ
合

う
な

ど
、
環

境
を

理
解
す

る
場

を
提
供

す
る
。

生
活

文
化

部
〔

16
0
,
2
44
〕

〔
1
6
4,
2
5
3
〕

〔
△

4
,0
0
9
〕

ベ
ン
チ

ャ
ー
新

技
術

率
先
発

注
モ

デ
ル
事

業

府
内
ベ

ン
チ

ャ
ー
企

業
の

新
技
術

・
新
製

品
を

本
府
の

公
共

工
事
に

活
用

し
、
行

政
に

よ
る
受

注
実

績
を

通
じ
て

、
新

技
術
・

新
製

品
の
有

用
性

検
証
や

信
頼
性

向
上

を
図
り

、
民

間
企
業

を
含

む
販
路

開
拓
支

援
と

、
良

質
な

公
共
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
を
行

う
。

平
成
1
9
年
度

は
住
民

参
加

に
よ
る

地
域
整

備
に

複
数
の

技
術

・
製
品

を
一

体
的
に

活
用

す
る
「

ま
ち
づ

く
り

夢
プ

ラ
ン

」
を
実

施
し

、
販
路

開
拓
に

か
か

る
支
援

効
果

を
高
め

、
官

民
協
働

に
よ

る
質
の

高
い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

。
（

19
年

度
：

「
住
民

参
加

に
よ
る

ま
ち
づ

く
り

水
路
整

備
（

水
質
浄

化
装

置
、
泥

土
処

理
技
術

等
）
」

、
「

水
都

再
生

（
河
川

堤
防

高
水
敷

の
緑
化

技
術

、
次
世

代
型

情
報
掲

示
板

等
）
」

等
を

テ
ー
マ

に
、
新

技
術

・
新

製
品

を
募
集

予
定

）

商
工

労
働

部
〔
9
5
,
6
48
〕

〔
9
5
,
64
8
〕

〔
0〕

自
然
公

園
管
理

事
業

長
距
離

自
然

歩
道
や

自
然

公
園
施

設
の
維

持
・

管
理
等

を
行

う
と
と

も
に

、
自
然

公
園

内
に
お

い
て
、

ゴ
ミ

の
不

法
投

棄
の
防

止
や

森
林
美

化
意
識

の
向

上
を
図

る
た

め
の
普

及
啓

発
施
策

を
展

開
す
る

こ
と
に

よ
り

、
美

的
景

観
と
貴

重
な

動
植
物

の
生
息

環
境

を
保
持

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
8
3
,
02
7

88
,7
9
5

△
 
5
,
76
8

自
然
公

園
整
備

事
業

明
治
の

森
箕

面
国
定

公
園

及
び
金

剛
生

駒
紀
泉

国
定
公

園
を

保
全
す

る
と

と
も
に

、
府

民
に
憩

い
の
場

を
提

供
す

る
た

め
、
施

設
の

整
備
、

改
良
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
1
9
,
45
3

1
64

,9
6
0

△
 
4
5
,
50
7
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府
民
の

森
管
理

事
業

大
阪
府

民
の

森
の
維

持
、

管
理
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
2
7
1
,
26
0

2
71
,
7
0
8

△
 
4
4
8

府
民
の

森
保
全

整
備

事
業

府
民
の

森
（

8
園
地

）
の
利

用
促

進
を
図

る
た
め

、
各

園
地
の

特
性

を
活
か

し
た

施
設
整

備
や

安
全
性

の
確

保
を

図
り

、
府
民

に
自

然
と
の

ふ
れ
あ

い
の

場
を

提
供

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
2
9
,
09
0

1
04

,9
7
8

2
4
,
11
2

府
立
花

の
文
化

園
の

管
理
運

営
「

花
に

憩
い

、
花
に

学
び

、
花
で

交
流
す

る
」

を
基
本

方
針

に
花
と

み
ど

り
の
街

づ
く

り
を
す

す
め

て
い

く
拠
点

植
物

園
と
し

て
整

備
し
た

「
花
の

文
化

園
」
の

管
理

運
営
を

指
定

管
理
者

で
あ

る
（
財

）
大
阪

府
み

ど
り

公
社

に
委
託

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
7
3
,
15
8

1
73

,1
5
8

0

棚
田
・

ふ
る
さ

と
保

全
事
業

府
民
が

棚
田

の
も
つ

多
面

的
機
能

に
対
す

る
理

解
を
深

め
、

失
わ
れ

つ
つ

あ
る
棚

田
地

域
を
保

全
す
る

た
め

に
、

棚
田

基
金
を

設
置

し
、
基

金
を
用

い
て

棚
田
・

ふ
る

さ
と
フ

ァ
ン

ク
ラ
ブ

の
運

営
や
府

民
に
よ

る
保

全
活

動
を

支
援

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
60
0

1
,6
0
0

0

ふ
れ
あ

い
漁
港

整
備

事
業

府
民
が

気
軽

に
海
と

接
す

る
こ
と

の
で
き

る
ふ

れ
あ
い

と
ゆ

と
り
の

場
や

、
漁
業

者
と

府
民
の

交
流
の

場
を

備
え

た
多

目
的
な

機
能

を
有
す

る
漁
港

を
整

備
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
2
9
1
,
00
0

4
42

,0
0
0

△
 1
5
1
,
00
0

い
き
い

き
水
路

モ
デ

ル
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

オ
ア
シ

ス
構
想

推
進

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ま
ち
づ

く
り
水

路
整

備
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
域
総

合
オ
ア

シ
ス

整
備
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

農
空
間

づ
く
り

プ
ラ

ン
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ロ
ハ
ス

ラ
イ
フ

支
援

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

海
と
自

然
の
環

境
学

習
(夏

休
み

海
の

教
室

・
な
ぎ

さ
の

楽
校

)(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ふ
る
さ

と
の
川

整
備

事
業
の

推
進

治
水
上

の
安

全
性
を

確
保

し
つ
つ

、
河
川

本
来

の
自
然

環
境

の
保
全

・
創

出
や
周

辺
環

境
と
の

調
和
を

図
る

と
と

も
に

、
地
域

整
備

と
一
体

と
な
っ

た
河

川
改
修

を
行

い
、
良

好
な

水
辺
空

間
の

形
成
を

図
る
。

都
市

整
備

部
6
0
0
,
00
0

5
33

,8
0
0

6
6
,
20
0

河
川
愛

護
月
間

啓
発

事
業
の

推
進

7
月
の

月
間
中

、
河

川
愛
護

功
績
者

へ
の

感
謝
状

交
付

や
河
川

見
学

会
等
を

実
施

し
、
河

川
に

対
す
る

府
民

の
理

解
と

関
心
を

深
め

る
と
と

も
に
、

河
川

愛
護
思

想
を
広

く
府
民

に
周

知
す
る

。
都

市
整
備

部
3
,
45
4

3
,4
5
4

0

水
と
緑

豊
か
な

渓
流

砂
防
事

業
の

推
進

親
水
性

を
も

っ
た
渓

流
保

全
工
を

整
備

都
市

整
備

部
【

2
,
37
8
,
5
50
】

【
2
,
3
5
7,
8
0
0
】

【
2
0
,7
5
0
】

大
阪
府

広
域
緑

地
計

画
の
改

定
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

河
川
環

境
整
備

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

公
園
維

持
管
理

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

公
園
緑

地
整
備

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
立
少

年
自
然

の
家

に
お
け

る
自

然
体
験

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅳ

－
２
参

照
教

育
委
員

会
別
掲

別
掲

別
掲
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Ⅲ
－
４

　
潤
い

と
や

す
ら
ぎ

の
あ

る
都
市

空
間

の
形
成

・
活

用
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

大
阪
湾

ベ
イ
エ

リ
ア

整
備
推

進
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
政

策
企
画

部
別
掲

別
掲

別
掲

ベ
ン
チ

ャ
ー
新

技
術

率
先
発

注
モ

デ
ル
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
商

工
労
働

部
別
掲

別
掲

別
掲

環
境
緑

化
推
進

事
業

（
公
共

緑
化

促
進
事

業
）

緑
豊
か

な
潤

い
の
あ

る
ま

ち
づ
く

り
を
図

る
た

め
、
府

が
管

理
す
る

公
共

施
設
に

対
し

て
緑
化

苗
木
の

配
付

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
3
,
35
6

3
,3
5
6

0

大
阪
府

植
樹
祭

開
催

事
業

み
ど
り

に
対

す
る
府

民
の

関
心
を

高
め
、

府
民

参
加
に

よ
る

緑
化
推

進
の

輪
を
広

げ
る

た
め
、

大
阪
府

植
樹

祭
を

開
催

し
、
記

念
植

樹
や
功

労
者

の
表

彰
、

記
念
式

典
等

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
,
00
0

2
,0
0
0

0

地
域
緑

化
推
進

事
業

市
街
地

の
緑

被
率
向

上
を

図
る
た

め
,大

阪
府
み

ど
り

の
基
金

事
業

と
し
て

、
緑

化
苗
木

の
配

付
等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
0
,
59
7

17
,5
9
0

3
,
00
7

み
ど
り

づ
く
り

推
進
事

業
市

街
地

緑
化

の
推
進

を
効

果
に
進

め
る
た

め
に

モ
デ
ル

と
な

る
民
間

施
設

の
緑
化

事
業

や
住
民

参
加
に

よ
る

緑
化

活
動

に
対
し

て
助

成
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
1
,
30
0

21
,3
0
0

0

花
と
み

ど
り

の
街
づ

く
り

モ
デ

ル
事

業
質

の
高

い
み

ど
り
空

間
を

創
出
し

、
街
の

魅
力

ア
ッ
プ

に
貢

献
す
る

特
色

あ
る
新

し
い

空
間
づ

く
り

の
プ

ラ
ン
を

公
募

し
、
助

成
を

行
う
。

（
休
廃

止
）

環
境

農
林

水
産

部
-

1
0
0
,5
0
0

△
 1
0
0
,
50
0

み
ど
り

の
カ
ー

テ
ン

推
進
事

業
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン
ド

対
策

の
１
つ

と
し

て
学
校

や
事
業

所
な

ど
で
様

々
な

パ
タ
ー

ン
の

壁
面
緑

化
の
実

証
調

査
を

行
い

「
安
価

で
手

軽
な
壁

面
緑

化
」
の

手
法
を

確
立

し
、
民

間
に

お
け
る

壁
面

緑
化
の

普
及
促

進
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
00
0

-
5
,
00
0

地
域
緑

化
プ
ラ

ン
策

定
支
援

事
業

地
域
主

体
に

よ
る
み

ど
り

の
街
づ

く
り

を
推
進

す
る
た

め
「

地
域
緑

化
プ

ラ
ン
策

定
ガ

イ
ド
ラ

イ
イ
ン

」
と

「
事

例
集

」
を
策

定
し

、
緑
化

活
動
に

取
り

組
む
組

織
づ

く
り
を

支
援

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
00
0

-
2
,
00
0

府
有
施

設
緑
化

支
援

事
業

緑
化
基

準
未

達
成
の

府
有

施
設
に

お
い

て
、
効

率
的
に

緑
化

面
積
を

確
保

で
き
る

プ
ラ

ン
タ
ー

樹
木
緑

化
モ

デ
ル

を
設

置
す
る

こ
と

に
よ
り

、
緑
化

率
向

上
の
具

体
的

な
手
法

と
し

て
広
く

Ｐ
Ｒ

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
38
4

-
38
4

た
め
池

防
災

事
業

老
朽
化

し
た

た
め
池

や
水

路
の
改

修
を
行

う
こ

と
に
よ

り
、

農
業
用

水
の

確
保
と

決
壊

及
び
溢

水
に
よ

る
災

害
を

未
然

に
防
止

す
る

。
ま
た

、
今
世

紀
前

半
に
発

生
す

る
確
率

が
高

い
と
言

わ
れ

て
い
る

東
南
海

・
南

海
地

震
を

は
じ
め

大
規

模
地
震

に
つ
い

て
、

甚
大
な

２
次

被
害
を

引
き

起
こ
す

恐
れ

の
あ
る

土
地
改

良
施

設
の

耐
震

調
査
を

実
施

し
、
耐

震
性

の
不
足

し
て
い

る
施

設
に
対

し
て

は
、
耐

震
補

強
工
事

を
実
施

す
る

。

環
境

農
林

水
産

部
1
,1
9
0
,
34
9

9
32

,2
2
8

2
5
8
,
12
1

湛
水
防

除
事
業

都
市
化

の
進

展
に
伴

う
流

域
の
開

発
等

に
よ
り

、
豪
雨

時
に

水
路
や

農
地

が
湛
水

し
農

業
生
産

の
障
害

と
な

っ
て

い
る

地
域
に

お
い

て
、
排

水
機

の
設
置

及
び
排

水
路

の
整
備

等
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
4
9
,
17
9

1
64

,6
7
9

△
 1
1
5
,
50
0

地
域
ぐ

る
み

た
め
池

防
災
機

能
増

進
事
業

た
め
池

に
お

け
る
農

業
上

、
防
災

上
の
維

持
管

理
を
適

正
に

行
う
こ

と
が

で
き
る

よ
う

、
地
域

に
お
い

て
複

数
の

た
め

池
の
管

理
者

が
連
携

し
て
、

た
め

池
防
災

協
議

会
を
設

立
し

、
た
め

池
の

監
視
や

水
位
操

作
等

の
維

持
管

理
活
動

を
協

働
で
実

施
で
き

る
体

制
づ
く

り
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
9
,
00
0

9
,0
0
0

0

ロ
ハ
ス

ラ
イ
フ

支
援
事

業

健
康
や

環
境

を
重
視

し
た

新
し
い

価
値
観

と
ラ

イ
フ
ス

タ
イ

ル
（
「

ロ
ハ

ス
 ラ

イ
フ
」

）
を

府
民
に

提
供

す
る

た
め

、
増
加

が
懸

念
さ
れ

る
遊
休

農
地

等
の
低

未
利

用
地
を

美
し

く
魅
力

あ
る

空
間
へ

再
生
す

る
と

と
も

に
、

「
新
た

な
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ

く
り

」
と
「

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
相

互
の
多

様
な

つ
な
が

り
」
の

創
造

に
向

け
モ

デ
ル
的

な
取

組
み
を

進
め
る

。

環
境

農
林

水
産

部
1
5
,
30
0

-
1
5
,
30
0

た
め
池

愛
護

月
間
の

実
施
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
域
の

魅
力
・

顔
づ

く
り
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
地
元

の
小

・
中
学

校
、

地
域
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

、
商
店

街
等

と
の
連

携
に

よ
り
駅

周
辺

の
空
間

を
花
と

緑
の

顔
づ

く
り

を
目

指
す

。
・

駅
前

の
美

化
・
清

掃
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
と

し
て

、
地
域

一
斉

に
清
掃

活
動

を
行
う

。
・

商
店

街
、

交
通
事

業
者

等
地
元

団
体
と

協
働

し
、
イ

ル
ミ

ネ
ー
シ

ョ
ン

事
業
を

行
う

。
(イ

ル
ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

に
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
使

用
）

都
市

整
備

部
1
9
,
50
0

15
,0
0
0

4
,
50
0

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

支
援

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
１
参

照
都

市
整
備

部
〔
6
,
8
00
〕

〔
1
0,
0
0
0
〕

〔
△

3
,2
0
0
〕
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ま
ち
づ

く
り

交
付

金
事

業
地

域
の

歴
史

・
文
化

・
自

然
環
境

等
の
特

性
を

活
か
し

た
個

性
あ
ふ

れ
る

ま
ち
づ

く
り

を
実
施

し
、
都

市
の

再
生

を
効

率
的
に

推
進

す
る
こ

と
に
よ

り
、

地
域
住

民
の

生
活
の

質
の

向
上
と

地
域

経
済
・

社
会
の

活
性

化
を

図
る

。
都

市
整
備

部
1
,
81
9

1
,8
1
9

0

大
阪
府

広
域
緑

地
計

画
の
改

定

平
成
1
1
年
3
月

策
定

し
た
「

大
阪
府

広
域

緑
地
計

画
」

に
つ
い

て
、

都
市
の

「
み

ど
り
」

に
対

す
る
府

民
ニ

ー
ズ

の
高

ま
り
や

、
景

観
緑
三

法
、
大

阪
府

自
然
環

境
保

全
条
例

の
改

正
等
の

趣
旨

を
踏
ま

え
、
広

域
的

な
都

市
計

画
の
観

点
か

ら
、
大

阪
の
み

ど
り

の
将
来

像
を

実
現
さ

せ
る

手
法
を

検
討

す
る
た

め
改
定

を
行

う
。

都
市

整
備

部
3
,
69
5

5
,3
3
8

△
 
1
,
64
3

治
水
緑

地
の
整

備
治

水
機

能
の

ほ
か
、

平
常

時
は
公

園
等

に
使
用

す
る
。

都
市

整
備

部
8
7
2
,4
5
6

1
,
1
01
,
0
3
2

△
 
2
2
8,
5
7
6

自
然
環

境
に
配

慮
し

た
急
傾

斜
地

崩
壊
対

策
事

業
の
推

進
緑

を
活

か
し

た
斜
面

対
策

の
実
施

都
市

整
備

部
〔

79
9
,
1
50
〕

〔
8
8
5,
2
0
0
〕

〔
8
6
,0
5
0
〕

ス
ー
パ

ー
堤
防

の
整

備
河

川
と

街
が

一
体
と

な
っ

た
親
水

性
の
高

い
空

間
の
創

出
都

市
整
備

部
-

6
,
0
0
0

△
 6
,
0
0
0

河
川
環

境
整
備

事
業

陶
器
川

に
お

い
て
地

域
住

民
の
声

を
取
り

入
れ

て
、
や

す
ら

ぎ
、
憩

い
の

場
と
な

る
遊

歩
道
整

備
を
行

う
他

、
自

然
環

境
再
生

と
し

て
干
潟

の
再
生

、
水

質
悪
化

や
ダ

イ
オ
キ

シ
ン

類
に
よ

る
底

質
の
汚

染
対

策
の

た
め
、

浄
化

浚
渫
や

浄
化

施
設

の
設

置
等
を

行
う

。
都

市
整
備

部
1
,4
1
5
,
76
9

1
,
2
4
7
,3
0
1

1
6
8
,
46
8

「
水
の

都
大
阪

」
再

生
に
向

け
た

河
川
環

境
整

備

平
成
1
3
年
に

「
水
の

都
大

阪
の
再

生
」
が

政
府

の
都
市

再
生

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
指

定
さ

れ
た
の

を
受
け

て
、
平

成
1
5
年

3月
に

公
民

協
働

し
て
取

り
組
む

指
針

と
し
て

策
定

し
た
「

水
の

都
大
阪

再
生
構

想
」

に
基

づ
き

、
親

水
護
岸

、
遊

歩
道
整

備
や
船

着
場

、
背
後

地
の

施
設
と

一
体

と
な
っ

た
水

辺
の
拠

点
づ
く

り
を

進
め

る
。

ま
た
、

あ
わ

せ
て
舟

運
の
振

興
を

図
る
た

め
、

水
上
交

通
ル

ー
ル
の

策
定

や
船
着

場
の
利

用
促

進
に

向
け

た
検
討

を
行

う
。

都
市

整
備

部
5
1
9
,3
4
9

3
1
0
,
0
0
0

2
0
9
,
34
9

公
園
維

持
管
理

事
業

府
民
が

府
営

公
園
を

常
に

安
心
・

安
全
で

快
適

に
利
用

で
き

る
よ
う

、
ま

た
、
府

営
公

園
に
生

育
・
生

息
・
利

用
す

る
生
物

と
ふ

れ
あ
え

る
よ

う
、

公
園

の
適
切

な
維

持
管
理

を
実

施
す
る

。
都

市
整
備

部
3
,9
4
3
,
95
9

3
,
9
3
3
,9
4
2

1
0
,
01
7

公
園
緑

地
整
備

事
業

快
適
な

環
境

の
創
造

や
都

市
景
観

の
向
上

、
災

害
時
に

お
け

る
広
域

避
難

地
の
機

能
確

保
の
た

め
、
府

営
公

園
の

整
備

を
進

め
る

。
都

市
整
備

部
4
,6
5
9
,
28
0

5
,
0
9
1
,7
6
7

△
 4
3
2
,
48
7

都
市
緑

化
振
興

事
業

府
民
に

対
し

て
都
市

緑
化

へ
の
啓

発
活

動
を
行

う
こ
と

や
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の
養

成
、

条
例
に

よ
る

風
致

地
区
に

お
け

る
建
築

物
な

ど
へ
の

規
制
に

よ
る

良
好
な

住
環

境
の
創

出
に

よ
っ
て

,
都
市

に
お
け

る
良

好
な

環
境

の
創

出
を

図
る

。
都

市
整
備

部
1
2
4
,
16
5

86
,0
3
4

3
8
,
13
1

府
道
緑

化
事
業

都
市
の

景
観

形
成
や

環
境

改
善
に

重
要
な

役
割

を
果
た

す
街

路
樹
を

、
良

好
な
状

態
に

維
持
管

理
す
る

と
共

に
、

防
災

や
福
祉

の
視

点
に
立

っ
た
街

路
樹

の
再
整

備
を

行
い
、

良
好

な
道
路

環
境

の
推
進

に
努
め

る
。

都
市

整
備

部
9
3
2
,
69
4

9
53

,4
1
3

△
 
2
0
,
71
9

港
湾
整

備
事
業

府
営
港

湾
の

物
流
機

能
の

強
化
を

図
る
た

め
、

ふ
頭
用

地
や

分
譲
・

賃
貸

用
地
の

整
備

を
行
う

。
平

成
1
9
年
度

は
、
堺

泉
北

港
汐
見

沖
地
区

（
泉

大
津
フ

ェ
ニ

ッ
ク
ス

）
に

お
い
て

、
港

湾
区
域

の
憩
い

・
賑

わ
い

空
間

形
成
の

た
め

、
大
規

模
緑
地

の
整
備

に
着
手

す
る

。
都

市
整
備

部
5
8
0
,1
7
6

(
1,
9
7
5
,5
7
7
)

0
(
2
,
34
1
,
9
22
)

5
8
0,
1
7
6

交
通
安

全
施
設

等
の

整
備
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
１
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

流
域
下

水
道
維

持
操

作
事
務

補
助

金
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

流
域
下

水
道
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

流
域
下

水
汚
泥

処
理

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

総
合
設

計
制
度

の
活

用
に
よ

る
公

開
空
地

等
の

確
保

総
合
設

計
制

度
に
よ

り
、

建
物
敷

地
内
に

お
け

る
公
開

空
地

の
確
保

や
、

屋
上
緑

化
の

普
及
を

図
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

阪
南
ス

カ
イ

タ
ウ
ン

開
発
事

業
関

西
国

際
空

港
に
関

連
す

る
地
域

整
備
と

し
て

、
関
西

国
際

空
港
及

び
り

ん
く
う

タ
ウ

ン
の
埋

立
用

土
砂

採
取
跡

地
を

有
効
に

利
用

し
､緑

豊
か
な

ゆ
と
り

と
潤

い
あ
る

住
宅

地
の
形

成
と

産
業
・

文
化
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設
の

誘
致

に
よ
る

複
合
的

な
ま

ち
づ
く

り
を

進
め
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

〔
61
7
,
1
58
〕

〔
1
,1
4
1
,
14
1
〕

〔
△

5
23
,
9
8
3〕

市
街
地

再
開
発

補
助

公
共
施

設
を

含
め
た

都
市

の
総
合

的
な
整

備
を

行
う
市

街
地

再
開
発

組
合

等
に
対

し
て

補
助
・

指
導
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り
、

土
地

の
高
度

利
用
と

都
市

機
能
の

更
新

を
図
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

〔
1
,
90
6
,
0
88
〕

〔
2
,0
7
0
,
00
0
〕

〔
△

1
63
,
9
1
2〕
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箕
面
森

町
（
水

と
緑

の
健
康

都
市

）
事
業

箕
面
森

町
（

水
と
緑

の
健

康
都
市

）
は
、

北
大

阪
北
摂

山
系

に
属
す

る
箕

面
北
部

丘
陵

に
位
置

し
、
恵

ま
れ

た
自

然
環

境
を
有

す
る

と
と
も

に
、
第

2
名
神

自
動

車
道
や

国
道

4
2
3号

バ
イ
パ

ス
が

整
備
さ

れ
る

こ
と

か
ら
交

通
利

便
性
の

高
い

地
域
と

な
る

こ
と
が

見
込
ま

れ
る

。
ま
た

、
豊

か
な
自

然
環

境
や
地

域
特

性
を

活
か
し

、
「

多
世
代

共
生

」
、
「

環
境
共

生
」

、
「
地

域
共

生
」
を

ま
ち

づ
く
り

の
テ

ー
マ
と

し
て

、
世

代
を
超

え
て

誰
も
が

い
き

い
き
と

暮
ら

せ
る

新
し

い
都
市

を
建

設
す
る

。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
4
,
49
5
,
5
85
〕

〔
2
,4
9
8
,
63
4
〕

〔
1
,
9
96
,
9
5
1〕

土
地
区

画
整
理

補
助

都
市
計

画
道

路
等
の

整
備

を
行
う

市
町
村

や
土

地
区
画

整
理

組
合
に

対
し

、
補
助

・
指

導
等
を

行
う
こ

と
に

よ
り

、
健

全
な
市

街
地

の
形
成

を
図
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

〔
1
,
35
9
,
5
36
〕

〔
1
,8
4
3
,
76
8
〕

〔
△

4
84
,
2
3
2〕

農
住
組

合
推
進

事
業

農
と
住

が
調

和
し
た

ま
ち

づ
く
り

を
推
進

す
る

た
め
、

農
住

組
合
が

行
う

基
盤
整

備
な

ど
の
事

業
計

画
に

対
す
る

事
業

認
可
を

実
施

す
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

府
営
住

宅
の

建
設

狭
小
で

老
朽

化
が
著

し
く

最
低
居

住
水
準

未
満

世
帯
の

多
い

住
宅
及

び
耐

震
性
の

低
い

ラ
ー
メ

ン
構
造

の
中

層
耐

火
住

宅
の
建

て
替

え
を
中

心
に
、

良
質

・
多
様

な
耐

火
住
宅

の
建

設
を
進

め
る

。
こ
れ

に
よ
り

、
居

住
水

準
の

向
上
と

住
宅

の
バ
リ

ア
フ
リ

ー
化

と
耐
震

化
を

進
め
る

と
と

も
に
、

防
災

性
が
高

く
周
辺

環
境

と
の

調
和

を
図
り

、
都

市
景
観

に
配
慮

し
た
良

好
な
住

環
境

を
整
備

す
る

。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
2
5
,
13
5
,
7
43
〕

〔
3
1
,8
1
0
,
60
6
〕

〔
△

6
,
6
74
,
8
6
3〕

府
営
住

宅
維
持

修
繕

周
辺
環

境
や

景
観
に

配
慮

し
、
府

営
住

宅
の
良

好
な
環

境
の

維
持
・

保
全

の
た
め

に
一

般
修
繕

及
び
計

画
修

繕
、

緑
化

等
を
実

施
す

る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
1
3
,
53
8
,
7
89
〕

〔
1
4,
5
5
2
,9
2
9
〕

〔
△

1
,
0
14
,
1
4
0〕

緑
住
タ

ウ
ン

イ
ン
フ

ラ
整

備
促

進
事

業
農

と
住

が
調

和
し
た

潤
い

あ
る
良

好
な
都

市
空

間
の
形

成
を

目
的
に

市
町

村
が
行

う
未

接
道
農

地
の
解

消
や

狭
小

な
道

路
の
拡

幅
工

事
に
補

助
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

-
〔
2
0
,
00
0
〕

〔
△
2
0
,
0
0
0〕

緑
住
タ

ウ
ン

ま
ち
な

み
デ
ザ

イ
ン

推
進
事

業
農

と
住

が
調

和
し
た

潤
い

あ
る
良

好
な
都

市
空

間
の
形

成
を

推
進
す

る
た

め
、
地

元
ま

ち
づ
く

り
協
議

会
に

対
し

て
意

向
調
査

、
現

況
調
査

及
び

整
備

手
法

の
検
討

に
補

助
す
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

民
活
に

よ
る

府
営
住

宅
の
建

替
え

府
営
住

宅
ス

ト
ッ
ク

の
円

滑
な
更

新
の
た

め
、

府
営
住

宅
の

建
替
え

及
び

建
替
え

に
よ

る
活
用

用
地
の

生
み

出
し

と
そ

の
活
用

に
つ

い
て
事

業
コ
ン

ペ
等

に
よ
り

民
間

事
業
者

が
周

辺
環
境

と
の

調
和
を

図
り
、

都
市

景
観

の
形

成
に
配

慮
し

た
良
好

な
住
環

境
に

向
け
て

提
案

・
事
業

化
を

行
う
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
24
7
,
9
99
〕

〔
1
,0
1
4
,
14
0
〕

〔
△

7
66
,
1
4
1〕

幹
線
道

路
沿
道

ま
ち

づ
く
り

促
進
事

業
幹

線
道

路
沿

道
の
乱

開
発

を
防
止

し
、
計

画
的

な
ま
ち

づ
く

り
を
促

進
す

る
た
め

、
土

地
利
用

者
(企

業
等

)の
ニ

ー
ズ

を
把

握
・
集

約
し

、
地
元

ニ
ー
ズ

と
の

マ
ッ
チ

ン
グ

条
件
整

理
を

行
う
こ

と
に

よ
り
、

秩
序

あ
る

街
並

み
の
形

成
を

図
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
4
,
9
00
〕

-
〔
4
,
9
0
0〕

Ⅲ
－
５

　
美
し

い
景

観
の
形

成
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

歴
史
街

道
推
進

協
議

会
分
担

金
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
６
参

照
政

策
企
画

部
別
掲

別
掲

別
掲

桜
の
会

・
平
成

の
通

り
抜
け

事
業

市
民
の

寄
付

に
よ
り

府
域

全
体
の

公
共
施

設
等

に
桜
を

植
樹

す
る
事

業
（

桜
の
会

・
平

成
の
通

り
抜
け

事
業

）
の

ひ
と

つ
と
し

て
、

堺
第
7
-
3
区
廃

棄
物
最

終
処

分
場
跡

地
（

1
次
処

分
地
）

に
お

い
て
桜

の
植
樹

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
-

8
,0
0
0

△
 
8
,
00
0

棚
田
・

ふ
る
さ

と
保

全
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

土
地
改

良
事
業

指
導

費
（
維

持
管

理
助
成

）
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

農
空
間

づ
く
り

プ
ラ

ン
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

大
阪
府

農
空
間

保
全

・
活
用

指
針

に
基
づ

く
施

策
の
進

行
管

理
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

ロ
ハ
ス

ラ
イ
フ

支
援

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

バ
イ
オ

デ
ィ
ー

ゼ
ル

燃
料
利

用
推

進
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲
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電
線
共

同
溝
整

備
事

業
現

在
、

道
路

上
に
あ

る
電

柱
や
電

線
類

を
、
道

路
の
歩

行
空

間
を
利

用
し

て
地
中

化
す

る
こ
と

に
よ
り

、
通

行
空

間
の

確
保
、

都
市

景
観
の

向
上
、

都
市

防
災
の

強
化

を
図
る

。
都

市
整
備

部
〔

81
6
,
0
00
〕

〔
8
5
9
,
62
8
〕

〔
△
4
3
,
6
2
8〕

ア
ド
プ

ト
・
リ

バ
ー

・
プ
ロ

グ
ラ

ム
の
推

進
府

内
管

理
河

川
の
一

定
区

間
を
、

地
域
の

団
体

と
地
元

市
町

村
、
河

川
管

理
者
で

あ
る

大
阪
府

が
協
力

し
あ

い
な

が
ら

、
継
続

的
に

清
掃
や

緑
化
な

ど
の

活
動
を

実
施

す
る
こ

と
で

、
地
域

に
愛

さ
れ
、

人
や
自

然
に

や
さ

し
い

河
川
づ

く
り

、
美
化

に
よ
る

地
域

環
境
の

改
善

、
不
法

投
棄

の
防
止

等
を

目
指
す

。
都

市
整
備

部
90
7

7
1
8

1
8
9

河
川
の

清
掃
活

動
の
支

援
市

町
村

、
地

元
自
治

会
、

河
川
愛

護
団
体

等
が

実
施
す

る
河

川
の
清

掃
活

動
に
対

し
、

清
掃
用

具
の
貸

出
し

や
職

員
の

派
遣
等

の
支

援
を
積

極
的

に
行
う

。
都

市
整
備

部
1
,
18
0

1
,1
8
0

0

地
域
の

魅
力
・

顔
づ

く
り
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

大
阪
府

広
域
緑

地
計

画
の
改

定
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

都
市
緑

化
振
興

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
道
緑

化
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

大
阪
府

イ
ン
ナ

ー
エ

リ
ア
再

生
指

針
に
基

づ
く

事
業
の

推
進

密
集
市

街
地

の
再
生

に
あ

た
り
､
「

幹
線

道
路
と

沿
道

市
街
地

の
一

体
的
整

備
」

等
の
具

体
化

を
図
る

た
め

｢大
阪

府
イ

ン
ナ

ー
エ
リ

ア
再

生
指
針

｣
を
策

定
。
公

民
連

携
の
も

と
、

多
様
な

事
業

手
法
等

を
総
合

的
に

推
進

す
る

と
と
も

に
、

制
度
の

拡
充
や

特
段

の
財

源
措

置
に

つ
い
て

、
国

に
働
き

か
け

て
い
く

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

ま
ち
づ

く
り
推

進
事

業
府

民
の

理
解

と
協
力

を
得

て
、
そ

の
積
極

的
な

参
加
の

も
と

に
創
意

と
工

夫
を
活

か
し

た
魅
力

あ
る
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す
る

た
め

、
「
ま

ち
づ

く
り
功

労
者
知

事
表

彰
」
等

を
実

施
す
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

〔
2
34
〕

〔
23
4
〕

〔
0〕

建
築
協

定
制
度

推
進

事
業

良
好
な

居
住

環
境
の

形
成

を
図
る

た
め

、
協
定

制
度
の

普
及

・
啓
発

活
動

等
を
実

施
す

る
大
阪

府
建
築

協
定

地
区

連
絡

協
議
会

に
対

し
て
、

市
町
村

と
と

も
に
助

成
を

行
う
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

42
0

4
2
0

0

広
告
物

指
導
監

督
良

好
な

景
観

の
形
成

を
図

る
た
め

、
屋
外

広
告

物
法
及

び
府

屋
外
広

告
物

条
例
に

基
づ

き
、
屋

外
広

告
物

の
掲
出

の
許

可
、
違

法
屋

外
広
告

物
の
撤

去
、

屋
外
広

告
業

者
の
登

録
審

査
事
務

等
を

行
う
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

1
5
,
70
9

16
,0
4
4

△
 
33
5

地
区
計

画
を
活

用
し

た
計
画

的
な

整
備
等

の
推

進
地

域
特

性
に

応
じ
た

良
好

な
市
街

地
の
計

画
的

整
備
と

保
全

を
図
る

た
め

、
地
区

計
画

の
策
定

を
推
進

す
る

。
都

市
整
備

部
、

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

都
市
に

お
け

る
美
観

創
出
事

業
（

「
大
阪

都
市

景
観
建

築
賞

」
の

表
彰
）

美
し
い

景
観

づ
く
り

に
対

す
る
府

民
意

識
の
向

上
を
図

る
た

め
、
景

観
上

優
れ
た

建
物

や
ま
ち

な
み
に

つ
い

て
、

府
民

か
ら
推

薦
を

公
募
し

、
優
秀

な
建

物
等
を

顕
彰

す
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

94
5

9
4
5

0

美
し
い

景
観
づ

く
り

推
進
事

業
（

景
観
条

例
の

施
行
）

府
内
の

景
観

の
向
上

を
図

る
た
め

、
景
観

形
成

地
域
の

指
定

や
誘
導

等
を

行
い
、

併
せ

て
、
民

間
団

体
や

公
的
機

関
で

構
成
す

る
「

大
阪
美

し
い
景

観
づ

く
り
推

進
会

議
」
を

運
営

す
る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

1
,
47
4

1
,1
7
1

3
0
3

美
し
い

景
観
づ

く
り

推
進
事

業
（

大
阪
府

景
観

形
成
誘

導
推

進
協

議
会
の

運
営

）
市

町
村

に
よ

る
景
観

づ
く

り
を
促

進
す
る

た
め

、
市
町

村
と

と
も
に

大
阪

府
景
観

形
成

誘
導
推

進
協
議

会
を

運
営

し
、

研
修
会

や
情

報
交
換

等
を
行

う
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

9
0

9
0

0

住
宅
市

街
地
総

合
整

備
事
業

（
密

集
住
宅

市
街

地
整
備

型
）

木
造
密

集
市

街
地
に

お
い

て
、
老

朽
住

宅
の
除

却
・
建

替
え

、
公
共

施
設

の
整
備

等
を

行
う
こ

と
に
よ

り
、
防

災
性

を
向
上

さ
せ

良
好
な

住
環
境

の
形

成
を
図

る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
31
2
,
7
13
〕

〔
3
1
2
,
71
3
〕

〔
0〕

り
ん
く

う
タ
ウ

ン
整

備
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅳ

－
５
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

総
合
設

計
制
度

の
活

用
に
よ

る
公

開
空
地

等
の

確
保
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

阪
南
ス

カ
イ

タ
ウ
ン

開
発
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

府
営
住

宅
の
建

設
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

府
営
住

宅
維
持

修
繕

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

民
活
に

よ
る

府
営
住

宅
の
建

替
え

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲
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Ⅲ
－
６

　
歴
史

的
文

化
的
環

境
の

形
成

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

歴
史
街

道
推
進

協
議

会
分
担

金
悠

久
の

歴
史

の
舞
台

を
訪

ね
な
が

ら
、
日

本
文

化
の
魅

力
を

楽
し
く

体
験

で
き
る

「
歴

史
街
道

」
を
整

備
・
ア

ピ
ー

ル
す
る

。
地

域
に

お
け

る
歴
史

的
文

化
環
境

を
創
造

す
る

と
と
も

に
、

美
し
い

景
観

形
成
を

図
る

。
政

策
企
画

部
50
0

5
0
0

0

狭
山
池

博
物
館

の
運

営
狭

山
池

の
治

水
及
び

か
ん

が
い
に

関
す
る

資
料

等
を
収

集
、

保
管
し

こ
れ

ら
を
展

示
し

て
府
民

の
利
用

に
供

し
、

土
木

事
業
の

歴
史

的
役
割

に
つ
い

て
府

民
に
理

解
を

深
め
る

と
と

も
に
、

府
民

の
文
化

的
向
上

に
資

す
る

た
め

、
大
阪

府
立

狭
山
池

博
物
館

を
運

営
す
る

。
都

市
整
備

部
1
5
6
,
70
0

1
56

,0
6
7

6
3
3

指
定
有

形
文
化

財
等

保
存
事

業
（

法
人
所

有
）

国
指
定

文
化

財
所
有

者
の

う
ち
法

人
を
対

象
と

し
て
保

存
修

理
等
に

府
が

補
助
金

支
援

を
行
う

。
教

育
委
員

会
-

-
-

指
定
有

形
文
化

財
等

保
存
事

業
（

市
町
村

所
有

）
国

指
定

文
化

財
の
う

ち
市

町
村
が

事
業
主

体
と

な
る
も

の
を

対
象
と

し
て

、
史
跡

整
備

事
業
に

府
が
補

助
金

支
援

を
行
う

。
教

育
委
員

会
4
0
,
70
7

58
,0
9
3

△
 
1
7
,
38
6

指
定
文

化
財
等

管
理

事
業
（

文
化

財
愛
護

推
進

委
員
）

大
阪
府

文
化

財
愛
護

推
進
委

員
及

び
市
町

村
文

化
財
関

係
事

務
職
員

の
啓

発
・
研

修
事

業
、
文

化
財

保
護

啓
発
を

図
る

た
め
の

文
化

財
愛
護

ポ
ス
タ

ー
の

作
成
を

行
う

。
教

育
委
員

会
50
2

5
0
2

0

日
本
民

家
集
落

博
物

館
運
営

費
補

助
事
業

（
財
）

大
阪

府
文
化

財
セ

ン
タ
ー

が
運
営

す
る

府
営
服

部
緑

地
公
園

内
の

「
日
本

民
家

集
落
博

物
館
」

に
対

し
て

、
管

理
運
営

費
の

支
援
を

行
う
。

教
育

委
員

会
1
5
,
71
4

15
,7
1
4

0

府
立
近

つ
飛
鳥

博
物

館
・
近

つ
飛

鳥
風
土

記
の

丘
の
運

営

《
府
立

近
つ

飛
鳥
博

物
館

》
わ

が
国

古
代

国
家
の

成
立

と
当
時

の
国
際

交
流

を
テ
ー

マ
と

し
た
「

近
つ

飛
鳥
博

物
館

」
の
管

理
運

営
を

指
定
管

理
者

制
度
に

よ
り

行
う
。

《
府
立

近
つ

飛
鳥
風

土
記

の
丘
》

府
民
が

古
墳

に
ふ
れ

、
学

び
、
親

し
む
こ

と
の

で
き
る

史
跡

公
園
で

あ
る

「
近
つ

飛
鳥

風
土
記

の
丘
」

の
管

理
を

指
定

管
理
制

度
に

よ
り
行

な
う
。

教
育

委
員

会
1
7
5
,
67
5

2
06

,9
2
0

△
 
3
1
,
24
5

府
立
泉

北
考
古

資
料

館
の
運

営
泉

北
ニ

ュ
ー

タ
ウ
ン

建
設

に
伴
う

発
掘
調

査
で

出
土
し

た
膨

大
な
量

の
須

恵
器
等

を
保

存
・
管

理
す
る

と
と

も
に

、
我

が
国
で

唯
一

の
須
恵

器
に
関

す
る

専
門
博

物
館

と
し
て

、
府

民
の
利

用
に

供
す
る

展
示
・

公
開

施
設

で
あ

る
府
立

泉
北

考
古
資

料
館
の

運
営

を
行
う

。
教

育
委
員

会
4
,
07
7

4
,0
9
2

△
 1
5

府
立
弥

生
文
化

博
物

館
の
運

営
わ

が
国

で
唯

一
の
弥

生
文

化
に
関

す
る
総

合
的

博
物
館

で
あ

る
「
弥

生
文

化
博
物

館
」

の
管
理

運
営
を

指
定

管
理

者
制

度
に
よ

り
行

う
。

教
育

委
員

会
1
5
9
,
73
6

1
74

,4
4
3

△
 
1
4
,
70
7

文
化
財

資
料
等

整
備

事
業

(文
化

財
台

帳
整

備
事
業

)
文

化
財

台
帳

を
整
備

す
る

こ
と
に

よ
り

、
文
化

財
の
周

知
を

正
確
迅

速
に

行
い
、

開
発

事
業
と

の
調
整

を
円

滑
に

す
る

。
教

育
委
員

会
11
1

1
1
1

0

文
化
財

資
料
等

整
備

事
業
(
文

化
財

調
査

事
務
所

年
報

刊
行

事
業
)

調
査
事

務
所

で
実
施

し
て

い
る
事

業
を
広

く
公

開
す
る

こ
と

に
よ
り

、
文

化
財
の

周
知

を
図
る

と
と

も
に

、
府

内
の

文
化
財

を
保

存
・
活

用
す
る

一
助

と
す
る

。
教

育
委
員

会
98
9

3
6
4

6
2
5

文
化
財

資
料
等

整
備

事
業
(
文

化
財

分
布

図
作
成

事
業

)
文

化
財

分
布

図
を
刊

行
す

る
こ
と

に
よ
り

、
広

く
文
化

財
の

周
知
を

図
り

、
開
発

事
業

と
文
化

財
保
護

と
の

調
整

を
円

滑
に
す

る
。

遺
跡
範

囲
情
報

等
の

速
や

か
な

更
改

の
た
め

、
G
I
S
化
を

進
め
る

。
教

育
委
員

会
-

-
-

埋
蔵
文

化
財
緊

急
調

査
事
業

（
国

庫
補
助

事
業

）
主

に
府

環
境

農
林
水

産
部

が
実
施

す
る
農

空
間

整
備
事

業
に

伴
い
必

要
と

な
る
発

掘
調

査
事
業

を
実
施

す
る

。
教

育
委
員

会
2
,
98
4

4
,0
8
5

△
 
1
,
10
1

埋
蔵
文

化
財
緊

急
調

査
事
業

（
受

託
事
業

）
公

団
等

か
ら

の
発
掘

調
査

を
受
託

し
実
施

す
る

。
教

育
委
員

会
6
,
43
3

4
,
4
2
6

2,
0
0
7

埋
蔵
文

化
財
緊

急
調

査
事
業

（
府

単
独
事

業
）

文
化
財

保
護

法
に
基

づ
き

、
埋
蔵

文
化
財

包
蔵

地
内
で

の
開

発
行
為

に
つ

い
て
は

届
出

が
義
務

付
け
ら

れ
て

お
り

、
し

か
る
べ

き
措

置
を
都

道
府

県
が
判

断
し
、

回
答

す
る
こ

と
と

な
っ
て

い
る

。
本
事

業
は
届

出
を

迅
速

に
処

理
し
事

務
の

停
滞
が

起
こ
ら

な
い

よ
う
実

施
し

て
い
る

入
力

委
託
事

務
で

あ
る
。

教
育

委
員

会
6
,
02
3

5
,8
4
1

1
8
2

近
代
化

遺
産
総

合
調

査
事
業

近
代
産

業
遺

産
の
悉

皆
調

査
を
実

施
し
て

、
所

在
や
文

化
財

的
価
値

等
を

明
確
に

し
、

保
存
活

用
の
た

め
の

基
礎

資
料

を
作
成

す
る

と
と
も

に
、
府

民
や

所
有
者

の
保

存
活
用

意
識

の
向
上

を
め

ざ
す
。

（
休
廃

止
）

教
育

委
員

会
-

4
,0
0
0

△
 
4
,
00
0
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す
べ
て

の
主
体

が
積

極
的
に

参
加

し
行
動

す
る

社
会
の

実
現

（
参
加

）

Ⅳ
－
１

　
パ
ー

ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
に

よ
る
環

境
保

全
活
動

の
促

進
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

水
質
保

全
対
策

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
政

策
企
画

部
別
掲

別
掲

別
掲

ベ
ン
チ

ャ
ー
新

技
術

率
先
発

注
モ

デ
ル
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
商

工
労
働

部
別
掲

別
掲

別
掲

消
費
者

研
究
発

表
大

会
の
開

催
及

び
調
査

、
研

究
活
動

等
助

成
事

業
環

境
問

題
を

含
む
消

費
者

問
題
に

つ
い

て
、
消

費
者
団

体
活

動
の
成

果
を

発
表
す

る
場

を
設
け

る
と

と
も

に
一
定

の
条

件
を
充

た
す

消
費
者

団
体
等

の
調

査
、
研

究
活

動
等
に

対
し

、
助
成

す
る

。
生

活
文
化

部
4
,4
8
0

4
,4
8
0

0

豊
か
な

環
境
づ

く
り

大
阪
行

動
計

画
－

ﾛｰ
ｶ
ﾙ
ｱ
ｼﾞ
ｪ
ﾝ
ﾀ
ﾞ2
1
－

の
策
定

・
普
及

大
阪
府

の
ロ

ー
カ
ル

ア
ジ

ェ
ン
ダ

2
1
で
あ

る
「

豊
か
な

環
境

づ
く
り

大
阪

行
動
計

画
」

（
平
成

1
9
年
度

版
）
を

策
定

し
、
そ

の
普

及
を

図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
7
3

1
0
2

△
 2
9

豊
か
な

環
境
づ

く
り

大
阪
府

民
会

議
の
運

営
府

民
・

事
業

者
・
民

間
団

体
等
及

び
行
政

の
協

働
に
よ

り
、

豊
か
な

環
境

の
保
全

・
創

造
に
関

す
る
施

策
を

推
進

す
る

こ
と
を

目
的

に
設
置

し
た
豊

か
な

環
境
づ

く
り

大
阪
府

民
会

議
を
運

営
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
54
5

5
4
5

0

環
境
保

全
活
動

補
助

事
業

民
間
団

体
が

自
主
的

に
行

う
先
進

的
で
他

の
模

範
と
な

る
環

境
保
全

活
動

に
対
し

て
補

助
金
を

交
付
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
,
19
1

8
,1
2
6

△
 
5
,
93
5

お
お
さ

か
環
境

賞
お

お
さ

か
環

境
賞
の

表
彰

式
及
び

講
演
会

等
を

実
施
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
56
6

1
,
2
5
3

△
 
6
8
7

地
域
活

動
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

地
域
に

お
け

る
環
境

保
全

活
動
の

浸
透
を

図
る

た
め
、

パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ

プ
に
よ

る
活

動
の
推

進
方

策
、

人
材
の

活
用

方
法
等

を
検

討
す
る

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
を

開
催

す
る
。

（
休

廃
止
）

環
境

農
林

水
産

部
ー

6
0
0

△
 
60
0

環
境
保

全
基
金

の
運

営
環

境
保

全
活

動
の
よ

り
一

層
の
推

進
を
図

る
た

め
、
環

境
保

全
基
金

を
積

み
立
て

、
運

営
を
図

る
。

環
境

農
林

水
産

部
3
,
27
0

5
,
2
70

△
 2
,
0
0
0

ス
ポ
ー

ツ
を
通

じ
た

環
境
配

慮
啓

発
事
業

環
境
配

慮
へ

の
取
組

み
に

尽
力
し

て
い

る
人
気

ス
ポ
ー

ツ
の

サ
ッ
カ

ー
に

焦
点
を

あ
て

、
Jリ

ー
グ
ク

ラ
ブ

及
び

大
阪

サ
ッ
カ

ー
協

会
の
協

力
を
得

て
サ

ッ
カ
ー

の
試

合
等
を

通
じ

て
府
民

に
環

境
配
慮

行
動
を

呼
び

か
け

る
。

（
休

廃
止

）
環

境
農
林

水
産

部
-

7
,0
0
0

△
 
7
,
00
0

環
境
保

全
活
動

啓
発

推
進
事

業
府

民
･
事

業
者

・
行

政
が
開

催
す

る
ス
ポ

ー
ツ
イ

ベ
ン

ト
や
大

会
、

各
種
イ

ベ
ン

ト
の
場

に
お
い

て
、

主
催

者
に

は
イ

ベ
ン
ト

の
運

営
を
環

境
配

慮
型
に

す
る
仕

組
み

を
提
案

し
、

実
践
を

促
す

と
と
も

に
、
来

場
者

に
は

日
常

生
活
に

お
け

る
環
境

配
慮
の

具
体

的
な
行

動
を

呼
び
か

け
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
20
0

1
,0
0
0

2
0
0

（
財
）

大
阪
み

ど
り

の
ト
ラ

ス
ト

協
会
管

理
運

営
事
業

緑
化
の

推
進

や
府
域

に
残

さ
れ
た

貴
重
な

自
然

環
境
を

保
全

す
る
ト

ラ
ス

ト
運
動

に
取

り
組
む

(
財
）

大
阪

み
ど

り
の

ト
ラ
ス

ト
協

会
の
管

理
運

営
に

要
す

る
経
費

を
助

成
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
5
9
,
24
6

59
,9
4
7

△
 
70
1

み
ど
り

の
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
養

成
事

業
緑

化
の

推
進

や
府
域

に
残

さ
れ
た

貴
重
な

自
然

環
境
を

保
全

す
る
ト

ラ
ス

ト
運
動

に
取

り
組
む

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

（
み

ど
り
す

と
）

を
育
成

す
る
た

め
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
登
録

や
研

修
等
を

実
施

す
る
（

財
）
大

阪
み

ど
り

の
ト

ラ
ス
ト

協
会

に
対
し

て
補
助

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
54
7

1
,5
4
7

0

み
ど
り

世
紀
の

森
づ

く
り
推

進
事

業
国

民
参

加
に

よ
る
森

林
づ

く
り
の

拠
点
と

な
る

「
み
ど

り
世

紀
の
森

」
の

整
備
と

と
も

に
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
団

体
、

市
町

村
、
地

域
住

民
が
連

携
し
て

森
林

整
備
活

動
事

業
を

行
う

市
町

村
に
対

し
補

助
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
35
0

3
5
0

0

魚
庭
（

な
に
わ

）
の

海
府

民
講

座
事

業

教
職
員

・
N
P
O
・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
リ

ー
ダ

ー
等
を

対
象

に
「
海

」
を

テ
ー
マ

に
し

た
環
境

、
食

育
活
動

の
府

民
講

座
を

開
講
し

、
講

座
修
了

者
が
リ

ー
ダ

ー
と
な

っ
て

大
阪
湾

へ
の

関
心
、

環
境

改
善
意

識
を
醸

成
す

る
こ

と
に

よ
り
、

「
美

し
く
豊

か
な
大

阪
湾

」
の
実

現
に

向
け
た

府
民

活
動
の

輪
を

広
げ
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
00
0

-
1
,
00
0

ス
ト
ッ

プ
地
球

温
暖

化
府
民

運
動

推
進
事

業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

自
然
公

園
管
理

事
業

施
策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
民
の

森
管
理

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

大
阪
府

植
樹
祭

開
催

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

環
境
・

生
態
系

保
全

活
動
支

援
調

査
・
実

証
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

魚
庭
（

な
に
わ

）
の

海
づ
く

り
大

会
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲
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豊
か
な

海
づ
く

り
推

進
事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

環
境
情

報
プ
ラ

ザ
管

理
運
営

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅳ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
域
の

魅
力
・

顔
づ

く
り
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

支
援
事

業
道

路
、

河
川

、
公
園

等
公

共
空
間

で
の
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

を
持
続

か
つ

活
性
化

す
る

た
め
、

こ
れ
ら

の
活

動
団

体
か

ら
要
望

の
高

い
、
花

苗
育

成
の
た

め
の
シ

ス
テ

ム
の
構

築
や

府
民
協

働
の

核
と
な

る
リ
ー

ダ
ー
等

の
養

成
に
よ

り
、

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

団
体
の

支
援
を

行
う

。
都

市
整
備

部
〔
6
,
8
00
〕

〔
1
0
,
00
0
〕

〔
△
3
,
2
0
0〕

Ⅳ
－
２

　
環
境

教
育

・
環
境

学
習

の
推
進

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

消
費
者

啓
発
事

業
（

大
阪
府

消
費

者
フ
ェ

ア
、

消
費
者

問
題

講
演

会
の
開

催
等

）
生

活
情

報
ぷ

ら
ざ
に

お
け

る
実
践

事
例
等

の
情

報
提
供

及
び

講
演
会

等
の

実
施

生
活

文
化

部
〔
4
7
,
1
05
〕

〔
4
4,
7
2
4
〕

〔
2
,3
8
1
〕

府
立
青

少
年
海

洋
セ

ン
タ
ー

の
管

理
運
営

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
生

活
文
化

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
立
総

合
青
少

年
野

外
活
動

セ
ン

タ
ー
の

管
理

運
営
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
生

活
文
化

部
別
掲

別
掲

別
掲

環
境
教

育
推
進

事
業

環
境
教

育
等

推
進
方

針
に

基
づ
き

、
学
校

に
お

け
る
環

境
教

育
を
推

進
す

る
仕
組

み
づ

く
り
と

し
て

、
庁

内
各
部

局
が

連
携
し

、
人

材
育
成

・
活
用

、
場

の
提
供

・
学

習
機
会

の
提

供
、
教

材
・

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

活
用

等
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
6
,
33
0

8
,2
0
0

△
 
1
,
87
0

木
に
な

る
夢
銀

行
推

進
事
業

子
ど
も

た
ち

が
集
め

た
ド

ン
グ
リ

か
ら
苗

を
育

て
植
樹

等
を

行
う
仕

組
み

づ
く
り

に
よ

り
、
自

然
と
の

ふ
れ

あ
い

を
大

切
に
し

な
が

ら
、
自

然
環

境
学
習

や
ま
ち

の
み

ど
り
づ

く
り

な
ど
の

取
組

み
を
進

め
る
。

環
境

農
林

水
産

部
4
,
55
6

4
,5
5
6

0

環
境
創

造
型
生

産
調

整
特
別

推
進

事
業

米
の
生

産
調

整
（
転

作
）

に
つ
い

て
、
景

観
形

成
や
環

境
教

育
田
な

ど
環

境
と
の

調
和

に
配
慮

し
た
手

法
及

び
エ

コ
農

産
物
生

産
の

取
組
を

行
う
市

町
村

に
対
し

て
補

助
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
6
,
20
1

11
,5
0
6

△
 
5
,
30
5

地
域
環

境
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の

支
援

都
市
の

貴
重

な
環
境

資
源

で
あ
る

た
め
池

や
農

業
用
水

路
を

将
来
に

わ
た

っ
て
保

全
し

て
い
く

た
め
、

地
域

住
民

や
農

家
等
で

組
織

す
る
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

づ
く
り

を
進

め
る
と

と
も

に
、
こ

れ
を

中
心
と

し
た

保
全

活
動
を

推
進

し
て

い
く

。
環

境
農
林

水
産

部
5
,
75
0

4
,2
0
0

1
,
55
0

あ
ぜ
道

と
せ
せ

ら
ぎ

づ
く
り

推
進
事

業
た

め
池

や
農

業
用
水

路
を

子
供
達

の
自
然

体
験

や
総
合

学
習

等
の
場

と
し

て
提
供

・
活

用
を
図

る
も
の

で
、
文

部
科

学
省
と

農
林

水
産
省

と
の
連

携
に

よ
り
、

関
係

機
関
・

団
体

と
の
総

合
的

な
調
整

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

環
境
教

育
事
業

（
こ

ど
も
エ

コ
ク

ラ
ブ
・

サ
ポ

ー
タ
ー

等
支

援
講

習
等
）

こ
ど
も

エ
コ

ク
ラ
ブ

活
動

の
活
性

化
を
図

る
た

め
、
こ

ど
も

エ
コ
ク

ラ
ブ

間
の
交

流
を

促
進
す

る
と

と
も

に
、
こ

ど
も

達
の
指

導
的

役
割
を

担
う
サ

ポ
ー

タ
ー
等

を
対

象
に
、

活
動

に
関
す

る
知

識
や
技

能
を
一

層
向

上
さ

せ
る

た
め
に

、
技

術
支
援

講
習
を

開
催

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
50
0

5
0
0

0

環
境
情

報
プ
ラ

ザ
管

理
運
営

事
業

平
成
1
5
年
2
月

に
整

備
し
た

、
環

境
教
育

・
学
習

を
は

じ
め
と

す
る

幅
広
い

環
境

情
報
を

総
合
的

に
収

集
・
整

理
し

て
発
信

で
き

る
「
環

境
情

報
プ
ラ

ザ
」
の

管
理

運
営
を

行
う

。
さ
ら

に
、

府
内
で

活
躍
す

る
環

境
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
を
対

象
に

情
報
交

流
会
を

開
催

し
、
環

境
情

報
プ
ラ

ザ
の

Ｗ
ｅ
ｂ

ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞ
「
か

け
は
し

」
に

お
い

て
互

い
の
活

動
情

報
を
受

発
信

す
る
こ

と
に
よ

り
情

報
交
流

を
図

り
、
パ

ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
構

築
の

拠
点

機
能

を
一
層

強
化

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
5
,
98
9

6
,8
9
6

△
 
90
7

海
と
自

然
の
環

境
学

習
(夏

休
み

海
の

教
室

・
な
ぎ

さ
の

楽
校

)

小
中
学

生
を

対
象
に

、
大

阪
湾
の

自
然
海

浜
に

生
息
す

る
生

物
調
査

や
海

洋
観
測

・
栽

培
漁
業

の
体
験

学
習

を
通

じ
て

環
境
保

全
に

つ
い
て

考
え
る

「
海

と
自
然

の
環

境
学
習

」
を

実
施
し

環
境

学
習
を

推
進
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

総
合
的

環
境
資

源
情

報
提
供

シ
ス

テ
ム
構

築
事

業
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

自
然
公

園
管
理

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

府
民
の

森
管
理

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
３
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
域
へ

の
愛
着

学
習

プ
ラ
ン

小
学
生

を
中

心
と
し

た
府

民
に
対

す
る
出

前
講

座
・
体

験
学

習
・
見

学
会

・
発
表

会
を

通
じ
、

ま
ち
に

対
す

る
愛

着
・

愛
情
の

醸
成

や
生
き

る
力
の

育
成

を
め
ざ

す
。

都
市

整
備

部
5
,
00
0

5
,0
0
0

0

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

支
援

事
業
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅳ

－
１
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

資料編－30



都
市
緑

化
振
興

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅲ

－
４
参

照
都

市
整
備

部
別
掲

別
掲

別
掲

彩
都
エ

コ
エ

ネ
ル
ギ

ー
推
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

別
掲

別
掲

別
掲

学
校
環

境
改
善

事
業

快
適
な

学
習

環
境
づ

く
り

を
図
る

た
め

、
光
熱

水
費
な

ど
の

維
持
管

理
や

教
材
費

の
充

実
等
を

行
う
と

と
も

に
、

机
･
椅

子
の

セ
パ
レ

ー
ト
化

の
推

進
を
図

る
。

教
育

委
員

会
2
7
0
,
34
4

3
93

,1
7
1

△
 1
2
2
,
82
7

府
立
高

等
学
校

に
お

け
る
環

境
に

関
す
る

系
列

を
有
す

る
総

合
学

科
や
環

境
に

関
す
る

コ
ー
ス

の
設
置

・
運

営

様
々
な

体
験

活
動
を

通
じ

て
自
然

に
対
す

る
豊

か
な
感

性
や

環
境
に

対
す

る
関
心

等
を

養
い
、

自
然
や

環
境

の
人

間
と

の
関
わ

り
、

と
り
わ

け
日
常

生
活

と
の
関

わ
り

等
に
つ

い
て

理
解
を

深
め

る
と
と

も
に
、

環
境

の
保

全
や

よ
り
よ

い
環

境
の
創

造
の
た

め
主
体

的
に
実

践
す

る
態
度

を
育

成
す
る

。
教

育
委
員

会
-

-
-

府
立
少

年
自
然

の
家

に
お
け

る
自

然
体
験

事
業

体
験
型

学
習

施
設
と

し
て

、
学
校

、
家
庭

、
職

場
で
の

自
然

体
験
・

野
外

活
動
な

ど
を

提
供
す

る
。

教
育

委
員

会
〔
8
3
,
0
50
〕

〔
8
2,
0
2
3
〕

〔
1
,0
2
7
〕

環
境
教

育
推
進

モ
デ

ル
地
域

事
業

府
内
の

公
立

小
中
学

校
に

お
け
る

環
境
教

育
を

推
進
す

る
た

め
、
学

校
･
家

庭
･
地

域
が

一
体
と

な
っ

た
環

境
教
育

の
実

践
に
取

り
組

む
市
町

村
（
１

０
市

町
村
）

を
モ

デ
ル
地

域
と

し
て
指

定
し

ま
す
。

各
モ
デ

ル
地

域
に

お
い

て
は
、

環
境

教
育
推

進
実

践
校
で

あ
る
「

Ｅ
ス

ク
ー
ル

」
（

小
中
学

校
各

１
校
）

を
指
定

し
、
教

材
、

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
、
人

材
活

用
の
方

法
等
を

開
発

す
る
な

ど
、

今
後
の

環
境

教
育
の

あ
り

方
に

つ
い
て

検
証

し
ま
す

。

教
育

委
員

会
3
,
00
0

3
,0
0
0

0

教
員
等

の
環
境

教
育

指
導
者

と
し

て
の
養

成
、

研
修
の

実
施

大
阪
の

自
然

環
境
・

生
活

環
境
の

現
状
を

知
り

、
環
境

教
育

の
実
践

に
役

立
つ
実

験
・

実
習
を

中
心
に

し
た

研
修

を
行

い
、
環

境
教

育
を
担

当
す
る

教
員

の
資
質

と
指

導
力
の

向
上

を
図
る

。
教

育
委
員

会
-

-
-

Ⅳ
－
３

　
総
合

的
な

環
境
情

報
シ

ス
テ
ム

の
整

備
・
環

境
情

報
の
提

供
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

総
合
的

環
境
資

源
情

報
提
供

シ
ス

テ
ム
構

築
事

業
あ

ら
ゆ

る
場

･
機
会

に
お
け

る
環

境
保
全

活
動
を

促
進

す
る
た

め
、

府
内
の

環
境

資
源
情

報
に

関
す
る

ポ
ー
タ

ル
サ

イ
ト
を

作
成

す
る
と

と
も
に

、
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー

ト
機
能

を
備

え
た
ワ

ン
ス

ト
ッ
プ

サ
ー
ビ

ス
体

制
を

確
立

す
る
な

ど
、

環
境
活

動
等
を

行
う

人
へ
有

益
な

情
報
を

提
供

す
る
シ

ス
テ

ム
を
構

築
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
00
0

3
,0
9
2

△
 
2
,
09
2

環
境
白

書
等
の

作
成

環
境
基

本
条

例
に
基

づ
き

議
会
に

対
し
て

報
告

し
た
府

域
の

環
境
の

状
況

及
び
府

の
環

境
施
策

を
取
り

ま
と

め
、

「
大

阪
府
環

境
白

書
」
、

「
お
お

さ
か

の
環

境
」

を
作

成
し
、

広
く

府
民
等

へ
周

知
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
,
81
4

1
,8
1
4

0

環
境
情

報
の
シ

ス
テ

ム
の
整

備
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

や
環

境
の
解

析
予

測
シ
ス

テ
ム
の

整
備

・
運
営

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
5
9
,8
0
0

6
0
,
15
0

△
 3

5
0

環
境
情

報
の

発
信

と
交

流
「

お
お

さ
か

の
環
境

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
　
エ

コ
ギ

ャ
ラ
リ

ー
」

を
通
じ

、
行

政
情
報

、
環

境
学
習

支
援
情

報
等

を
発

信
す

る
。
地

理
情

報
シ
ス

テ
ム

を
駆

使
し

た
情
報

発
信

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
1
1
,8
3
5

7
,
4
7
7

4
,
35
8

水
道
事

業
の
環

境
会

計
の
公

表
環

境
保

全
の

た
め
の

コ
ス

ト
と
､
そ

の
活

動
に
よ

り
得

ら
れ
た

効
果

を
、
貨

幣
単

位
や
物

量
単

位
で
定

量
的

に
把

握
・

分
析
し

､
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
し

て
、
広

く
府

民
に
公

表
水

道
部

-
-

-

Ⅳ
－
４

　
環
境

監
視

及
び
調

査
研

究
(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

水
質
保

全
対
策

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅱ

－
４
参

照
政

策
企
画

部
別
掲

別
掲

別
掲

試
験
研

究
機
関

提
案

型
調
査

研
究

事
業

 
 
府
立

試
験

研
究
機

関
が

持
っ
て

い
る
技

術
ポ

テ
ン
シ

ャ
ル

を
最
大

限
に

活
用
し

、
国

の
『
第

3
期
科

学
技

術
基

本
計

画
(策

定
中
)
』

や
、

府
の
『

大
阪

都
市
圏

科
学

技
術
推

進
戦

略
案
(
策

定
中

)
』
に

挙
げ
ら

れ
て

い
る

重
点

分
野
に

つ
い

て
、
国

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
や
企

業
と

の
共
同

研
究

に
つ
な

が
る

調
査
研

究
を
実

施
し

、
大

阪
産

業
の
再

生
を

推
進
す

る
と

と
も
に

、
将
来

に
亘

っ
て
優

れ
た

科
学
技

術
を

創
出
で

き
る

若
手

研
究
員

を
育

成
す
る

。
（

休
廃
止

）

商
工

労
働

部
-

5
2
,3
0
0

△
 
5
2
,
30
0

技
と
知

の
出
会

い
創

出
支
援

事
業

　
高
い

技
術

ポ
テ
ン

シ
ャ

ル
を
有

し
た
府

立
試

験
研
究

機
関

が
、
府

内
も

の
づ
く

り
企

業
が
求

め
る
新

た
な

技
術

シ
ー

ズ
を
研

究
開

発
し
て

府
内
中

小
企

業
へ
技

術
移

転
し
、

「
技

の
集
団

」
で

あ
る
府

内
も
の

づ
く

り
企

業
の

全
国
へ

の
ビ

ジ
ネ
ス

展
開
を

促
進

す
る
と

と
も

に
、
府

立
試

験
研
究

機
関

の
更
な

る
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

ア
ッ

プ
も

図
る

。
　

ま
た

、
大

阪
の
優

れ
た

も
の
づ

く
り

中
小
企

業
の
ポ

テ
ン

シ
ャ
ル

と
府

立
試
験

研
究

機
関
等

の
充
実

し
た

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ
体

制
を

全
国
に

発
信
す

る
と

と
も
に

、
「

知
の
集

団
」

で
あ
る

全
国

の
企
業

の
研
究

所
等

の
ニ

ー
ズ

を
調
査

し
、

府
内
の

「
技

の
集

団
」

に
確
実

に
つ

な
げ
て

い
く

。

商
工

労
働

部
3
0
,
00
0

-
3
0
,
00
0
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大
阪
湾

に
お
け

る
漁

業
振
興

と
環

境
保
全

に
関

す
る
調

査
研

究

大
阪
湾

に
お

け
る
漁

場
環

境
を
保

全
し
、

生
産

活
動
の

振
興

を
図
る

た
め

、
漁
場

環
境

の
調
査

、
漁
業

資
源

の
適

切
な

利
用
を

行
う

た
め
の

研
究
指

導
な

ど
、
大

阪
の

漁
業
が

直
面

す
る
課

題
や

今
後
の

施
策
推

進
に

対
応

し
た

試
験
研

究
を

進
め
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
1
1
,
94
7

70
,5
0
4

4
1
,
44
3

大
気
水

質
調
査

研
究

事
業

酸
性
雨

、
酸

性
沈
着

物
実

態
調
査

等
、
地

域
及

び
地
球

レ
ベ

ル
で
問

題
と

な
っ
て

い
る

物
質
に

関
す
る

調
査

を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
5
,
90
7

5
,9
0
7

0

農
林
・

生
物
系

技
術

試
験
研

究
の
推

進
食

と
環

境
に

か
か
る

府
域

の
特
性

に
応
じ

た
調

査
研
究

・
技

術
開
発

と
確

実
な
成

果
の

普
及
・

移
転
・

活
用

に
努

め
る

と
と
も

に
、

危
機
管

理
上
の

要
請

に
的
確

に
対

応
で
き

る
試

験
分
析

能
力

を
確
保

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
2
6
1
,
97
3

2
29

,4
9
9

3
2
,
47
4

食
品
廃

棄
物
か

ら
の

バ
イ
オ

燃
料

生
産
と

醗
酵

残
さ
を

利
用

し
た

機
能
性

飼
料

生
産
に

関
す

る
基
礎

的
技

術
の
開

発

食
品
廃

棄
物

で
あ
る

の
廃

棄
麺
類

か
ら
エ

タ
ノ

ー
ル
を

生
産

し
、
バ

イ
オ

エ
ネ
ル

ギ
ー

と
し
て

回
収
す

る
と

と
も

に
、

精
製
工

程
で

生
じ
る

残
さ
か

ら
高

タ
ン
パ

ク
質

飼
料
を

製
造

し
、
稚

魚
の

餌
と
し

て
の
利

用
性

を
検

討
す

る
な
ど

、
資

源
循
環

型
エ
ネ

ル
ギ

ー
生

産
技

術
の

基
礎
的

研
究

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,5
0
0

-
3
,
50
0

大
阪
府

内
に
お

け
る

生
物
分

布
前

線
調
査

府
内
の

環
境

の
状
況

を
把

握
す
る

た
め
、

環
境

指
標
と

な
る

昆
虫
の

過
去

及
び
現

在
の

分
布
の

前
線
等

を
調

査
す

る
と

と
も
に

、
自

然
環
境

構
成
要

素
の

既
存
デ

ジ
タ

ル
デ
ー

タ
を

用
い
て

解
析

し
、
結

果
を
Ｇ

Ｉ
Ｓ

（
地

図
情

報
シ
ス

テ
ム

）
を
利

用
し
て

、
地

図
上
の

デ
ー

タ
と
し

て
整

備
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
8
,
00
0

-
8
,
00
0

河
川
氾

濫
原
の

生
態

学
的
機

能
研

究
河

川
氾

濫
原

の
保
全

・
再

生
に
必

要
な
環

境
条

件
に
つ

い
て

検
討
す

る
た

め
、
野

外
で

の
植
生

、
魚
類

、
水

質
等

の
調

査
を
行

い
、

そ
の
結

果
に
つ

い
て

水
生
生

物
セ

ン
タ
ー

内
試

験
池
で

実
証

実
験
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
4
,
98
3

-
4
,
98
3

間
伐
材

実
施
林

分
モ

ニ
タ
リ

ン
グ

調
査
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅲ

－
２
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
盤
沈

下
規
制

指
導

事
業

施
策
分

野
Ⅱ

－
５
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

Ⅳ
－
５

　
事
業

活
動

に
お
け

る
環

境
へ
の

配
慮

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

関
西
広

域
連
携

協
議

会
負
担

金
(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
４
参

照
政

策
企
画

部
別
掲

別
掲

別
掲

行
政
文

書
管
理

シ
ス

テ
ム
の

運
用

事
務
の

効
率

化
・
迅

速
化

、
情
報

共
有
化

、
ペ

ー
パ
レ

ス
化

を
目
的

と
し

て
、
行

政
文

書
の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル
（

取
得

・
作
成

・
流

通
・
保

管
・
保

存
・

廃
棄

）
全

般
を

管
理
す

る
シ

ス
テ
ム

を
運

用
す
る

。
総

務
部

1
5
2
,7
5
4

2
15

,6
2
1

△
 
6
2
,
86
7

環
境
へ

の
配
慮

も
評

価
対
象

と
す

る
総
合

評
価

一
般
競

争
入

札
実

施
の
た

め
の

総
合
評

価
委

員
会
の

設
置

運
営
（

建
設

工
事

）

建
設
工

事
の

入
札
参

加
業

者
の
格

付
け
を

行
う

際
の
主

観
点

項
目
に

、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１

４
０

０
１
認

証
の
取

得
状

況
を

追
加

し
、
建

設
企

業
の
環

境
保

全
へ
の

取
組
み

を
促

進
す
る

。
総

務
部

-
-

-

環
境
へ

の
配
慮

も
評

価
対
象

と
す

る
総
合

評
価

一
般
競

争
入

札
実

施
の
た

め
の

総
合
評

価
委

員
会
の

設
置

運
営
（

委
託

）

総
合
建

物
管

理
業
務

委
託
に

係
る

発
注
案

件
の

入
札
に

お
い

て
、
「

価
格

評
価
」

と
「

技
術
評

価
」
以

外
に

、
「

公
共

性
評
価

」
と

し
て
「

福
祉
へ

の
配

慮
」
や

「
環

境
へ
の

配
慮

」
も
評

価
項

目
と
す

る
総
合

評
価

方
式

に
よ

る
一
般

競
争

入
札
を

実
施
す

る
た

め
の
総

合
評

価
委
員

会
の

設
置
運

営
総

務
部

1
,5
2
5

89
3

6
3
2

資
源
循

環
促
進

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅳ

－
６
参

照
商

工
労
働

部
別
掲

別
掲

別
掲

Ｉ
Ｓ
Ｏ

1
4
00
1
（

環
境

Ｉ
Ｓ

Ｏ
）
の

推
進

平
成
1
1
年
2
月

に
本

庁
舎
に

お
い

て
認
証

取
得
し

た
環

境
管
理

の
国

際
規
格

で
あ

る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１

４
０
０

１
（

環
境

Ｉ
Ｓ

Ｏ
）
の

取
組

み
を
、

出
先
機

関
へ

も
拡
大

し
、

環
境
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ
ｼ
ｽﾃ
ﾑ
の

強
化

に
取

組
む
。

環
境

農
林

水
産

部
3
,
87
3

2
,6
9
2

1
,
18
1

環
境
配

慮
の
率

先
行

動
の
推

進
あ

ら
ゆ

る
事

務
事
業

に
環

境
へ
の

配
慮
を

徹
底

す
る
こ

と
を

め
ざ
し

て
、

平
成
1
7
年
9
月

に
策

定
し
た

「
大
阪

府
庁

エ
コ
ア

ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン
」

に
基

づ
き
、

こ
れ

ま
で
の

取
組

み
の
更

な
る

拡
大
を

図
る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

環
境
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

シ
ス
テ

ム
（

Ｅ
Ｍ
Ｓ

）
普

及
・
啓

発
事

業

環
境
マ

ネ
ー

ジ
メ
ン

ト
シ

ス
テ
ム

（
EM
S
）

に
関

す
る

基
礎
的

情
報

、
導
入

手
法

、
関
係

法
令

、
関
係

機
関

等
を

取
り

ま
と
め

た
ポ

ー
タ
ル

サ
イ
ト

を
活

用
し
、

府
民

及
び
府

域
の

事
業
者

の
、

E
M
Sを

活
用
し

た
環

境
配

慮
活

動
の
普

及
を

図
る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

環
境
影

響
評
価

制
度

運
営
事

業
平

成
1
0
年
3
月

に
制

定
さ
れ

た
府

環
境
影

響
評
価

条
例

に
基
づ

き
環

境
ア
セ

ス
メ

ン
ト
事

務
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
1
,
57
9

1
,
5
7
9

0

公
害
防

止
組
織

の
整

備
特

定
工

場
内

に
お
い

て
、

事
業
者

自
身
が

公
害

防
止
を

目
的

と
す
る

人
的

組
織
を

設
置

す
る
な

ど
、
公

害
の

発
生

を
未

然
に
防

ぐ
た

め
の
自

主
的

な
取

組
み

を
要
請

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

戦
略
的

環
境
ア

セ
ス

メ
ン
ト

検
討
事

業
事

業
に

先
立

つ
計
画

や
施

策
の
策

定
段

階
に
お

い
て
環

境
配

慮
を
行

う
し

く
み
で

あ
る

戦
略
的

環
境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

制
度
化

に
向

け
て
、

庁
内
関

係
課

で
構
成

す
る

検
討
会

に
お

い
て
調

査
及

び
検
討

を
行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-
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大
阪
府

域
環
境

保
全

協
議
会

運
営

事
業

地
域
住

民
の

生
活
環

境
の

保
全
を

図
る
た

め
、

府
、
大

阪
市

、
堺
市

、
泉

大
津
市

で
設

立
し
た

「
大
阪

府
域

環
境

保
全

協
議
会

」
に

よ
り
大

阪
湾

圏
域
広

域
処
理

場
整

備
事
業

（
フ

ェ
ニ
ッ

ク
ス

事
業
）

に
対
す

る
環

境
監

視
を

行
う
。

環
境

農
林

水
産

部
17
3

1
7
3

0

り
ん
く

う
タ
ウ

ン
整

備
事
業

関
西
国

際
空

港
の
対

岸
部

に
お
い

て
埋
立

を
行

い
､空

港
機
能

の
支

援
・
補

完
と

大
阪
湾

及
び

地
域
の

環
境

改
善

を
図

り
､あ

わ
せ
て

地
域
の

振
興

に
資
す

る
。

住
宅

ま
ち

づ
く

り
部

〔
4
,
28
5
,
4
25
〕

〔
3
,7
4
2
,
26
0
〕

〔
5
43
,
1
6
5〕

土
地
利

用
規
制

等
既

存
法
令

に
よ

る
規
制

都
市
計

画
に

お
け
る

土
地

利
用
計

画
の
実

現
を

図
る
と

と
も

に
、
市

街
地

の
環
境

を
保

全
す
る

た
め
、

用
途

規
制

制
度

に
従
い

、
建

築
基
準

法
を

適
正

に
運

用
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

-
-

-

水
道
部

に
お
け

る
環

境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の

取
組
の

推
進

環
境
負

荷
の

少
な
い

水
づ

く
り
の

た
め
､
村

野
浄

水
場

に
お
い

て
平

成
11
年

8
月
に

認
証

取
得
し

て
い

る
が

、
1
9
年
度

は
水
道

部
全

所
属
に

お
い

て
I
SO
1
4
0
01
の

取
組

を
推
進

水
道

部
1
,
76
5

6
0
8

1,
1
5
7

省
エ
ネ

ル
ギ

ー
に
関

す
る

事
業

の
推

進
空

調
や

照
明

の
設
備

改
良

工
事
に

お
い

て
、
省

エ
ネ
ル

ギ
ー

機
器
の

導
入

を
図
る

こ
と

に
よ
り

、
使
用

電
力

の
低

減
を

推
進

す
る

。
水

道
部

1
5
9
,0
0
0

-
1
5
9
,
00
0

情
報
処

理
基
盤

の
整

備
情

報
通

信
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
整
備

・
充
実

、
情

報
処
理

シ
ス

テ
ム
の

開
発

を
推
進

し
、

府
民
等

の
利
便

性
の

向
上

及
び

警
察
業

務
の

簡
素
化

・
効
率

化
を

図
る
。

警
察

本
部

〔
51
5
,
9
01
〕

〔
2
8
4
,
38
7
〕

〔
2
31
,
5
1
4〕

行
政
手

続
等
の

電
子

化
電

子
申

請
を

実
施
す

る
こ

と
に
よ

り
、
従

来
は

紙
で
保

存
し

て
い
た

申
請

書
類
等

を
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
化

し
て

保
存

し
、

ペ
ー
パ

ー
レ

ス
化
を

図
る
こ

と
に

よ
り
、

廃
棄

物
の
減

量
化

を
推
進

す
る

。
警

察
本
部

8
7
,5
7
3

52
,0
2
4

3
5
,
54
9

Ⅳ
－
６

　
経
済

的
手

法
等
に

よ
る

環
境
負

荷
の

低
減

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

低
公
害

車
等
普

及
促

進
の
優

遇
税

制
(別

掲
）

施
策
分

野
Ⅱ

－
１
参

照
総

務
部

別
掲

別
掲

別
掲

資
源
循

環
促
進

事
業

資
源
循

環
型

社
会
シ

ス
テ

ム
の
構

築
の
た

め
、

資
源
の

有
効

利
用
等

に
関

し
、
技

術
的

に
先
進

的
な
取

組
み

を
行

っ
て

い
る
企

業
の

事
例
情

報
や
技

術
情

報
、
府

で
認

証
し
た

環
境

関
連
商

品
や

技
術
情

報
を
収

集
・
提

供
す

る
と
と

も
に

、
製
造

企
業
と

利
用

企
業
等

に
交

流
の
機

会
を

提
供
し

、
市

場
の
活

性
化

と
製

品
開
発

を
促

進
を
図

り
、

環
境
関

連
産
業

の
育

成
を
図

る
。

商
工

労
働

部
50
0

5
0
0

0

環
境
・

健
康
配

慮
型

商
品
市

場
開

拓
モ
デ

ル
事

業
環

境
・

健
康

志
向
の

ロ
ハ

ス
・
コ

ン
シ

ュ
ー
マ

ー
（
消

費
者

）
に
訴

求
力

の
あ
る

商
品

を
プ
ロ

デ
ュ
ー

ス
す

る
こ

と
に

よ
っ
て

、
健

康
や
持

続
可

能
な
社

会
に
配

慮
し

た
商
品

を
提

供
す
る

産
業

を
創
出

・
拡
大

す
る

。
商

工
労
働

部
2
,
00
0

-
2
,
00
0

ア
ジ
ア

環
境
貢

献
ビ

ジ
ネ
ス

育
成
事

業
ア

ジ
ア

各
国

の
環
境

関
連

課
題
を

調
査
し

、
そ

の
課
題

に
対

応
す
る

環
境

関
連
技

術
を

保
有
す

る
府
内

中
小

・
ベ

ン
チ

ャ
ー
企

業
に

対
し
て

研
究
開

発
補

助
を
行

う
。

商
工

労
働

部
1
1
,
00
0

-
1
1
,
00
0

技
と
知

の
出
会

い
創

出
支
援

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅳ

－
４
参

照
商

工
労
働

部
別
掲

別
掲

別
掲

地
球
温

暖
化
防

止
等

の
府
民

運
動

の
推
進

消
費
行

動
を

通
じ
、

環
境

に
配
慮

し
た
生

活
・

行
動
の

実
践

を
促
す

た
め

、
「
環

境
に

配
慮
し

た
買
い

物
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
や

セ
ミ

ナ
ー
を

開
催
す

る
。

環
境

農
林

水
産

部
77
0

1
,1
9
1

△
 
42
1

中
小
企

業
公
害

防
止

資
金
特

別
融

資
促
進

事
業

府
内
中

小
企

業
者
に

よ
る

公
害
防

止
対
策

を
支

援
す
る

た
め

、
融
資

斡
旋

及
び
利

子
補

給
を
行

う
。

環
境

農
林

水
産

部
7
3
,
96
9

1
39
,
0
8
6

△
 
6
5,
1
1
7

環
境
技

術
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー
ト

事
業

大
阪
産

業
や

自
治
体

の
抱

え
る
環

境
課

題
の
克

服
の
た

め
、

大
阪
府

の
関

係
機
関

と
連

携
し
て

環
境
関

連
産

業
に

対
す

る
研
究

開
発

の
奨
励

、
技
術

評
価

、
情
報

提
供

な
ど
環

境
保

全
の
た

め
の

環
境
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
推

進
す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
1
0
,
98
0

10
,9
8
0

0

環
境
金

融
の
取

り
組

み
の
促

進
金

融
機

関
に

対
す
る

ア
ン

ケ
ー
ト

を
実
施

す
る

と
と
も

に
、

省
エ
ネ

住
宅

購
入
時

の
金

利
優
遇

ロ
ー
ン

な
ど

の
環

境
配

慮
型
金

融
商

品
の
一

覧
や
、

環
境

を
中
心

と
し

た
CS
R
（

企
業

の
社

会
的
責

任
）

活
動
に

積
極

的
に

取
り

組
ん
で

い
る

金
融
機

関
に
つ

い
て

、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
で

紹
介

す
る
。

環
境

農
林

水
産

部
-

-
-

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

に
よ

る
大
阪

府
施

設
の
省

エ
ネ

改
修
及

び
普

及
促

進
事
業

(
別

掲
）

施
策
分

野
Ⅰ

－
３
参

照
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

ほ
か

別
掲

別
掲

別
掲
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Ⅳ
－
７

　
国
際

協
力

の
推
進

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

ア
ジ
ア

主
要
都

市
サ

ミ
ッ
ト

開
催
事

業
ア

ジ
ア

主
要

都
市
間

の
連

携
・
協

力
を
よ

り
深

め
る
た

め
、

主
要
都

市
の

ト
ッ
プ

が
一

堂
に
会

す
る
サ

ミ
ッ
ト

を
開

催
、
環

境
、

経
済
な

ど
都
市

の
課

題
等
に

つ
い

て
議
論

し
、

ア
ジ
ア

の
発

展
の
た

め
の
仕

組
み

づ
く

り
を

行
う
。

に
ぎ

わ
い

創
造

部
4
0
,
00
0

10
,4
0
0

2
9
,
60
0

大
阪
ア

ジ
ア

国
際
協

力
推
進

事
業

大
阪
に

拠
点

を
有
し

、
国

際
協
力

活
動
を

実
施

す
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ

・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や

大
学
、

国
際

協
力
機

関
、
さ

ら
に

企
業

、
大

学
等
の

参
画

を
得
て

、
産
・

学
・

官
・
民

に
よ

る
コ
ン

ソ
ー

シ
ア
ム

を
形

成
し
、

国
際
協

力
活

動
に

関
す

る
情
報

の
共

有
化
や

相
互
の

連
携

を
基
調

と
す

る
効
果

的
・

効
率
的

な
国

際
協
力

活
動
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ
り

、
「

貢
献
」

の
視
点

か
ら

「
ア
ジ

ア
の

に
ぎ
わ

い
都

市
・
大

阪
」

の
実
現

を
図
る

。

に
ぎ

わ
い

創
造

部
73
1

1
,0
0
0

△
 
26
9

大
阪
-
上

海
経

済
交
流

促
進

事
業

経
済
発

展
が

め
ざ
ま

し
い

中
国
の

中
心
都

市
・

上
海
と

の
経

済
交
流

の
一

層
の
活

性
化

を
図
る

た
め

、
大

阪
と
上

海
と

の
企
業

間
交

流
を
促

進
す
る

た
め

の
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
「

大
阪

－
上
海

ビ
ジ

ネ
ス
・

ラ
イ
ン

」
を

開
設

し
、

販
路
開

拓
や

事
業
提

供
等
を

サ
ポ

ー
ト
す

る
。

ま
た
、

環
境

保
護
ビ

ジ
ネ

ス
分
野

の
交
流

を
進

め
る

た
め

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
団
の

派
遣
・

商
談

会
等
を

行
う

。

に
ぎ

わ
い

創
造

部
9
,
27
0

9
,6
9
0

△
 
42
0

環
境
ビ

ジ
ネ

ス
・
ア

ジ
ア
展

開
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

ア
ジ
ア

各
国

に
お
け

る
環

境
関
連

の
課
題

（
ニ

ー
ズ
）

を
調

査
し
、

そ
れ

に
適
合

し
た

大
阪
企

業
の
環

境
関

連
技

術
、

製
品
・

サ
ー

ビ
ス
を

ア
ジ
ア

市
場

に
結
び

つ
け

る
こ
と

に
よ

り
、
府

内
企

業
の
ア

ジ
ア

に
お

け
る
新

規
市

場
開
拓

を
図

る
。

に
ぎ

わ
い

創
造

部
1
2
,
00
0

-
1
2
,
00
0

国
際
機

関
等
へ

の
支

援
地

球
環

境
問

題
の
解

決
を

図
る
た

め
、
開

発
途

上
国
に

対
す

る
技
術

移
転

や
環
境

に
関

す
る
革

新
的

技
術

開
発
等

を
行

う
（
財

）
地

球
環
境

セ
ン
タ

ー
（

G
E
C)
、

（
財

）
地
球

環
境

産
業
技

術
研

究
機
構

（
RI
T
E
）

に
対
し

、
補

助
を

行
う

。
環

境
農
林

水
産

部
2
9
,
88
4

30
,0
1
7

△
 
13
3

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
の

連
携

国
際
協

力
機

構
（
J
I
C
Ａ
)
の

専
門

家
と
し

て
職

員
を
途

上
国

に
派
遣

す
る

と
と
も

に
、

途
上
国

か
ら
の

研
修

生
を

受
け

入
れ
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

ア
ジ
ア

３
Ｒ
技

術
サ

ポ
ー
ト

事
業

(
別
掲

）
施

策
分

野
Ⅰ

－
１
参

照
環

境
農
林

水
産

部
別
掲

別
掲

別
掲

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

の
ア

ジ
ア
展

開
Ｅ

Ｓ
Ｃ

Ｏ
事

業
を
ア

ジ
ア

へ
普
及

拡
大
し

、
ア

ジ
ア
の

温
暖

化
対
策

へ
の

貢
献
を

通
じ

、
ア
ジ

ア
に
お

け
る

大
阪

の
存

在
感
を

高
め

る
と
と

も
に
、

在
阪

Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業

者
の
ビ

ジ
ネ

ス
チ
ャ

ン
ス

を
探
る

。
住

宅
ま
ち

づ
く

り
部

4
,
93
3

13
,8
1
9

△
 
8
,
88
6

計
画
の

効
果
的

な
推

進
の
た

め
に

(
単
位

：
千
円

）

施
策
・

事
業

名
施

策
・
事

業
の

内
容

部
局

名
１
９

予
算

１
８
予

算
増

　
減

環
境
総

合
計
画

の
推

進

平
成
1
4
年
３

月
に
策

定
し

た
「
大

阪
21
世

紀
の

環
境
総

合
計

画
」
に

基
づ

き
、
豊

か
な

環
境
の

保
全
及

び
創

造
に

関
す

る
施
策

を
総

合
的
か

つ
効
果

的
に

推
進
す

る
と

と
も
に

、
毎

年
度
、

計
画

に
掲
げ

ら
れ

て
い

る
施
策

に
関

し
て
、

講
じ

よ
う
と

す
る
施

策
及

び
講
じ

た
施

策
に
つ

い
て

取
り
ま

と
め

府
議
会

に
報
告

す
る

な
ど

、
適

切
な
進

行
管

理
を

行
う

。

環
境

農
林

水
産

部
97
6

9
7
6

0

府
の
機

関
相

互
の
連

携
に
よ

る
施

策
の
推

進
府

の
環

境
に

関
す
る

重
要

な
方
針

決
定
や

意
見

交
換
等

を
行

う
場
と

し
て

設
定
し

た
「

大
阪
府

環
境
行

政
推

進
会

議
」

の
円
滑

な
運

営
に
よ

り
、
府

内
関

係
機
関

相
互

の
緊
密

な
連

携
及
び

施
策

の
調
整

を
図
る

。
環

境
農
林

水
産

部
-

-
-

公
害
防

止
計
画

に
基

づ
く

各
種

事
業

の
円
滑

な
推

進
「

第
7
次

大
阪

地
域

公
害
防

止
計
画

」
の

計
画
期

間
が

平
成
1
8
年
度

で
終
了

し
た

こ
と
か

ら
、

平
成
1
9
年

度
に
は

、
国

の
策
定

指
示

を
受
け

第
８
次

計
画

を
策
定

す
る

。
環

境
農
林

水
産

部
3
,
42
1

1
,0
0
0

2
,
42
1

注
）

１
．
１

つ
の
事

業
で

複
数
の

施
策

分
野
に

効
果

が
期
待

で
き

る
事
業

に
つ
い

て
は

、
主
な

施
策

分
野
以

外
は

事
業
名

に
（

別
掲
）

と
記
し

、
予

算
額
の

欄
も

（
別
掲

）
と

し
て
い

る
。

２
．
複

数
の
事

業
を

ま
と
め

て
予

算
措
置

し
て

い
る
場

合
は

、
主
た

る
事
業

に
合

計
の
予

算
額

を
示
し

、
そ

れ
以
外

の
事

業
の
予

算
額

の
欄
に

は
【
　

　
】

を
付
し

て
示

し
て
い

る
。

３
．
「

豊
か
な

環
境

の
保
全

と
創

造
」
以

外
の

施
策
分

野
が

期
待
で

き
、
環

境
に

係
る
予

算
額

の
み
を

分
離

で
き
な

い
場

合
は
、

当
初
予

算
額

に
〔
　

　
〕

を
付
し

て
示

し
て
い

る
。

　
　
な

お
、
こ

の
場

合
当
初

予
算

合
計

に
は

計
上

し
て
い

な
い

。
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（単位：千円）

部局名 平成１９年度 平成１８年度 増減

政策企画部 500 500 0

総　務　部 192,436 686,098 △ 493,662

生活文化部 4,480 4,480 0

にぎわい創造部 939,465 1,080,315 △ 140,850

健康福祉部 153,459 175,243 △ 21,784

商工労働部 45,390 54,690 △ 9,300

環境農林水産部 9,328,306 8,560,500 767,806

都市整備部 82,543,789 95,780,796 △ 13,237,007

住宅まちづくり部 1,101,805 2,329,373 △ 1,227,568

水　道　部 9,751,940 10,347,002 △ 595,062

教育委員会 717,033 1,568,461 △ 851,428

公安委員会 7,933,349 7,870,597 62,752

計 112,711,952 128,458,055 △ 15,746,103

平成19年度部局別環境関係当初予算（関連事業を含む）一覧
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